
        
            
                
            
        

    
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話 勃発、愛の天使戦争

第二話 室長サマの憂鬱
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口絵・本文イラスト　三嶋くろね





































　時分は、昼休み時。

　場所は、アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院本館校舎裏庭にて──

「ルミアちゃん……ずっと、君の事、見てたんだ……どうだい？　このイケメンの僕と付き合ってみないかい？」

「ごめんなさい。お断りしますね」

　気取った告白口上を、ばっさりと遮さえぎるルミアの言葉。

　彫ちよう像ぞうのように固まる男子生徒。

　ルミアは申し訳なさそうに手を合わせ、ぺこりと頭を下げると、その場を立ち去ろうとする。

「な……ちょ、イケメンで金持ちで貴族なこの僕の、一体どこが不満──」

　立ち去るルミアの肩かたを摑つかみ、見苦しく引き留めようとするが──

「……本当にごめんね。リット君が素敵な男の子だってことは知ってるんだけど……私は、あなたをそういう対象として見ることができないの……だから、本当にごめんなさい」

　きっぱりと、クリティカルなトドメが返ってきて──

「がはぁ──ッ!?」

　男子生徒は白目を剝むいて吐と血けつし、のけぞって……

「う、うわぁあああああんっ！　フラれたぁあああーーッ！　サヨナラ！」

　号泣しながら、その場を走り去っていくのであった。

「……はぁ」

　その背中を、ルミアがやはり申し訳なさそうに見送っていると。

「やれやれ。今日のお勤め、ご苦労様だわ、ルミア」

「……ん。突つき合いにならなくて、よかった」

　物もの陰かげから、そんな告白劇の様子を窺うかがっていたシスティーナとリィエルが、姿を現す。

「それにしても、ルミアったら本当にモテるわよねぇ」

「ん。ルミア、果たし合いの申し込み受けること、すごく多い」

　溜ため息いき交じりに肩を竦すくめるシスティーナに、相変わらず何か勘かん違ちがいをしているリィエルが眠ねむたげに頷うなずく。

「あ、あはは……そう、かな？」

「まぁ、男子達の気持ちもわかるけどね。ルミアは美人で、スタイルも良くて、優しくて、周囲に細やかな配はい慮りよもできて……確かに、私も男だったら放っておかないわ……」

「ん？　そうなの？　むぅ……ルミアとシスティーナが突き合いするなんて……わたし、なんかやだ……二人は仲良しが……いい」

　その常に眠たげな能面を微かすかに曇くもらせて俯うつむいてしまうリィエル。

「ふふっ……大だい丈じよう夫ぶだよ、リィエル。そういう意味じゃないから」

　ルミアは、そんなリィエルの頭を優しく撫なでた。

「あ、それとルミア。この流れで悪いんだけど……さっき、ここに来る途と中ちゆうで、貴女あなたに渡わたしてって預かったものがあるんだけど……」

　ごそごそと、システィーナが懐ふところから三通の封ふう筒とうを取り出す。記き載さいされている差出人の名前は全て男だ。

「いわずもがな、貴女へのラブレターよ。今月に入ってこれで何通目だったかしらね？」

「わ……また、お返事書かなきゃ」

　ルミアが苦笑いしながらそれを受け取り、大切そうにしまった。

　システィーナは知っている。ルミアはこの手の手紙を、読まずに捨てることは絶対にしない。

　どんなに忙いそがしくても、どんな相手からの手紙でも、ルミアはきっちりと読んで、きちんと丁てい寧ねいに、断りの返事を書くのだ。

　手紙には手紙で。呼び出しからの告白には、それに応じて立ち会って。

　ルミアは男子からの告白には、いつも律りち儀ぎに、真しん摯しに対応するのだ。

　だが、それは一種の魅み力りよく税とでも表現すべきものか……いつも申し訳なさそうに交際の申し込みを断るルミアにも、それなりの心労があることを、システィーナは知っている。

「……大丈夫？　ルミア」

「え？」

　だから、システィーナは、小首を傾かしげるルミアを気き遣づかうように言った。

「断り続けるのも精神的に大変でしょう？　いちいちまともに取り合わないでスルーするのも一つの手だと思う」

「システィ……」

「そもそも、貴女への告白を手紙で済ませたり、あんなナンパなアタックをしたり……私には彼らが本気だとはとても思えないわ。ルミアもこんな手合いは、いちいち相手しないで──」

　その発言は間ま違ちがいなく、ルミアの心労を心配しての発言だ。

　……だが。

「……ダメだよ、システィ。そんなこと言っちゃ」

　ルミアが微笑ほほえみながら、そっと人差し指で、システィーナの口を塞ふさぐ。

「さっきの男子生徒……リット君。彼は本気だったよ。あの真剣な目を見たらわかるもの……彼は本気でこんな私のことを好きになってくれてたんだよ」

「……えっ？」

「あのちょっと歯の浮ういた言葉や態度は……リット君なりの緊きん張ちよう隠かくしだったんじゃないかな？　だから、システィ。そんな風に悪く言っちゃだめ」

　呆あつ気けに取られて、ぽかんとするシスティーナに、ルミアは空を見上げながら訥とつ々とつと語った。

「ねぇ、システィ。人に自分の想いを伝えるって……本当に勇気が必要なことなんだって思う。もし、私が好きな人に想いを伝えようと思ったら、拒きよ絶ぜつされるのが怖こわくて……今の周囲との関係が壊こわれるのが怖くて……きっと、手紙すら書けないよ」

「…………」

「だから、私は、リット君やこの手紙を書いた人達を本当に凄すごいと思うんだ……私には、彼らの勇気と覚かく悟ごを、蔑ないがしろにすることなんてできない……」

「…………」

「私は、この人達の好意には応えられないけど……私も心苦しいけど……でも、ならせめて、きちんと正面から受け止めて、返事をしないと……ね」

　そう言って、ルミアはにっこりとシスティーナに笑いかけた。

「だから、私は大丈夫。……心配かけてごめんね、システィ」

　その眩まばゆい笑顔に、システィーナは頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを覚える。

「……か、格の違ちがいを見せつけられたような気がする……女として」

　改めて、ルミアがモテる理由を理解したシスティーナであった。

「格って……そ、そんな大おお袈げ裟さな」

「わたしにはよくわからないけど……ルミア、正しい気がする。……ん。果たし合いを申し込まれたら、全力で相手しないと、失礼」

　リィエルが、こくこくといかにも納得したように、頷いて。

「で？　それはともかく……結局、ルミアは誰だれが好きなの？　そ、その……やっぱ、ぐ、グレン先生……とか？」

「えっ？　そっ……それは……その……ええと……」

「ルミア、グレン好きなの？　ん。なら、わたしと一いつ緒しよ。もし、グレンと突き合う時は……わたしがルミアに剣けんを作ってあげる。よく刺ささるやつ」

　そんな、女子トークに花を咲さかせながら……三さん人にん娘むすめ達は校舎へと戻もどっていくのであった。




　──ところ変わって。

「ああ……ちっくしょう……なんで、俺がこんな目に……？」

「せ、先生……気を確かに……私達がついていますから……」

　肩を落として廊ろう下かをトボトボと歩くグレンの傍かたわらにルミアが寄り添そい、その後ろをシスティーナとリィエルが続いていた。

「まさか……あのオーウェル＝シュウザー教授が、また新作発明品のテストを行うなんてね……」

　システィーナも半眼で肩を落としている。

　オーウェル＝シュウザー。

　アルザーノ帝国魔術学院に籍せきを置く魔ま導どう工学教授であり、二十八歳という若さで第五階かい梯ていへと至った、若き天才魔術師である──

　──のだが、その並外れた才能をいつも斜ななめ上の方向へ空回りさせ、周囲に疾しつ風ぷう怒ど濤とう阿あ鼻び叫きよう喚かんの大だい騒そう動どうを巻き起こす、生きつ粋すいの変態マスター……人呼んで『天災教授』であった。下手に超ちようがつく天才だから、クビにもできない……非常に困った人物である。

　そして、オーウェルは時折、魔術実験や魔術発明品のテストのための人員を学院側に要よう請せいすることがあるが、それに応じて、実験の『助手』として彼の下へと赴おもむくことになった者は、公然と『生いけ贄にえ』と呼ばれる。

「ちくしょう……あいつら、俺をオーウェル係か何かと勘違いしてるだろ……ッ!?」

　今回も開かれた緊きん急きゆう会議にて、満まん場じよう一いつ致ちで『生贄』に選ばれたグレンは、恨うらみがましく呻うめくしかなかった。

「あ、あはは……仕方ないかもしれませんね……先生ったら、シュウザー教授に、なぜか気に入られてしまってますし……」

「教授曰いわく、先生は〝我が人生最大の好敵手にて心友〟だものねぇ」

「こんなに全力でお断りしたい気分になったのは初めてだぜ……」

　システィーナの言葉に、グレンは重苦しくため息を吐つくしかなかった。




「ふっはははははーーっ！　よくぞ来てくれたッ！　我が人生最大の好敵手にて心友のグレン先生！　そして、その教え子の三人娘達よッ！　私は君達を心から歓かん迎げいするッッッ！」

　グレン達がその研究室に顔を出すと、一人の男が歓かん喜きの表情で迎むかえた。

　ミディアムロングヘアを蛮ばん族ぞくのように振ふり乱す、右目が眼帯の男だ。燻いぶし銀の美男子と呼べる容姿ではあるが、妙みようにギラついた左目や、口元に浮かべた悪そうな笑みが狂きよう気きを感じさせる。

　彼こそオーウェル＝シュウザー。

　アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院が世界に誇ほこる、天災（誤字に非ず）魔導工学教授であった。

「ったく……今度は一体、何を作ったんだよ、テメェ」

「ふっ……そんなに私の発明品のお披ひ露ろ目めが楽しみだったか……嬉うれしく思うぞ、心友ッ！」

「誰が心友だ、こら。いいから何こさえたか、早く吐はけ。な？」

　もちろん、グレンが発明品について聞くのは、その発明品に興味があるから……ではない。早々に被ひ害がい対策を講じるためである。

（ったく、こいつアホのくせに、魔術品の研究開発だけは、セリカも認める掛かけ値なしの天才だからな……）

　ため息を吐くグレン。

（しかも、こいつ、魔導工学教授っていう肩かた書がきも『響ひびきが格好良いから』使ってるってだけで、実はあらゆる魔術分野にアホみてーに長たけたオールラウンダーだからな……変態に才能と技術を与あたえてはいけない典型だぜ）

　そんなグレンの内心など露つゆ知しらず。

「ふっ！　諸君等らが逸はやる気持ちは理解できるが、まぁ、落ち着きたまえ！　なぜ、この私が今回の発明の着想に至ったかをまず説明しようっ！」

「ああ、始まるんだな、いつもの」

「シュウザー教授、相変わらずね」

「あはは……」

　ジト目で溜ため息いきを吐くグレンとシスティーナ、苦笑いをするルミア。

　一方、リィエルはオーウェルの雑多な研究室内を物もの珍めずらしそうにきょろきょろとしていた。

「さて、諸君！　今や世界最さい先せん端たんの魔導技術を誇り、政治、経済、軍事……あらゆる分野において頂点を極め、世界中から一目置かれ、まさに飛ぶ鳥を落とす勢いの我等が魔導大国、アルザーノ帝国だが……近年、その勢いに陰かげりが見え始めていることに、諸君等は気付いているか!?」

「えっ？」

　システィーナとルミアが、オーウェルの意外な言葉に、目を瞬またたかせて顔を見合わせる。

「……聞き捨てならねーな。何か根こん拠きよでもあるのかよ？」

「おお、グレン先生……我が人生、最大の好敵手よ……君ほどの男がこの程度の先見の明がないとは残念だ……いや、だがしかし！　グレン先生は若手を導くことに命を懸かけ、魂たましいを燃やす真の聖職者！　なればこそ、灯台下暗しも当然か──」

「ええい！　うっさい！　やかましいっ！　ただでさえ無む駄だな時間使ってやってんだから、さっさと続けい！」

　すると。

　ずばんっ！　と、オーウェルが壁かべへバカデカい一枚のポスター資料を、突とつ然ぜん、張り付けた。

「ふっ……これは、帝国内における十代から三十代の若者達の就職率に平均結けつ婚こん年ねん齢れい、出産率、年収に超ちよう過か労働時間、その他諸々！　この先、帝国の未来を担う若者達に関するありとあらゆるデータをまとめたものだ！　……トイレタイムの暇ひま潰つぶしにな！」

「おい……いや、おい……待て、この資料、帝国政策立案研究所より、精度高いんじゃねーか？」

　ジト目で資料を眺ながめ、グレンが目め眩まいを覚えながら呻く。

　ざっと流し見ただけでもわかる。オーウェルが作った資料は、一体、何がここまでさせるんだと言われんばかりの変態染みた精度があった。

　ただの一個人がトイレの暇潰しでこれをやったと世間に知れたら、こういう事を専門に、莫ばく大だいな国家予算を使って行っている帝国政策インペリアル立案研究所・シンクタンクの全職員が明日にはクビになるだろう。

「さて！　この各種データを、高度な数秘術を応用して、魔導演算器で独自に予測解かい析せきした結果……判明してしまったのだよ！　帝国の行く末に立ちこめる暗雲がッ！　これを見よ！」

　ばんっ！　と、オーウェルが叩たたいた場所を、グレン達が注視する。

　そこにグラフ付きで書かれていたデータは……

「ん？　つまり……帝国は今後、数十年に亘わたり、出生率が低下し、平均寿じゆ命みようが上じよう昇しようし続ける……ってことか？」

「見たところ、それほど顕けん著ちよな傾けい向こうじゃありませんけどね。でも、この資料だとそうなるみたいですね」

「その通りだッ！　グレン先生ッ！　白しろ猫ねこ君ッ！」

　この世の終わりとばかりの絶望の表情でオーウェルが頭を抱かかえ、天てん井じようを仰あおぎ、叫さけんだ。

「ついに！　ついに帝国は迎えてしまうのだよッ！　高こう齢れい化か社しや会かいをッ！　このままでは帝国の国力は将来、確実に頭打ちとなり……後は下がる一方となるッ！　国家存亡の危機なのだッ！」

「はぁ……」

「アルザーノ帝国は、世界最先端の文化文明を誇る先進国として、栄えい華がを極め成熟しきってしまったッ！　それが故に文明病とも呼べる帝国史上最大の苦難を迎えることになった！　嗚あ呼あ、嘆なげかわしい！　何とか……何とかしなければならないッッッ！」

「ったく、大袈裟な……ンなこと言ったって、社会に影えい響きよう出るのはまだ何十年も先の話じゃねーか」

「そ、そうですよ、教授！　まだ心配ありませんって！　だから、落ち着いてくださ──」

　グレンとシスティーナが、ため息半分、呆あきれ顔でオーウェルを宥なだめようとするが……

「馬ば鹿か野や郎ろうッッッ！　見損なったぞ、グレン先生ッ！　白猫君ッッッ！」

　オーウェルの激しい一いつ喝かつに、二人は気け圧おされてしまう。

「そうだッ！　君達の言うとおり、確かに今はまだ大きな社会的影響はないかもしれないッ！　だが、このままでは確実に近い未来、我等が愛する祖国に重大な悪影響を及およぼしてしまうのだぞッ!?　そうなれば、その負担を担うのは他でもない、若者達だッ！　わかっているのか!?」

「……ッ!?」

「それを知って、何も行動を起こさない……傍ぼう観かんし、現状で満足する……それで君達は誇れるのか!?　胸を張れるのかッ!?　君達の子孫にッ!?　未来を生きるアルザーノ帝国の若者達にッッッ!?」

　熱っぽく語るオーウェル。

　その内容自体はまさにド正論で、何の反論もしようがなかった。

「く、悔くやしいが、お前の言うとおりだ……このままってのは確かに拙まずい」

「そ、そうよね……私達も未来のために何かできることをしないと……」

「わかってくれたか、二人とも！　私はこの祖国たるアルザーノ帝国に、そして女王陛下に忠誠を誓ちかう一魔術師として、この事態を座して看過することはできない……そして、何よりッ！　未来の帝国を生きる若者達が、笑顔で誇りに思える国であって欲しい……それゆえに、私は今回の発明を、この帝国と女王陛下に捧ささげよう」

「オーウェル、お前……」

「教授……」

「うん、やっぱり、シュウザー教授って凄すごい人だったんですね……」

　すっかり感じ入ったような表情のグレン、システィーナ、ルミア。

　ちなみに。

「ｚｚｚ……」

　リィエルは立ったまま寝ねていた。

「……で、だ。お前の前置きが長いのはいつものことだが……結局、何を発明したんだよ？」

「そうですよね。教授が仰おつしやった問題を解決するなんて、並なみ大たい抵ていの事では……」

「ふっ……それを即そく解決する方法を私は生み出してしまったのだよ。嗚呼……私は私自身の才能が恐おそろしい……ッ！　クックック……ッ！」

　自信満々な表情を浮うかべ、ふんぞり返って笑うオーウェル。

「考えてもみたまえ。高齢化社会とは様々な要因で若者世代の晩ばん婚こん化が進み、出生率が低下してしまうことに、その最大の原因がある……」

「他にも原因はあるっちゃあるが……まぁ、てっとり早く大きいのはそれだな。で？　それがどうした？」

「その解決策が──これだッ！」

　ずだんっ！　と。オーウェルは、香こう水すいのような霧きり吹ふきが付いた小こ瓶びんを、テーブルの上に叩き付けた。

「これぞ、高齢化社会を回かい避ひし、若者に輝かがやかしい未来を約束する必殺の発明品──『超ちようモテ薬』だッッッ！」

「「「…………」」」

　なんとも言えない沈ちん黙もくが、グレン達の間に漂ただよっていく。

「もう名前だけでなんとなく察しがつくが……一応、言ってみ？　その発明品の効果と、その意図するところを」

「ふっ！　この『超モテ薬』を一ひと振ふりでもかけられた者は、全身から超モテオーラが発生し、それはもうモテる！　どんなにモテないやつでもＬＯＶＥ的な意味で、異性から確実に滅め茶ちや苦く茶ちやモテまくる！　傾けい国こくの美女など目ではないっ！　まるで呪まじないか何かのようにモテると断言しようッ！　一つの例外を除いて誰だれもがこの薬の効果からは逃のがれられんっ！　まぁ、精神支配系の魔術をガッツリ応用した余よ裕ゆうで違い法ほうな薬だから当然だなぁッ!?　フゥーハハハハハハハハハーーッ!?」

「「「………………」」」

「これを帝国全土に無差別散布して、さぁ若人達よッ！　帝国の輝かしい未来のため、その若き衝しよう動どうに任せて産めや増やせや──」

「馬鹿野郎か、お前はぁああああああああああああああああーーッ!?」

　どぐしゃっ！

　グレンが、オーウェルの後頭部を引っ摑つかみ、その顔面を壁に叩き付け、めり込ませる。

「何考えてんだ、アホッ！　ちょっとは倫りん理り的な問題も考えろッ！」

「そ、そうですよっ！　そんなことしたら、帝国中が大混乱ですっ！　未来の前に、現在が滅茶苦茶になってしまいますよっ!?」

「くっくっく……このオーウェル＝シュウザーが、大いなる未来の前に、倫理とか現在とか……そんなクソみたいなせせこましい事を考こう慮りよすると本気で思ったか……？　私は未来さえ良ければよい……過程や方法など……どうでもよいのだぁあああああーーっ!?」

「死ねッ！」

　どぼごきゃっ！

　グレンの猛もう烈れつな膝ひざ蹴げりがオーウェルの腹部に突つき刺ささり、オーウェルは床ゆかをのたうち回って悶もん絶ぜつする。

「ったく、こいつは……本ほん末まつ転てん倒とうにもほどがあるだろ……」

　床のオーウェルをゴミを見る目で眺めながら、グレンは嘆たん息そくした。

「そ、それにしても……恐ろしい発明品ですよね……？　人の恋れん愛あい感情をそこまで操作するなんて……」

　システィーナが戦せん々せん恐きよう々きようと、テーブルの上の薬くすり瓶びんを流し見ている。

「……異性の想いを……引き寄せられる薬……」

　ルミアも、どこかぼんやりとした表情で、薬瓶をじっと見つめている。

「あのシュウザー教授が、あれほど自信満々に、モテまくる、と断言してるんですもの……よっぽど凄い効果があるんでしょうね……」

　システィーナがそんなことを呟つぶやいた……その時だ。

「……ふぅ～ん？」

　グレンが、不意にその薬瓶へと、右手を伸のばした。

「待ちなさい」

　咄とつ嗟さに、嫌いやな予感を覚えたシスティーナが、そのグレンの右手を摑む。

「一体、どういうつもり？」

「どういうつもりって……」

　すると、グレンが軽快に一歩踏ふみ込んで、小瓶へ左手を伸ばす。

　止める暇いとまもない。

　グレンの左手がその薬瓶を摑んだ。

「あっ!?　こらっ！　一体、何をするつもりなのよ!?」

「いや、何……この危険なお薬は後で廃はい棄き処分確定なわけだが……でも、一応、助手としての務めは果たさなければなって、思ってさ……」

　無駄にキリッとした顔で、グレンが言った。

「いやぁ……オーウェルのアホの発明品が一体、どれだけの危険な効能を持っているのか……オーウェル係となった俺としては、やっぱり報告のためにもキッチリと確認しておかねーとなぁ……くぅ……辛つらいわぁー、マジ辛いわぁー、やりたくねーわー」（棒）

「ちょ……ッ!?　何よその顔！　先生ったら、今、絶対、ロクでもないこと考えてますよね!?　ね!?」

「ふぁー？　何のことだか俺にはサッパーリ……ぐっへっへっへ……」

　そう言って、グレンはシスティーナを振ふりほどこうとして──

「さ、させませんってばっ！」

　システィーナはグレンと正面から取っ組み合う。

「あ、あの……先生？　システィ？　ちょっと落ち着いて……」

　ルミアが二人に近づき、宥めようとするが……

「ちょ……離はなせよ、白猫ッ！」

「離すわけないでしょ!?　そんな邪よこしまな薬の力に頼たよってまで、モテたいんですか!?　恥はじを知りなさい！」

　二人はルミアを無視して暴れ、とても収拾がつきそうになかった。

「ちょ、ちょっとだけだって！　薬の効果をほんのちょっと試すだけ！　な？　ちょっとだけだからっ！」

「駄　目　で　す　ッ！」

「いいじゃねえか、別に！　大体、この学院の女共、俺に優しくなさ過ぎるんだよっ！　たまにはチヤホヤされたいんじゃ、コンチクショウ！」

「それは自業自得でしょッ!?」

　取っ組み合った二人が暴れ始める。

　その弾はずみで、グレンが持っている薬瓶から蓋ふたが取れた。

「あっ!?　やばっ!?」

「ちょっと、何やってるのよ!?　それを早くこっちに渡わたしなさいっ！」

「こら、バカ！　飛びつくな!?」

　システィーナが、グレンの薬瓶を持つ左手に飛びつき、その勢い余って、グレンの手から薬瓶が飛んでいく。

「あっ!?」

　薬瓶は放物線を描えがき……

　ばしゃっ！

「きゃっ!?　冷たいっ！」

　ルミアが、その薬瓶の中身の水薬を頭から全部被かぶってしまう。

「ちょ、おまッ!?　だ、……大だい丈じよう夫ぶか!?　ルミアッ!?」

　慌あわててグレンが、ルミアへと駆かけ寄り、ルミアの顔を覗のぞき込む。被った水薬はあっという間に乾かわいており、外見的には異常は見当たらないが……

「す、すまん！　ちょいと悪ふざけしすぎた！　何ともないか!?」

「わ、私はなんともありませんけど……で、でも……」

　ルミアは少し身じろぎし、顔を微かすかに赤らめて、グレンにちらりと流し目を送った。

「その……薬の効能的に……先生の方に、何か異変が起きるんじゃないでしょうか……？」

「あっ!?　そ、そうだった!?」

　オーウェルは言った。この『超モテ薬』をかけられた者は、超ちよう絶ぜつ的に異性からモテるようになる……と。

　それは、つまり……

「やっ、やべぇええええ!?　教師が生徒にマジになるとか、社会倫理的にアウトぉおおおおおおーーッ!?」

「……、…………あぅ」

　グレンが頭を抱かかえて喚わめき、ルミアが何を想像したのか、頰ほおを上気させ、身を縮こまらせて俯うつむくが……

　…………。

「……あれ？」

　ふと、それに気付いたグレンが、目を瞬またたかせてルミアを見る。

「別に、何も起きないぞ？　俺。ぶっちゃけ、フツー」

「……えっ？」

　ルミアも意外そうに、目をぱちくりさせ、顔を上げた。

「ええと……その、先生……本当に、私に何も感じないんですか？」

「……ああ。いつも通りだ」

「……そ、そう……ですか……」

「つまり、だ。まさかオーウェルのやつ、失敗した……？　今回の発明は失敗作……？」

　その意外な結果に、それこそ信じられん、とグレンが訝いぶかしむ。

「……どうやら、そうみたいですね」

　くすっと小さく笑うルミア。

　それは、どこかほっとしたような……どこか残念そうな表情であった。

「ったく、オーウェルのやつ……散々ばらデカい口叩たたいといて、こんなオチかよ、人ひと騒さわがせな……まぁ、いい、今回のノルマはこれで終わり……」

　グレンが呆あきれたように、肩かたを竦すくめた……まさに、その時だった。

　ばずっ！　ばずっ！

「きゃっ!?」

　ルミアの左右両側から、挟はさみ込むように抱だきつく者達が居た。

「ルミア……」

「ん……」

　システィーナとリィエルだ。

「……え、ええと……突とつ然ぜん、どうしたの……？　二人とも」

　戸と惑まどうルミアが見れば、システィーナもリィエルも、妙みように艶つやっぽく頰を上気させ、吐息は熱く、表情は切なげ、目もとろんと潤うるんでいる……

「……ごめん、ルミア……私……貴女あなたが欲しい……もう我が慢まんできない」

「……ん。わたしにはよくわからないけど……なんかルミアとくっつきたい……そんな気分」

「ふぇっ!?」

　システィーナがルミアの髪かみに顔を埋うずめて耳を甘あま嚙がみし、リィエルが全身をルミアへすり寄せてくる。

　ルミアが呆あつ気けに取られ、顔を真っ赤にして硬こう直ちよくしていると……

「ルミア！」
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「きゃっ!?」

　不意にシスティーナとリィエルが、ルミアをその場に押し倒たおしていた。

「ちょっ、二人とも……だめっ！　ひゃんっ!?」

「服……邪じや魔ま……」

「はぁ……はぁ……ルミア……貴女は私達のものよ……」

　ルミアを組み敷しいたシスティーナが、ルミアの唇くちびるへ自分の唇をどんどん近づけていき……リィエルがルミアにしがみついたまま、ごそごそとルミアの制服を脱ぬがしにかかり……

「《身体からだに憩いこいを・心に安らぎを・その瞼まぶたは落ちよ》！」

　グレンの唱えた、白しろ魔ま【スリープ・サウンド】が効力を発揮し、システィーナとリィエルは、ルミアにしなだれかかるように昏こん睡すいするのであった。

「せ、先生!?」

「正直『ごちそうさまです、いいぞもっとやれ』とか思っちゃったけど、それ以上は流石さすがにアウトだぜ……」

　真っ青になって脂あぶら汗あせを滝たきのように流しているグレン。

　ルミアが恥はずかしそうに立ち上がり、いそいそと乱された衣服を直しているのを余よ所そに、グレンはオーウェルへと詰つめ寄った。

「おい、てめぇ……こりゃ一体、どういうことだ？」

「ふむ……元々、この薬の効果は異性にしか働かないようになっていたはずだし、ほんのちょっと振ふりかけるだけで、どんなに非モテな者でもたちまち異性からモテるようになる……あくまで『常識的かつ理性的な範はん囲い内』でな。そういう調整の薬だったのだが……」

　そして、オーウェルがルミアの頭からつま先まで、じっくりと検分して。

「なるほど。ルミア君は元よりそんな薬に頼たよらずとも、超絶モテる。そんな彼女が限界を超こえて薬を過か剰じよう使用したことにより、天元突とつ破ぱした超ちようモテオーラが、理性と性別の壁かべをも爆ばく破は粉ふん砕さいした、ということかッッッ！」

「なんじゃそりゃ!?」

「今の彼女は、神代の時代に、その寵ちよう愛あいを求めて、天使、悪あく魔ま、人間が老若男女問わず激しく争い合い、奪うばい合ったという『愛の天使マリエル』の化身とも呼べる存在だろう！　これは実に興味深いッ！　愛とは単なる生せい殖しよく欲よつ求きゆうの延長線上にある感情に止とどまらず、もっと根源的で本質的な魂たましいの──」

「ご託たくはいらんっ！　早くなんとかしろっ！　このままじゃ、ルミア、人前に出られないだろうが!?」

　得意げに語るオーウェルの頭を、グレンはがくがくと揺ゆするのであった。

「ていうか、疑問！　なんで俺とお前は無事なんだよ!?　本来なら、俺、社会倫りん理り的に大アウトなこと今いま頃ごろ、ルミアにやらかしてたんじゃね!?」

「ふむ、説明しよう！　私が無事なのは簡単だ！　こんなこともあろうかと、予あらかじめ専用の『反モテ薬』を使用していたからな！　自己保身は基本中の基本ッ！　ふっははははははははははははははははーーっ！」

「最低だな、てめぇっ!?」

「そして、グレン先生。君が無事なのは……、…………」

　と、そこで。

　なぜかオーウェルが言葉に詰まり、ちらりとルミアを見る。

「……？」

　オーウェルに意味深な視線を送られたルミアが小首を傾かしげ……

「……ふっ。私の口から言うのは無ぶ粋すいだな。まぁ、グレン先生には、たまたま効かなかった……それでいいのではないかな？」

「はぁ!?　なんじゃそりゃ!?」

「そんな些さ細さいなことよりも、ルミア君の『超モテ薬』の効果に、一刻も早く対処する必要がある……だろう？」

「あ、ああ。まぁ、そうだな……」

　解げせないことはあるが、物事の優先順位については、確かにオーウェルの言うとおりであった。

「私は早速、『反モテ薬』の調合に取りかかろう！　グレン先生は──」

　と、その時だ。

　ばぁんっ！　オーウェルの研究室の扉とびらが、外側から強引に蹴け破やぶられた。

　壊こわれた扉の向こうには、複数人の生徒達が、目を血走らせて立っている。

「天使様……天使様ヲ寄よ越こセッ！」

「天使様ヲ……我等らノ物ニ……ッ！」

「キヒッ！　キヒヒヒヒ……ッ！」

「な、なんじゃこりゃ!?」

　明らかに乱心している生徒達の姿に、グレンが目を剝むきながら、ルミアを背中に庇かばう。

　彼らの目には──ルミア以外のものは何も見えていなかった。

「やはり、か。ルミア君から溢あふれ出る史上最強の超モテオーラが、津つ波なみのように学院中に押し寄せ、ダダ漏もれしているようだ。最早隠かくれていても、愛に暴走する者達の本能で、ルミア君の居場所は探知されるらしい……」

　オーウェルが納得したように、腕うで組ぐみし、うんうんと頷うなずいている。

「ふっ！　愛って怖こわいね!?」

「ふざけんなぁーーッ!?　もうどうすりゃいいんだよッ!?　これ！」

　まるでゾンビのような足取りでルミアに迫せまってくる男子生徒達を前に、グレンはルミアを背中に庇いながらじりじりと後退する。

「こ、これってルミアが捕つかまったら、絶対、成人指定的な展開じゃね!?」

「むぅ……若さゆえの衝しよう動どうとは恐おそろしい！　私は今から急いで『反モテ薬』を作る！　グレン先生はルミア君を連れて逃にげるのだっ！　薬ができるまで、なんとか持ちこたえてくれっ！」

「「「「キッシャアアアアアッ！」」」」

　オーウェルの宣言と共に、男子生徒達がルミア目がけて、飛びかかってきて……

「だぁああああもうっ！　どうしてこんなことにぃいいいいーーっ!?」

「きゃっ!?」

　グレンはルミアをお姫ひめ様さま抱だっこで抱かかえ、迫り来る男子生徒達をいなして飛び越こえ、研究室を飛び出し、廊ろう下かを猛もう然ぜんと駆かけるのであった。




「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーっ!?」

　ルミアを抱え、廊下を疾しつ風ぷうのように駆けるグレン。

　その後ろを……

「天使様ァアアアアアアアーーッ！」

「寄越セェエエエエ！　寄越セェエエエエエエエエエーーッ!?」

「ァアアアアアアアアアーーッ！」

　ずどどどどどどーーっ！

　男女問わず、無数の生徒達が雪崩なだれのように追いかけてくる。

　ルミアが近づいただけで、あらゆる生徒がその超モテオーラにやられ、まるで亡者のようにルミアの愛を求め始めるので、追つい跡せき者の数は雪だるま式に膨ふくれあがっていくのだ。

「やばい！　やばいって！　生徒が相手だから手て荒あらな真ま似ねもできんしっ！」

「せ、先生……」

　さしもの気き丈じようなルミアも、少し怯おびえたように、グレンへぎゅっとしがみついている。

「先生っ！　ルミアちゃんを寄越しやがれぇええええっ！」

「ルミアは僕のものだっ！」

「違ちがいますわっ！　ルミアはわたくしのものですわっ！　引っ込んでいてくださいましっ！」

「ええい、お前ら、正気か!?」

　後ろを振り返れば、グレンのクラスの生徒……カッシュ、ギイブル、ウェンディ達の姿も見えるし……

「グレン＝レーダス、貴様ぁ！　ルミア＝ティンジェルを賭かけて、この私と正々堂々と決けつ闘とうしろぉおおおッ!?」

「ハーなんとか先せん輩ぱいまで!?」

　……恐るべき薬の力であった。

「ええい、どうする!?　このままじゃ──」

　グレンが廊下の曲がり角を曲がった──その時であった。

「グレン先生！　こっちです！」

　手招きをする女性の姿が廊下の先にあった。

　学院の医務室に常勤する法医師、セシリア先生だ。

「こっちの部屋に隠れてください！　人ひと払ばらいの結界を張ってあります！」

「悪い！　助かった！」

　セシリアに導かれ、医務室の中へと逃げ込むグレン達。

「「「「待てぇええええええええええええええええええええーーっ！」」」」

　その部屋の外を、愛の亡者達が駆け抜ぬけていく……

「た、助かった……」

「ありがとうございます、セシリア先生……」

　一難が去り、グレンとルミアがほっと胸をなで下ろした。

「状じよう況きようは、周囲に漂ただよう人の情動を狂わせるおかしな魔ま力りよく波動から大体察しました。……二人とも災難でしたね？」

「ああ。しかし、流石と言っちゃなんだが、セシリア先生は『超モテ薬』効かないんだな……よかったぜ」

「あはは、私、これでもこの学院の法医師……こういうことの対処の専門家ですから」

　グレンの言葉に、セシリアがにこやかに笑い、そして、すぐに真しん摯しな表情となって言葉を続ける。

「それよりも、グレン先生。この部屋に張った結界は即そく席せきです。このままでは、いずれ外の人達にルミアさんの居場所がバレてしまいます」

「……そうか」

「そこで、先生……大変申し訳ないのですが、一いつ旦たん、部屋の外に出て、結界をより強固にしていただけませんでしょうか……？」

「お安い御ご用ようだ」

　一も二もなく、グレンはセシリアの提案に頷いていた。

「……ルミア、しばらくここで大人しくしてろよ？」

「は、はい……先生、気をつけてください……」

　早速、グレンは結界を強固にするため、医務室の外へと出て行く……

（はぁ……なんでこんなことになっちゃったんだろう……？）

　静まりかえる部屋の中、残されたルミアが溜ため息いきを吐ついていると。

　ぎゅっ……

「えっ？　せ、セシリア先生……？」

　不意に、セシリアがルミアの後ろから手を回して抱だきついてきたのだ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、ルミアさん……」

　その吐と息いきは妙みように熱っぽく、近い。

「心配しなくていいんです……私が……私が貴女あなたの側についていますから……この命燃え尽つきるまで」

「あ、あの……セシリア先生……？」

　どうにもただの励はげましの抱ほう擁ようとは思えない。何か様子がおかしい。

　どこかもどかしそうに動くセシリアの手が、ルミアの胸や、スカートの中をゆっくりとまさぐり始め、ルミアのうなじに唇くちびるが何度も触ふれる……

「ルミアさん……ルミアさん……」

　セシリアは切なげな表情で、より一層、ルミアに深く絡からんできて……

「あ、あ、あのあのっ！　せ、セシリア先生……ひょっとして……薬、効いちゃってます……？」

「え？　ふふっ、安心してください、ルミアさん。私には、全然、効いてませんから……法医師の私にこのような薬が効くわけが……それはそうと、ルミアさん……私、貴女の子供が欲しいんです、私の命が尽きる前に……」

「これ、ばっちり効いちゃってる人だーっ!?」

　ルミアがぎょっとして乾かわいた笑いを浮うかべる。

「先生、大変です！　セシリア先生が……っ!?」

　ルミアが慌あわててセシリアの腕うでを振ふりほどいて逃げようとするが、病弱なセシリアとは思えない力で取り押さえられ、ベッドに押し倒たおされる。セシリアの熱に浮かされたような目が、ルミアを真っ直すぐ見下ろしてくる……

「あ、あわわわ……せ、セシリア先生……そ、そのっ……どうか、気を確かに……ッ！」

「ああ……ルミアさん……聞こえます……？　私、胸が凄すごく高鳴っています……心臓が破は裂れつしそう……身体からだが……熱い……ッ！　何か今にも爆ばく発はつしそうで……ンァアアアアアアーーッ！」

　そして──




「よし！　結界の強化、終わったぜ！　これで、しばらく大丈夫だろ──」

　グレンが意い気き揚よう々ようと、医務室内に戻もどってくると。

　血まみれのベッドの上で、ぐったりしているセシリアと、それを抱き起こしているルミアの姿が、グレンの視界に飛び込んでくる。

　美女二人が血まみれで抱き合うその背徳的で冒ぼう瀆とく的かつ淫いん靡びなる光景──

「何があったぁああああああああああああああああああーーッ!?」

　グレンは白目を剝いて絶ぜつ叫きようするしかない。

「そ、その……セシリア先生、興奮しすぎて……大量に鼻血を出して、吐と血けつして倒れちゃって……その……」

「え!?　ということは、まさかセシリア先生すらアウトだったの!?　マジでヤバすぎだろ、この薬ッ!?」

　最も早はや、戦せん慄りつするしかない。

　そして──

　どがぁあああんっ！

「「「「天使様はここかぁああああああああああああああーーッ!?」」」」

　扉とびらを蹴け破やぶって、無数の生徒達が医務室に踏ふみ込んでくる──

「げっ!?　そんな馬ば鹿かな!?　結界は完かん璧ぺきだってのに──ッ!?」

「「「「愛があれば問題ないッッッ！」」」」

「なんだそりゃ!?　ええい、ルミアッ！　逃げるぞ、来いッ！」

「は、はいっ！」

　グレンはルミアを抱きかかえ、部屋の窓を蹴破って、逃とう走そうし──

「「「「続けぇええええええええええええええええええーーッ！」」」」

　愛の亡もう者じや達がわらわらとそれに続いていく……




「ぜはぁー……ぜはぁー……ッ！」

「せ、先生……ッ!?」

　どれくらい時間が経っただろうか。

　愛の亡者達に追われるまま、学院敷しき地ち内を、ルミアを抱えて全力逃走し続けるグレン。

「くそっ！　しつこいやつらめ！　お前ら疲つかれねーのかよッ!?　ぜぇ、ぜぇ、ぜぇ……ッ！」

「「「「愛があれば問題ないッッッ！」」」」

「万能だな、愛ッ!?」

　息も絶え絶えなグレンに対し、愛の亡者達はまるで疲れを見せない。

「くそっ……げほっ……このままじゃいずれ……ッ！」

「先生っ！　もういいです！　もういいですからっ！」

　酸欠で真っ青になっているグレンの顔色を見て、ルミアが決意の表情で必死に語りかける。

「このままじゃ、先生が……ッ！　だから、もう私に構わず……」

「却きやつ下かだ、馬鹿！」

　そんなルミアをグレンが一いつ喝かつする。

「そんな野犬の群れに特上肉を投げ込むような真似、死んでもできっかよ、後味悪わりぃ！　そもそも俺が悪いんだから、お前は黙だまって守られてろ！」

[image: ]

「……先生……ごめん、なさい」

　とはいえ。

（このままじゃ、マジでやべぇな）

　打開策がまったく見えない現状に、グレンが焦あせりを覚えていると。

「「「「こっちだぁああああっ！」」」」

「げっ!?」

　前方からも、愛の亡者の群れが津つ波なみのようにやってくる……

　挟はさみ撃うちの形だ。

「やっば!?　どうする!?　一体、どうすりゃいいんだ!?」

　万事休す。グレンが全身からぶわっと冷や汗あせをかいた……その時だ。

「《動くな》！」

　ピッキィイイイイインッ！

「「「「何ィイイイイイーーッ！」」」」

　不意に、その場の地面を無数の魔力光が四方八方に疾しつ走そうして絡み合い、瞬しゆん時じに巨きよ大だいな魔ま術じゆつ法ほう陣じんを形成、それを踏んだ愛の亡者達が、石像のように硬こう直ちよくし、動きが止まる。

　これほどの大勢を、ただの一言の呪じゆ文もんで拘こう束そくできる者など──学院内には一人しかいない。

「セリカ!?」

「よう、グレン。なんか大変なことに巻き込まれてるようだな？」

　グレン達の前に悠ゆう然ぜんと姿を現したのは、金きん髪ぱつ赤眼の妖よう艶えんなる美女……セリカ＝アルフォネアであった。

「状じよう況きようは、さっきオーウェルから大体聞いたぞ。ふっ……私が駆かけつけたからにはもう安心しろ」

「ほっ……お前は大丈夫なんだな……よかった……」

　ほっと安あん堵どの息を吐くグレン。

「おいおい、舐なめるなよ、グレン。私は世界に名高き第七階かい梯ていの魔術師なんだぞ？　あの程度の薬の影えい響きようを受けるなんて、あるわけないだろ？」

「あっはっはっ！　そうだよな！」

「あっはっはっはっはっはっ！」

　笑い合うグレンとセリカ。

　しばし、どこか弛し緩かんした空気がその場を漂ただようのだが……

「…………ところで、ボクの偉い大だいなるお師し匠しよう様？」

「なんだ？　グレン」

「あの……貴女あなたはどうしてそんなに、ルミアに近いんでしょうか？」

「ええと……アルフォネア教授？」

　見れば。

　セリカはルミアのすぐ側に、寄り添そうように立っていた。

「しょ、少々距きよ離りが近すぎやしませんかね？　もちっと離はなれた方が……」

「………………………………」

　引きつった表情のグレンにそう指し摘てきされた途と端たん、無言になるセリカ。

「え、ええと……その……失礼しますね……？」

　ルミアが苦笑いで、セリカから離れようとすれば……

　がしっ！　その二の腕を、セリカが据すわった目で摑つかんでいた。

　そんなセリカの異様な様子に……

「……おい。お前、まさか……？」

　猛もう烈れつに嫌いやな予感を覚えるグレン。

「ところで、ルミア。突とつ然ぜんだが……」

「な、なんでしょう？　アルフォネア教授……？」

　にっこりと笑うセリカに、ルミアが恐おそる恐る問い返すと……

「お前……私のものにならないか？」

「第七階梯ぇえええええええええええええええええええええーーッ!?」

　認めたくない現実にグレンは、空に向かって吼ほえるしかなかった。

「お前、滅め茶ちや苦く茶ちや薬の影響受けてるじゃねーか!?　馬ば鹿か野や郎ろうッ！　目を覚ましやがれッ!?」

「なんだと!?　世界に名高き第七階梯たるこの私が、この程度の薬の影響なんか受けてるわけないだろ、いい加減にしろ！　……あ、ルミア、愛してるぞ～♪」

「あ、あはは……」

　ぎゅぎゅぎゅ～っ！　と抱だきついてくるセリカに、ルミアは最早、抵てい抗こうする気力すら起こらなかった。

「ぐっ……だが、しかし！　私はこんなにもルミアを愛してはいるんだが……でも、私にはグレンもいるし……一体、どちらを選べば……そうだ、名案っ！　ルミア、お前、グレンに嫁よめ入いりしろ！　そうすれば、グレンもお前も私のものだ！　わぁーい！」

「色々拗こじらせ過ぎだろ、第七階梯！　いい加減にしろ!?」

　そんなアホなやりとりをやっているうちに……

「「「「だらっしゃああああッ！」」」」

　がっしゃあああああんっ！

　セリカの魔術に拘束されていた連中が、気き迫はくで術を破り、再び四方八方から津波のように押し寄せてくる──

「ぎゃあああああーーッ!?　お前らマジかよ!?　セリカの術を一体、どうやって破った!?」

「「「「愛があれば問題ないッッッ！」」」」

「愛が万能過ぎる!?」

　そして──

「待ちなさいっ！　ルミアは私達のものよっ！」

「邪じや魔まする人は、やっつける！」

　システィーナとリィエルも、猛もうダッシュでやってきて──

「はぁ!?　噓うそだろ!?　【スリープ・サウンド】をあんなに深く決めたのに──ッ!?」

「愛があれば問題ないわっ！」

「ん！　愛！」

「はいはいはいはいっ！　愛な！　わかってましたよ！　お前ら、愛の一言でなんでも済ませられると思ってんじゃねーぞ、バッキャロォオオッ！」

　そして──

「ふんっ！　この私からルミアを奪うばおうとするおバカさんはどいつだ？」

「いくら、相手がアルフォネア教授だといっても、ルミアは渡わたさないわ！」

「ん！　渡さない！」

「「「「ルミアちゃんは俺達のものだぁあああああああーーっ！」」」」

「「「「違ちがうっ！　私達のものよぉおおおおおおおおおーーっ！」」」」

「ならば──」

「誰だれがルミアを手にするに相応ふさわしいか──」




「「「「「「「「戦争だッ！」」」」」」」」




　全ては──愛故に。

　愛に全てを。




「……もう、好きにしろよ」

　グレンとルミアの眼前で、激しく入り乱れ争い合う有象無象ども。

　稲いな妻ずまが、突とつ風ぷうが、爆ばく風ふうが、無数に飛び交うその場所は世界の終末──神々の黄昏たそがれの再来であった。

「どう収拾つけんだ、これ……」

「あは、あははは……」

　グレンもルミアも、ただただ呆ぼう然ぜんと目の前の混こん沌とんを眺ながめるしかなかった。

　と、その時である。

「ふっ……グレン先生、待たせたな」

　その場に、悠然とした足取りでオーウェルがやってくる。

「『反モテ薬』が出来たぞ」

「やっとか！　遅ぇよ！　さっそくそれをルミアに──」

　グレンが薬を受け取ろうとオーウェルに手を差し出すが……

「む？　違ちがうぞ。ぶっちゃけ、ルミア君の浴びたモテ薬を中和する薬は、今のところない」

「……は？」

　オーウェルの言葉に、グレンが硬直する。

「だが、安心しろ、グレン先生。ルミア君が使ったモテ薬の効果は、時間経過で自然に切れる。今、私が作ってきた『反モテ薬』というのは、ルミア君の超ちようモテオーラに影響された者達を正気に戻もどすもの……そう、あの連中に使うためのものだ」

　カオスの極みで暴れ回る者達を指さしながら、オーウェルが言う。

「馬鹿野郎！　あんな大勢で暴れ回ってる連中に、どうやって、薬を使うんだよッ!?　どう考えても不可能だろうがッ！」

「安心しろ、抜ぬかりはないぞ、グレン先生！　あの連中に、一気に薬を処方する手段も用意してあるッッッ！」

「な、なんだよ……脅おどかすなよ……なら、早くそれをやってくれ」

「うむ」

　すると。

　オーウェルは懐ふところから、ボールのようなものを取り出し、そのボールについている導火線のようなものに、オイルライターで火を点けた。

　しゅしゅしゅ……

　そんな音と共に、徐じよ々じよに導火線が燃えて短くなっていく……

　そんな不ふ穏おんすぎる光景に。

「おい……一応、聞いてやる」

「なんだね？」

「猛烈に嫌な予感がするんだが……この場にいる全員に、一体どういう方法で『反モテ薬』を処方するんだ？」

「決まってるだろう？」

　ふっ……と、オーウェルがクールに笑って言った。

「この私特製の魔ま導どう爆ばく弾だんを起爆し、その爆風で全てを吹ふき飛ばしつつ、薬を学院中へ一気に散布するのだッ！　これぞ、もっとも効率のよい最適解ッッッ！　ヒャーッハハハハハハッハハハハハハハハハハハハハハーーッ！」

「…………」

「…………」

　しばらくの間。

　グレンとルミアが、無表情で沈ちん黙もくして……そして。

「お約束、ふっざけんなぁあああああああああああああああああああああああああああああああああーーっ！」

　そんなグレンの魂たましいの叫さけびと共に。




　カッ！

　ちゅっどぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！




　オーウェルの爆弾が大爆発して。

　猛烈に渦うずを巻いた爆風が、その場に居合わせた一同を、もれなく吹き飛ばすのであった──




　──そして。

　全てが終わって。

「あは、あはは……なんだか、大変なことになっちゃった……」

　爆発する一いつ瞬しゆん前、グレンが咄とつ嗟さにルミアへ張った【フォース・シールド】のお陰かげで、無傷だったルミアが頰ほおを引きつらせ、脂あぶら汗あせを垂らしていた。

　眼前に広がる光景は──死し屍し累るい々るい。

「う、うーん……」

「苺いちごタルト……美味しい……」

「くそが……もう二度と……金輪際、あの変態には……関わらねぇ……むぅ～～ん……」

「むにゃむにゃ……グレン、結けつ婚こんおめでとぉ……お母さん、嬉うれし……」

　誰も彼もが丸まる焦こげとなって折り重なるように倒たおれ、気絶していた。

「ふっ……私特製の『魔導バリア』がなければ即そく死しだった……」

　やはり無傷のオーウェルが、全身を妙みように拗ねじくれさせた、意味不明のどや顔で決めポーズを取っていた。

「何はともあれ！　ルミア君の『超モテ薬』は、じきに時間経過で効力は切れるっ！　そして、ルミア君を追う者は全て殲せん滅めつした！　つまり、これにて一件落着ッ！　ふっはははははははははははははははははははーーッ！」

　これは本当に一件落着と言うんだろうか……？

　内心そう思いつつも。

「あ、あの……シュウザー教授……一つお聞きしてもいいでしょうか？」

　ルミアは今回の事件で、どうしても解げせないことを、オーウェルに聞いた。

「その……どうして、グレン先生にはあの『超モテ薬』が効かなかったのでしょうか？　他の皆みんなには、男女問わず効いてしまったのに……」

「ふむ……」

　するとオーウェルは周囲をきょろきょろと見回して言った。

「まぁ、今なら言ってもいいだろう。ルミア君。件くだんの『超モテ薬』だが……実は、とある特定の相手には効かないのだよ」

「特定の相手……ですか？」

　小首を傾かしげるルミア。

「うむ。魔ま術じゆつ理論的には、超モテオーラ──恋れん愛あい感情を誘ゆう発はつする特とく殊しゆな波長の魔力波は、無意識の対人感情に乗せて周囲に放射される。つまり、使用者が意識している相手には、超モテオーラは届かないというわけだ」

「意識している相手……？」

　ゆっくりと、その意味を理解して。

「あ、あぅ……そ、そ、それって……ひょっとして……ッ!?」

　ルミアの顔が、徐々にゆだったように真っ赤に染まっていく。

　驚きよう愕がくの事実に、さすがのルミアもわたわたと慌あわてふためくしかなかった。

「あ……あのっ！　シュウザー教授っ！　このことはどうか……」

「ふっ……無論、誰にも言わんよ。これでも口は堅かたい方でね。そんな野や暮ぼで無ぶ粋すいなことは決してしない。我が敬愛する女王陛下に誓ちかおう」

「あはは……あ、ありがとうございます……」

「ふっ、青春、結構。恋こいせよ乙女おとめ。人生の先達として応おう援えんしている」

　ばさり、と白衣を翻ひるがえし、最高にクールな表情でオーウェルがその場を立ち去ろうとした……その時だ。

「逃にがすか、ボケェエエエエエエエエエエエエエエーーッ!?」

　ちょうど復活したグレンが、猛もうダッシュからのドロップキックで、オーウェルを吹き飛ばす。

「この変態マスターがっ！」

「もっと方法考えてくださいっ！」

「そもそも、また妙なこと、うっちゃらかしやがってぇえええーーっ!?」

「今日という今日は許しませんわ！」

「囲め囲めぇえええーーッ！」

「ん！　斬きる！」

　そして、続々と復活した生徒達がオーウェルに殺さつ到とうしていく──

「まっ、待ちたまえ、君達！　こ、これは帝てい国こくの未来ぃぎゃあああああああああああああああーーっ!?」

　暴徒の波の中に為なす術すべなく吞のみ込まれ、もみくちゃにされていくオーウェル……

「あははははっ！　いや、やるなぁ、オーウェル！　この私を手玉に取るとはな！　楽しかったぞ、次も期待してる！　あっはははははははーーっ！」

　ただ一人、一体、何がツボだったのか、セリカだけが暴徒の群れに加わらずに、お腹なかを抱かかえて大笑いし、オーウェルを大絶賛していた。

　そして──

「……ったく」

　やがて、幾いくばくか溜りゆう飲いんが下がったグレンが、暴徒の群れから離はなれ、ルミアの下へと戻ってくる。

「……すまなかったな。妙なことに巻き込んじまって……」

「あ、あはは……」

　申し訳なさそうに頭をかいてそっぽを向くグレンに、ルミアは苦笑いで応じた。

「でも……」

「ん？　どうした？」

「今回の一件、とても大変でしたけど……自分の心を見つめ直す良い機会でした」

「……はぁ？　どういうこった？」

　どこか清すが々すがしいルミアの表情に、グレンはきょとんとするしかない。

　そんなグレンを、ルミアは真っ直すぐ見つめて……やはり、くすりとどこか嬉うれしそうに笑った。

「先生、これからもどうか、よろしくお願いしますね」

「お、おう……？　ようわからんが、まぁ、こんな俺でよければ……」

　戸と惑まどうグレンの姿に、ルミアはやはり、満面に穏おだやかな喜色を湛たたえるのであった。




　ちなみに。

　あの騒そう動どうの後、最後の爆発でボロボロになっていた全ての生徒達を、ルミアは一人一人献けん身しん的に癒いやし、学院内においてルミアはますます聖天使として崇すう拝はいされるようになるのだが……

　それはまた別の話である。
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〝汝なんじ、力に溺おぼれるなかれ。心せよ、過ぎたる力は何時いつの日か、必ず汝が身を滅ほろぼすだろう〟──そんな言葉を残した帝国宮廷魔導士団創設者兼けん初代団長の意を汲くみ、戒いましめの意味を込めて命名されたその塔。

　そこで開かれる月例の室長会議にて──

「まったくもうっ！　貴方あなた達って、本当に使えないわねッ！」

　いつものように、キンキン声が響ひびき渡わたっていた。

　声の主は、紅ぐ蓮れんの炎ほのおで染め上げたような髪かみが美しい、二十歳前の娘むすめだ。

　情熱的な炎えん髪ぱつとは裏腹に、その相そう貌ぼうはどこまでも硬こう質しつで冷たく──相反する二つの属性が、その戦いくさ乙女おとめ然とした美び貌ぼうも相まって、どこか常人離ばなれした雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　イヴ＝イグナイト。帝国宮廷魔導士団、特務分室室長、執しつ行こう官ナンバー１《魔術師》を務める娘である。

「どうしてこの程度の案件を、仮にも中央十室に名を連ねる貴方達が雁がん首くび揃そろえて処理しきれないのよ、もうっ！」

　いきり立つイヴが、ばんっ！　と机を両手で叩たたいて立ち上がれば、会議に参加している周囲の別部署の室長、副室長達が皆、一様に不ふ貞て腐くされたり、おろおろしたりし始める。

「し、しかしですな……イヴ殿どの。こちらにも色々と事情というものがありまして……」

「そ、そうそう、これは高度な専門性と判断が問われる重要案件でして」

「我々としても、独断で動くのは、ちょっと……」

「ああああもうっ！　頭良いだけの連中はこれだからぁああああーーっ！」

　ばんっ！　再び叩かれる机に、室長達が震ふるえ上がる。

「どこまで無能なのよッ!?　仮にも貴方達は一室を任されてる室長でしょう!?　トップがこの程度の判断を自分の責任で下せなくてどうするの!?　現場の魔導士達の命を預かってるのよ!?　貴方達、それでも宮廷魔導士!?　ここは新人魔導兵の遊び場じゃないのッ！　わかる!?」

　イヴの𠮟しつ責せきに押し黙だまるしかない、愚ぐ鈍どんな室長達。

「くっ、参ったわ……ここまでこの魔ま薬やくが拡散しちゃったんじゃ……一度、隊を再編成して……その際の指揮系統は……って、ああ、もう、いいわ！　この一件、私達、特務分室が処理するからッ！　はい、次の案件ッ！」

「あ、はい……じ、実はですね……私達の部署が預かっている、違い法ほう魔導器の一いつ斉せい押収の件ですが……是ぜ非ひとも特務分室の協力を……」

「また……？　なんで貴方の所は毎回、私達がいちいちいちいち力ちから添ぞえしてやらなきゃいけないわけ……ッ!?」

「ひぃッ!?」

　鬼おにをも射殺す形相でイヴに睨にらまれ、竦すくみ上がる室長。

　と、その時である。

「よう、すまねえっ！　遅おくれちまったぜ、イヴ！」

　やけに派手で陽気な男が底そこ抜ぬけに明るい笑顔で会議室に入ってくる。

「おお……ッ!?」

「鬼の戦せん闘とう専門部署、第一室室長、クロウ＝オーガム殿……ッ!?」

「イヴ室長の参加する会議に遅ち刻こくとは……なんて命知らずな……」

　ざわつく会議室内を、素知らぬとばかりに横切り、堂々と自分の席につく男──クロウ。豪ごう胆たんというよりは、まるで空気の読めない男らしい。

「……そ、そう。それで？　クロウ……件くだんの案件の戦果は？」

　苛いら立だちにこめかみをひくつかせながら、イヴが問う。

「おうっ！　もうバッチリ！　あのテロリストどもは俺達第一室がボッコボコにしてやったぜ、ラクショーッ！」

「……ふん、ごくろうさま。まぁ、あの程度の案件、貴方達なら……」

「あ、それはそうと、イヴ。ちょっと相談があんだけどさ……」

「……何よ？」

　猛もう烈れつに嫌いやな予感を覚えながら、イヴが問い返す。

「えーとさ、例のテロリスト退治、極秘の隠おん密みつ作戦だったじゃん？」

「そうね」

「だっけどさー、久々の荒あら事ごとに、俺達第一室の連中もエキサイトしちゃってさぁ……少々っていうか、かなりっていうか、相当っていうか、滅め茶ちや苦く茶ちやっていうか、超ちようド派手にやらかしちまってさぁ……一いつ般ぱん市民にバレバレっていうか、もう誤ご魔ま化かしきれねえッ！」

「……………………」

　冷たい目で睨んでくるイヴに、クロウは実に清々しい笑顔で言った。

「事後処理、特務分室の方で頼──」

「《死ね》ッ！」

「ぬわーーっっ!!」

　イヴが放った猛烈な炎に巻かれ、クロウは火ひ達磨だるまとなるのであった。

「いつもいつも、貴方達は余計な仕事、増やすんじゃないわよッ!?」

「ギャーーッ！　熱あちぃッ!?　死ぬ、死んじゃうぅううううーーッ!?」




　そして──




「これは一体、どういうこと!?」

　ばんっ！

　その後日、特務分室が所有する会議室にて開かれた室内緊きん急きゆう会議にて。

　もはや、この室内では風物詩と化したイヴのキンキン声と机を叩く音が、いつものように響き渡る。

　会議室中央に据すえられた円えん卓たくには、イヴの他に、特務分室のお馴な染じみの面々が席についている。

　アルベルト、バーナード、クリストフ、そして、たまたま報告で帰き還かんしていたリィエル。

　そんな彼らを、イヴは苛立ちの募つのる目で睥へい睨げいし、金切り声で捲まくし立てる。
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「忙いそがし過ぎるのよッ！　仕事量、多過ぎッ！　バカじゃないの!?」

「まぁ、そうじゃなー、わしらは宮廷魔導士団の切り札みたいなもんじゃからなー、仕事も多いじゃろうなー」

　大おお柄がらな老人バーナードが、他人ひと事ごとのようにぼやく。

「そもそも、なんで今日の会議はこれだけしか集まらないのよ!?　前々から招集かけてたじゃない!?」

「他の特務分室の連中なら、其それ々ぞれ密命を帯びて、フェジテ各地で独自に動いている」

　鷹たかのように鋭するどい雰囲気の青年アルベルトが、素っ気なく応じる。

「そもそも僕達特務分室、一年前、ジャティスにやられて大分、減りましたからね……」

　女顔の涼すずやかな美少年クリストフも悼いたむように言う。

「……グレンもやめたし」

　無気力、無感情、無表情──三さん拍びよう子し揃そろった人形のような少女リィエルも、思い出したようにぼそりと呟つぶやく。

　その手には苺いちごタルト。先ほどから会議そっちのけで、かりかりと子リスのようにかじっていた。

「ああああもうっ！　仕事量に対して、私達が人手不足すぎるのよ！　一体、いつになったら補ほ充じゆう要員が来るの!?　上は何やってるの!?　この人手不足の上に、この無茶ぶりな仕事量、その上、室長の責任は重いし……いくらなんでも捌さばききれないわよッ！」

　すると。

「ふっ……見よ、アル坊ぼう、クリ坊」

　頭を抱かかえてヒステリックに喚わめき散らすイヴを指さし、バーナードがさも得意げに親指を立てて笑う。

「責任が伴ともなえば、サボることもできぬ……わかるじゃろ？　だから、わし、出世したくなかったんじゃよ！」

「そこッ！　聞こえてるわよ、この万年十騎き長ちようッッッ!?」

　バーナードは、望めば千騎長、万騎長などの高位軍階にも就けたはずなのだが、軍規違い反はんを繰くり返し、自分の戦果を他人に譲ゆずってまで今の十騎長の座にしがみついた筋金入りの人物であった。

「解げせんな、イヴ。一体、何が不満なのだ？　俺達は歯車だ。上からの命令には忠実に、かつ、状じよう況きように応じて自己判断も交え柔じゆう軟なんに、己が為なしうる最大限の成果を出す……それが組織に貢こう献けんするという事だ。其そ処こに私個人の事情や負担など……」

「ワーカホリックは黙ってなさい！」

　常に無数の案件を同時に掛かけ持つアルベルトの、完かん璧ぺきかつ淡たん々たんとした仕事ぶりは有名で、団内では「いつ寝ねてんの？」と噂うわさされるほどであった。

「ああ、もうっ！　この両りよう極きよく端たんどもはぁ～～ッ！」

「まぁまぁ、イヴさん、落ち着いて……そんなにヒステリックだと、いつまで経たっても男性が寄り付かず、独り身のままですよ？」

　本当に心配そうな表情でそんなことを言ってくるクリストフ。

「ん……これ食べて、元気出して」

　苺タルトの本当に端はじっこの小さな小さなカスみたいな欠片かけらを、ちょこんとイヴに差し出すリィエル。

　ナチュラルに煽あおってくる天然二人組に、イヴのこめかみにビキビキと青筋が立っていく。

「ま、まぁ……とにかくだわ。状況が状況だし、貴方あなた達もそんなんだから、この度たび、室長権限で特務分室に新たな人員を入れることにしたわ……ッ！」

「「「「!?」」」」

　不意に、そんなことを宣言するイヴへ、視線が集まる。

「ふん！　実はね……すでに人事部へ通達して、ヒラの宮きゆう廷てい魔導士や各方面軍、有名魔ま術じゆつギルドなどの中から、特務分室入室希望者を募ぼ集しゆうしてきたの……その選せん抜ばつ……貴方達にも付き合ってもらうわよ……ッ！」




　──とまぁ、そういうわけで。

　今、イヴを筆頭とする特務分室凸でこ凹ぼこ五人組の前には、書類が山のように積み上げられていた。

「これ……まさか全部、候補者達の履り歴れき書と魔術適性評価表かいな？」

　バーナードが啞あ然ぜんとぼやく。

「……奇き異いな連中だ。こんな部署を志望するとは」

「言っておくけど、特務分室は帝てい国こく宮廷魔ま導どう士し団だん最強の実戦部隊よ？　ここに所属することは魔導士として、最高の名めい誉よなわけ。……貴方達はまったく自覚ないみたいだけど」

　アルベルトの呟きに、腕うで組ぐみしたイヴが冷ややかに返す。

「あー、イヴちゃん。気持ちはわかるがな……上を無視して、勝手に人員を追加するのはのう……」

「抑そも々そも、このような適当な引き抜ぬきで俺達の任務に従事可能な人材を入手できるとは思えないのだが？」

「もちろん、私もいきなり即そく戦せん力りよくとして迎むかえ入れるつもりはないわ」

　ふん、と鼻を鳴らし、髪かみをかき上げながらイヴは言った。

「最初は見習いとか、仮入室とか、そんな立ち位置よ。ナンバーを与あたえるわけじゃない」

　ナンバーとは、特務分室に在ざい籍せきする魔導士に与えられるコードネームのことだ。イヴならナンバー１《魔術師》、アルベルトならナンバー17《星》、などといった塩あん梅ばいである。

「だけど、経験と実績を積んで、実力が伴えば、折を見て、上にナンバー候補として推すい薦せんするわ……グレンやリィエルの時がそうだったでしょう？」

「ふうむ？　そういえばそうじゃったのう……」

「というわけで、バーナード、新人教育は任せたわよ？　グレンの時みたいに三か月で使い物にしてちょうだい。いいわね？」

「うげぇえええええーーっ!?　面めん倒ど臭くせぇのう!?　ていうか、あの特訓についてこられる骨のあるやつ、グレ坊以外におるかの……？」

「知らないわよ。とにかく、今から手分けして、この書類をチェックし、有望そうな人材を確認するわよ」

　こうして、特務分室の面々で、まずは書類審しん査さが始まるのであった──




「…………」

　しばらくの間、室内に紙をめくる音だけが響ひびき続ける。

　皆みなが一様に淡々と、次から次へと書類をチェックしていた。

　だが。

「はぁ～～」

　卓たく上じように足を交差させて投げ出しているイヴが、書類を繰る手をふと止め、露ろ骨こつに溜ため息いきを吐ついていた。

（……やっぱり、駄だ目めね。使えそうなのは、ほとんどいないわ。レベル、低すぎ……無能ばっか……）

　ばさり、と書類を卓上に放る。

　イヴが溜息交じりに放った書類に記き載さいされている魔導士、魔術師達の各種能力は、一いつ般ぱん的に見れば、かなり水準が高く、普ふ通つうに優れている人材なのだが……それでも特務分室が求める基準には到とう底てい足らない。

　おまけに……

（〝普通に優れている〟だけじゃ、他所よその部署はともかく、うちは駄目なのよ）

　何しろ、特務分室は様々な魔術絡がらみの案件を専門に扱あつかう部署なのだ。

（私やアルベルトみたいに〝全てが高次元に優れている〟スーパーオールラウンダーか、グレンやリィエルみたいに〝何か一つが凄すさまじく尖とがっている〟変化球か……それ以外、手て駒ごまとしては使い物にならないわ）

　多様な任務と状況に応じて、それに相応ふさわしい駒こまを当てるのだ。ゆえに、特とく徴ちようのない駒は戦せん戯ぎ盤ばんには必要ない……つまりはそういうことなのである。

（ふん。まぁ、そういう人材が得難いってことはわかっていたけどね。だからこそ、なかなか補充が来ないんだろうし……）

　ここでイヴは書類審査をいったん止め、一息入れることにした。

（さて……他の連中はどうかしら……？　なんか良い人材は見つかったかしら……？）

　ちらり、と。

　他の連中の作業の様子を窺うかがうイヴ。

　すると……

「ふむふむ……」

　バーナードが物もの凄すごい手つきで書類をめくっているのが見えた。

（ちょ……あんな速度で、ちゃんと人材の能力を読み取れるのかしら!?）

　イヴがぎょっとしていると……

「……採用。……うむ、これも採用。……採用。……これも採用じゃな」

　真しん剣けんな顔つきをしたバーナードが、次々と入室候補者を引き抜いて、分けていく。

「くっくっく……おるとこにはおるわい、優ゆう秀しゆうな人材が……おっと、イヴちゃん、そこの山はイヴちゃんのお眼鏡めがねに適かなわなかった連中かな？」

「え、ええ……そうだけど……」

「ふむ、わしにも見せてみい」

　そうして、バーナードは新たな書類の束を手に取り、今までと同じように高速でめくり、目を通していき……

「おっと、採用。……採用っと」

　そして、新たな候補者を手際よく引き抜いていく……

（さ、流石さすがはバーナード……）

　イヴは感心と驚きよう愕がくの目でバーナードの作業を見守る。

　バーナードの人の才能を見極める目は確かだ。何しろ四年前、イヴや上層部の連中が〝使えない〟と、ばっさり切り捨てたグレンを拾い上げたのは、他でもないバーナードなのだ。

（きっと、彼には私には見えなかったものが見えているのね……）

　興味を引かれたイヴは、バーナードが採用として分けた書類の束を拾い上げ、手に取った。

（この人達に、一体、どんな秘められた才能や能力が……？）

　その候補者の書類に、じっくりと目を通していくイヴ。

　……だが。

（……ん？　……あれ？）

　その書類に記載されている候補者達は……どれもこれも凡ぼん庸ようであった。

　かと言って、グレンのように恐おそろしく尖った固有魔術がある……というわけでもない。

　どこをどう考えても……〝使えない駒〟だ。

「ぐっふっふっ！　これも採用！　うむ、総じて皆、レベルが高いわい！」

　だというのに、バーナードは、一見して使えない人材を分け続ける。

（な、何……？　なんなの……？　バーナードには一体、何が見えているの──ッ!?）

　バーナードの底知れない選定眼に、一時、イヴは戦せん慄りつを禁じ得なかったが──

「…………」

　そのうち、気付いてしまった。

　バーナードが採用とした履歴書……そこに添てん付ぷされている写像画には、とある共通点があった。

　それは──

「……あの、バーナード？　貴方……さっきから〝若くて可愛かわいい女の子〟ばっかり選んでない？」

　半眼のイヴのそんな指し摘てきに。

「……………………」

　バーナードが一いつ瞬しゆん、押し黙だまって、手を止める。

　最も早はや、確定であった。

「あのねぇ！　下心で選んでるんじゃないわよッ!?　能力で選びなさい、能力でッッッ！」

「いや、だって……その、わかるじゃろ？　入室後、毎日続く厳しい特訓……崇すう高こうで真っ直すぐな使命感を抱いだきつつも、折れそうになる心……」

　陶とう然ぜんとした表情で、頭上を仰あおぐバーナード。

「じゃが、そんな時、厳しい教官が、そんな可愛い彼女達をそっと抱だきしめ、励はげますんじゃ……すると彼女達は、わしの厳しさの裏側にある優しさに気づいて……『ああ、教官はいつだってこんな私を支えてくれて』……これで恋こいが芽生えなきゃ噓うそじゃろ!?」

「《知るか》ぁああああああああああああああああああああーーッ!?」

「オギャアアアアアアーーッ!?」

　激しく巻き起こるイヴの爆ばく炎えんが、バーナードを焦こがして吹ふき飛ばした。

「真面目にやりなさい、真面目に！　ていうか、いい加減、枯かれろッ！　この下半身爺じじいッ！」

「ぐ、ぐふっ……わ、わしは……一いつ生しよう涯がい……現……役……がくっ」

　力ちから尽つきたバーナードを放置し、急に不安になったイヴは、他の連中の様子も窺うことにする。

「……他の連中はちゃんとやってるんでしょうね……？」

　まずはアルベルトだ。

　流石、バーナードとは一転して、クソ真面目一いつ辺ぺん倒とうのアルベルト、真剣な目で、淡たん々たんと選定を行っていた。

　イヴはアルベルトの背後から、そっとその手元を覗のぞき込む。

「ふむ……この男は……狙そ撃げき観測者の補ほ佐さ付きで魔ま術じゆつ狙撃の静物必中射程……１０００メトラ、か」

　静物必中射程が１０００ということは、静止標的を狙ねらった場合、１０００までの距きよ離りならば、確実に狙撃が成功するということだ。

（へ、へえ……凄すごいのがいるわね！）

　イヴの表情がたちまち明るくなる。

（これは、得難い人材だわ！　見れば各種能力値も総じて水準以上！　この人材なら充じゆう分ぶん──）

　イヴがそう思った時だった。

「……使えん」

　アルベルトがばっさり断じて、その書類を分けてしまう。

「へ？　な、なんで……？」

　つい、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったかのような表情になってしまうイヴ。

「ちょっと、アルベルト！　どうしてその人を仕分けたのよ!?」

「……見れば、狙撃しか取り柄えのない男だ。ならば、最低、静物必中射程２０００はなければ話にならん」

「……………………」

　絶句するしかないイヴ。

　静物必中射程２０００。そんな神かみ業わざを持つ者など、世界に何人いるか。

　とりあえず、それを大きく超こえるのが一人、イヴの目の前にいるが。

「次。この男は……予唱呪文ストツクの最大作成可能数５……使えん。【ライトニング・ピアス】ならば、せめて常時20は作成出来るくらいでなければ……加えて、それを二反響唱ダブル・キヤストで起動することも……」

「自分を基準に考えるなぁあああああああああああああああああああああああああああああああーーッ!?」

　イヴがアルベルトの胸倉を摑つかみ上げて、うがぁ！　と捲まくし立てる。

「な　ん　で、貴方あなたを基準に考えてるのよ!?　貴方を基準にしたら、特務分室に入れる人なんか、誰だれもいないわよッ！」

「しかし、俺達の任務は高度な──」

「黙りなさいッ！」

　と、その時だ。

　くいくい、とイヴのローブの裾すそを引っ張る者がいた。

「ねえねえ、イヴ。……終わった」

　リィエルだ。いつも通りに眠ねむたげな無表情だが、今はどこか得意げに胸を張っている。

「……何よ？」

「仲間に入れたい人、決まった」

「ふ、ふうん？　早いじゃない？　見せてみなさ……」

　どさり。イヴの前に、山のような書類が積み上げられる。

「これ、全部」

「…………」

「皆みんな、わたしより、すごく頭いい」

「だから、自分を基準に考えるなぁああああああああああああああああああああああああああああーーッ!?」

　リィエルに振ふり分けられた書類は、ほぼ……というか恐らく、一枚も減っていないに違ちがいなかった。

「頭の出来を貴女あなたと比べたら、そうなるに決まってるでしょ!?」

「そう。……少し照れる」

「褒ほめてないわよッ！　思いっきり皮肉と罵ば倒とうよッッッ！　ああもうっ！　貴方達は、どうしてこう両りよう極きよく端たんなの!?　任せてられないわッ！」

　と、そんな頭に血が上りまくって、今にも血管が切れそうなイヴに……

「ははは、お疲つかれ様です、イヴさん」

　特務分室の数少ない良心、クリストフが柔にゆう和わに話しかける。

「く、クリストフ……」

「まぁ、少し落ち着いてください……皆、悪気はないんです。それよりも……」

　クリストフが、何枚かの書類をイヴにそっと差し出す。

「僕はまだ若じやく輩はいの身、人を選ぶなど恐れ多いのですが……僭せん越えつながら、僕も何人か候補を出してみました」

「ふ、ふぅん……？」

　書類を受け取ったイヴが、ぱらぱらと候補者の情報を流し見ていく。

「……確かに、良い人材が揃そろってるわね。流石、クリストフだわ……」

「ありがとうございます」

　クリストフは穏おだやかに笑った。

「あ、僕が特に推おす方は、その人です……イヴさん、どうです？　この人」

「ふうん？　そう……うん、これは良い人だわ」

「ええ、そうでしょう。人として落ち着きと余よ裕ゆうが生まれる三十歳……家いえ柄がらも良く、収入も安定しています。顔立ちも男前で、人柄も温和で良好。出世ルートに順じゆん風ぷう満まん帆ぱんに乗りながら、仕事より家庭を優先したいとも。……安定の優良物件かと」

「……は？」

　何かがおかしい。自分とクリストフで何かが決定的にかみ合っていない。

　そんな戸と惑まどいを隠かくせないイヴに、クリストフは実に良い笑顔で言った。

「どうです？　イヴさん。会ってみては？　このままだと、イヴさん、嫁いき遅おくれそうなので、僕、心配で……」

「いつから、私のお見合い相手選びになったのよぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

　なぜか心に突つき刺ささるクリストフの言葉に、イヴは涙なみだ目めになりながら、クリストフの胸倉を摑み上げ、がくがくと揺ゆするのであった。

「頼たのむから、貴方達、真ま面じ目めにやってぇえええええええええーーッ！」




　そして、その後も、飽あきて履り歴れき書で紙飛行機を作り始めるリィエルのこめかみをグリグリしたりだの、女の子の写像画でミスコンを始めるバーナードを焼いたりだの、てんやわんやのすったもんだの挙句の果てに──

「ついに面接ですね」

「ぜぇ……ぜぇ……や、やっとこの時が来たわ……なんで書類選考だけでこんなに疲れるのよ……」

　やっとのことで、面接をする段階まで、入室候補者を絞しぼったイヴ。

　結局、ほとんどの履歴書を一人で選定したイヴは、心底疲れ果てていた。

　そして、ここは面接室。

　中央に円えん卓たくが据すえられ、面接者が座る場所に椅い子すが一つ置かれ、その反対側に五つの席が設けられている。

　面接者の席の正面に位置する席にイヴがつき、他の席をアルベルト、リィエル、バーナード、クリストフが埋うめる……といった形のようだ。

「とにかく、これからが本番よ？　いい？　これから書類選考を通った入室候補者達一人ずつと私達で、一対五の面談形式の面接を行うわ」

「やれやれ……奴やつこさんら、萎い縮しゆくせんかの？」

「萎縮させるのよ。ていうか、この程度のプレッシャーで萎縮するような人材なんか、特務分室に要らないわ」

　髪かみをかき上げ、冷たく言い放つイヴであった。

「もちろん、面談は私がメインで進めるわ。室長だもの、当然でしょう？」

「うわぁ、可哀かわい想そうですねぇ、候補者達……」

「お黙りなさい。メインは私だけど、貴方達も何か気になることがあったら、遠えん慮りよなく問い詰つめなさい。……いい？　この私が時間をかけて絞っただけあって、今日面接する連中は、なかなか粒つぶ揃ぞろいの人材よ？　それだけに彼らを深く見極めたいわ。私達で入室候補者達を丸まる裸はだかにしてやるのよ」

「了りよう解かいした」

「ん」

「はい、善処します」

「ふぁ……面めん倒ど臭くせぇのう」

　アルベルト、リィエル、クリストフ、バーナードがそれぞれ頷うなずいて……

「よし。じゃあ、始めるわよ。……クリストフ」

　イヴの指示を受け、クリストフが席を立つ。そして、面接室の扉とびらを開き……外で並んで待機している入室候補者の一人を招き入れた。

「どうぞ」

「し、失礼します……ッ！」

　どこか緊きん張ちようした様子で、うら若い眼鏡めがねの女性魔ま導どう士しが、恐おそる恐る入室してきて──

「ほ、本日はお声をかけていただき、誠にありがとうございます！　私は──」

　椅子の傍そばに立って、名乗りを上げようとした──その瞬しゆん間かん。

「いいいいいいいいいやぁああああああああああああああああーーッ！」

　だんっ！　と。

　突とつ然ぜん、リィエルが卓たく上じようを蹴けって、その女性魔導士に飛び掛かかって──

　その両手には長大な大たい剣けんが、既すでに高速錬れん成せいされており──

　ひゅごごごっ！　大剣を嵐あらしのように三度、振り回し、女性魔導士の傍かたわらを残ざん影えいが通り過ぎる──

　すると……

「あ……」

　ぱさり、ばさ、はらり……

　女性魔導士の着用しているローブが、下着が、綺き麗れいに切り裂さかれ、その肌はだを伝って艶なまめかしく滑すべり落ちる。

　そこには──一糸まとわぬ女性魔導士が呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

「「「「…………」」」」

　特務分室の面々をもってすら止める暇いとまもなかった一いつ瞬しゆんの出来事に、一同は呆然とするしかなく……

「……どう？」

　一同を振り返ったリィエルは、そのいつも眠たげな無表情を、今はどこか得意げにして胸を張り……

「イヴの言う通り、丸裸にした。……褒めて？」

「ぅおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！　よっしゃ、ナイスじゃ、リィエルちゃあああああんっ！」

　真っ先に動き始めたのは、案の定、バーナードであった。一瞬で、リィエルの傍に回り込み、リィエルの頭を撫なでまくる。

「うむうむ！　よくやったぞ、えらいえらいえらいえらいっ！　いやぁ、眼福眼福ぅ！　若い娘むすめの輝かがやかんばかりの肌はやっぱり最高じゃのうッ！　どれどれ、わしも室長が厳命した通り、これは深ぁく見極めなければ──」

　そして、スケベ親父そのものの目つきで、女性魔導士の裸ら体たいを嘗なめ回すようにジロジロ見つめ始めて──

「《死ね》ッ！」

　巻き起こる猛もう烈れつな爆ばく圧あつと爆ばく炎えんが、リィエルとバーナードを吹ふき飛ばす。

「そういう意味じゃないわよッ！　ていうか、私を引き合いに出すの止やめてッ！　これじゃ、私まで変態じゃないッ!?」

　一方……ようやく我に返った女性魔導士は──

「きゃあああああああああああああああああああああああーーッ!?」

　黄色い悲鳴を上げ、胸と局部を隠して泣きながら逃にげ出していく。

「……面接辞退により、失格」

　この騒そう動どうの中で唯ゆい一いつ、顔色すら変えず動じなかったアルベルトは、淡たん々たんと手元の書類の評価項こう目もくに×印をつけていて……

「やってる場合か!?」

「ご安心を。即そつ興きようですが、退室際に彼女へ隠いん蔽ぺい結界を施ほどこしました。彼女の裸はだかが人目に触ふれることはありません」

　クリストフは相変わらず、お気き遣づかいの紳しん士しっぷりを発揮していて……

「そういう問題じゃないわよ!?　ああもう、初っ端ぱなから不安すぎる！」

　イヴは頭を抱かかえ、天に向かって嘆なげくしかなかった。

　そして、そんなイヴの不安は見事に的中するのである──




「──以上が、この私が、特務分室への入隊を志望する理由であります」

「ふうん？　なるほどね」

　男性魔導士が滔とう々とうと語る入室志望動機を、イヴはクールに受け流す。

「ところで、貴方あなたの専門魔ま術じゆつ分野は『白魔術』の精神支配系……その他にも魔術に依よらない幾いくつかの技能を習得しているようだけど……それはこの特務分室において、どう活いかすつもり？」

「はい！　これからの宮きゆう廷てい魔導士団が帝てい国こくに於おいて担になう役割として次第に増えていくであろうと予想されることは三つあり──」

　イヴの厳しい追つい及きゆうを、男性魔導士がはきはきと受け答えていく。

「──以上の三つの理由により、我が力は必ずや、特務分室の力になれると確信している次第であります」

「……一理あるわね」

　そして、イヴはここで特務分室随ずい一いちの古株である男に意見を求めようと、バーナードを振ふり返る。

「バーナード、この男、どう思う？」

　だが──

「不採用」

　バーナードは、ばっさり言い切った。

「な、なぜ、この私を──ッ!?」

　まさかこれほどあっさり切られるとは思いもよらなかった男性魔導士が、バーナードへ非難の言葉を投げかけるが……

「男は要らんッッッ！」

　血けつ涙るいを流す修しゆ羅らの形相で、そんな単純な世界真理を返されて、男性魔導士はすごすごと退出していく。

「あのねぇ～～～～～ッ!?」

　最早、頭を抱えるしかないイヴである。

　そうしていると。

「……あの……失礼します。本日はお招きいただき、光栄……」

　今度はうら若く、一目でわかる美人女性魔導士が面接室に入室してきた……その瞬間。

「採用」

　凄すさまじくフットワーク軽く、バーナードは、その女性魔導士の傍へ高速移動していた。

「え？　……え？　……ええ？」

　戸と惑まどうしかない女性魔導士にまるで構うことなく。

「お嬢じようさん、お名前は？」

「え？　わ、私は……カミーリア」

「なるほど、〝私の運命はカミーあなたが握るリア〟……良い名じゃ。まさに運命」

　ロマンスグレーな魅み力りよく溢あふれた、いぶし銀の笑みを女性へ向け、その手を取るバーナード。

「……えっ？」

　その歳月を経ることで磨みがき抜ぬかれ熟練された『大人の男性』の魅み力りよくに、どきりと胸を跳はねさせ、顔を赤らめる女性魔導士。

「お嬢さん……我らが誇ほこり高き特務分室は帝国民のために果てなき地じ獄ごくを歩む殉じゆん教きよう者……その行く末に広がる大地には無限の荒こう野やしかないと……じゃが、それでもわしは己が身が骨と風化するまで歩むと決意していた……それもまた運命。しかし、その不毛の荒野にも一輪の花が咲さくことを今、わしは知った……」

「そ、それって……？」

「君じゃよ……君こそが、わしの傷つき乾かわききった心を潤うるおしてくれる花だったのじゃよ……」

「は、は、はうぅ……」

　若い頃ころから今この時まで、スーパージゴロで鳴らしているバーナードの口く説どきテクに、初心うぶな女性魔導士はたちまちメロメロになっていき……

「お嬢さん……わしは貴女あなたとの出会いを待っていたのかもしれん。うちに来て……くれるかな？」

「は、はい……こんな私でよかったら……貴方の隣となりで咲く一輪の花にならせてください……」

「《口説いてんじゃないわよ》!?」

　このタイミングで、ようやく我に返ったイヴが爆炎を放ち、バーナードを吹き飛ばす。

「げほっ、ごほっ……酷ひどいのう、イヴちゃん、この老い先短い老人に……」

「うるさいっ！　そんじょそこらの若者よりお盛んな貴方なんて、殺したって死なないわよ!?　そんなことより、貴方、さっきから、男と女相手で態度変えすぎでしょ!?」

「女は要るッッッ！」

　血涙を流す修羅の形相で、そんな単純な世界真理を返されて──

「清すが々すがし過ぎるわぁああああッ！」




　それからも──




「──そう。あれは……一年と半年前の話だ。あの時、エルトリングラードの村における戦いで、俺達が目の当たりにしたものは──掛け値なしの地獄に他ならなかった」

　面接者へ語りかけるアルベルト。

「敵は『死の病びよう魔まを操る外道魔術師』……当地へ派は遣けんされた俺達の中に、密かに隠かくれ潜ひそんでいたのだ。外界より切り離はなされた閉へい鎖さ空間、補給も援えん軍ぐんも望めぬ絶望的状じよう況きよう、互たがいに疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいる魔ま導どう士し達、刻一刻と俺達の身体からだを蝕むしばむ死の病、日々、無残に積み上げられていくは派遣された魔導士と村民達の死体の山……死病により全身が黒に染まって腐くさり果て、見るも無残に悍おぞましい、その死に様……腐った血の臭においは常に噎むせ返るように漂ただよい、腐ふ肉にくにたかる蝿はえの無機質な複眼は、無言で『次はお前だ』と語っていた。激しい高熱に浮うかされた思考はまるで打開策を練ることなく、時間だけが浪ろう費ひされ……そして今宵こよいも敵の正体が見えぬまま、夜が訪れる。病が圧あつ倒とう的に進行する死の夜がな。……そして、三日目の晩……その村に先行していた当時の執しつ行こう官ナンバー19《太陽》が、ついに発はつ狂きようして、村人達へ襲おそい掛かかり……やむを得ず、俺はその男をその場で始末した──」

　アルベルトの淡々とした、だが、迫はく真しんの物語に、面接を受けている入室希望者がごくりと唾つばを吞のみ、青ざめていく。

「カイル＝ミルトス……お前は先程、言ったな？　『自分はどのような状況でも落ち着いて冷静な判断を下せる』、と。……本当に出来るのか？　先述のような状況で、己を見失うことなく、心を折ることなく、冷静冷れい徹てつに命の取捨選せん択たくをする事が──」

「できませんッッッ！　失礼しましたぁあああああああーーッ！」

　恐おそれをなした入室志望者が、ダッシュでその場から逃げていき……

「ふん、惰だ弱じやくな。使えん」

　アルベルトは淡々と手元の書類の評価項目に×印をつけていて……

「どうして、今の候補者を追い返すわけ……ッ!?　珍めずらしく私が欲しいと思った優ゆう秀しゆうな人材だったのにッ！」

　イヴがぶるぶる拳こぶしを震ふるわせ肩かたを怒いからせていた。

「萎い縮しゆくさせろとは言ったけど、脅おどせとは言ってないわよ!?」

「だが、あの程度の精神性では、先程のような地獄を生き残る事など……」

「あ　の　ねッ！　流石さすがにあの事件は唯ゆい一いつ奇き跡せきの生せい還かんを果たした貴方が特別に凄すごいだけだからね!?　自覚しなさいよね、自分の超ちよう人じんっぷりをッ!?」




　アルベルトに任せれば、いかなる優秀な人材も、あえなく落とされて──




「イアークさん、ご趣しゆ味みは？」

「え？　はい……料理を少々……」

「なるほど。ええ、実はこちらのイヴさんも料理が趣味なんですよ」

「え？　そ、そうなんですか？」

「はい。いやぁ、良かったです、お互いに共通した趣味と話題があれば、話も弾はずむかと思います」

　そう言って、クリストフが立ち上がり、面接室から立ち去ろうとする。

「ふふっ……では、後は若い者同士にお任せしますね」

「だから、私のお見合いじゃないって言ってるでしょ!?　そろそろマジで焼くわよッッッ!?」




　クリストフに任せれば、なぜか、いつの間にか、イヴのお見合いの場と化し──




「あなた、苺いちごタルト馬ば鹿かにする気？　……なら、斬きる」

「ひぃいいいいいーーッ!?　た、助けてぇええええええーーッ!?」

「リィエル、ストォオオオップ!?」




　ならば、一言も喋しやべらないリィエルこそが一番の安アン牌パイかと思えば、突とつ然ぜん、よくわからないことで、候補者相手に暴れだす始末──




「あああああああああ、もうっ！　なんなの、こいつら!?」

　イヴの嘆きの叫さけびが天を衝つく。

「ていうか、うちの部署に人が集まらないのって、実はこいつらのせいなんじゃなくって!?」

　胃痛を堪こらえながらも、イヴは面接を続けていって……

　そして──




「ぜぇ……ぜぇ……なんとか、面接……終わったわね……」

　やっとのことで面接を終え、最終試験へと進める入室候補者を選びだしたイヴ。

　結局、ほとんどの面接者を一人で捌さばききったイヴは、心底疲つかれ果てていた。

（おかしい……少しでも私の負担が減るよう、人員を確保するはずなのに……なんだか余計、負担がかかっているような……？）

　それはともかく、イヴ達と最終入室候補者十名は『業魔の塔とう』の裏手に敷ふ設せつされている魔導演習場に集合している。ここは帝国宮きゆう廷てい魔導士団に所属する魔導士達が、日々、戦せん闘とう訓練を行う場所なのだ。
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「イヴさん。最終試験とは、一体、何をするんです？」

「まぁ、こんな場所に集合させたのだから、貴方あなたも薄うす々うすわかってるでしょう？」

　イヴはちらりと候補者達を流し見ながら、クリストフへ答えた。

「彼らの魔ま術じゆつ戦の腕うでを見るわ」

「なるほど、戦闘力の確認ですか」

「ええ、ここまで残った彼らは、地方軍の魔導兵、他所よその部署の魔導士、武ぶ闘とう派は魔術ギルドの魔術師、エリート警けい邏ら官……それなりの魔術技能と実戦経験と持っている実戦派の連中よ。……書類に偽いつわりがなければね」

「つまり、奴やつこさん達と手合わせして、それを見定めろと……よっし！」

　すると、バーナード、リィエル、アルベルト、クリストフが意気込んで前に出た。

「そういうことなら、このわしに任せいっ！」

「ん。任せて」

「……いいだろう、戦闘という物を教えてやる」

「ははは……まぁ、お手て柔やわらかに」

　だが──

「引っ込んでなさい、この人外どもッッッ！」

　イヴが慌あわてて、殺やる気満々の特務分室ズを一いつ喝かつする。

「誰だれが貴方達に任せるかッ!?　貴方達にやらせたら、皆みんな、自信をベキボキにへし折られるでしょッ!?　座ってなさいっ！」

「えー」

「ようやく地じ獄ごくのシゴキを課せば、使い物になるかもしれないのを見つけたのよ!?　早々に潰つぶされたらたまらないわッ！　私がやる！」

　イヴの宣言に、特務分室の面々は意外そうに眼を瞬またたかせる。

「そ、そんな……ドＳのイヴさんが、新人の相手を務めるだなんて!?」

「誰が、ドＳよ!?」

「そうじゃぞ、クリストフ。イヴちゃんみたいなのは、案外、責められると弱い、ドＭタイプかもしれんぞ？」

「……バーナード、貴方、減給ね」

「ヒョェッ!?」

「……Ｓ？　……Ｍ？　って何？　アルベルト」

「倒とう錯さく的性的嗜し好こうの事だ。他者への嗜し虐ぎやくに快楽を覚える人種をＳ、他者からの嗜虐に快楽を覚える人種をＭと呼んで区別する」

「ちょっと貴方、リィエルに一体、何教えているのよ!?」

「わたしにはよくわからないけど……イヴ、変態なの？」

「違ちがうぅううううううーーっ！」

　もう付き合っていられなかった。

「とにかく始めるわよ！」

　そんなわけで、イヴ室長直々に、入室候補者達の実力を測るための、模も擬ぎ魔術戦が始まるのであった。




「《氷ひよう狼ろうの爪そう牙がよ》！」

　吹ふき荒れる吹雪ふぶき。

「《吠ほえよ炎えん獅じ子し》ッ！」

　荒れ狂くるう炎ほのおの渦うず。

　入室候補者の呪じゆ文もんと、イヴの呪文が真っ向からぶつかり合う。

「どうしたの!?　その程度じゃあ、私の炎は突とつ破ぱできないわよ!?」

「くっ!?　ならば──《停止せよ》──《凍こおれる世界》ッ！」

　入室候補者が、特とく殊しゆな節句を追加した呪文を唱え──

「──ッ!?　《炎の壁かべよ》ッ！」

　イヴが咄とつ嗟さに自分の周囲へ炎の障しよう壁へきを展開するが──

　瞬しゆん時じに絶対零れい度どまで気温が下がる世界に、その炎の壁が完全に吹き飛ばされる。

　たちまち窮きゆう地ちに立たされるイヴ。

「ふっ……どうです!?」

「……やるじゃない。威い力りよく増ぞう幅ふくの追加節句と過か剰じようの消費魔ま力りよくで、Ｂ級クラスの威力をただの一節で成す──それが貴方の切り札ってわけね？」

　そして。

「もう、結構。魔ま導どう士しジュドー、貴方の力は充じゆう分ぶんわかったわ。というか、これ以上やり合ったら、こっちの身が危ないし」

「えっ？　それじゃあ……？」

「ええ。以上で手合わせは終しゆう了りよう。貴方の力は充分に評価に値するわ。後は結果が出るまで待っていなさい」

「は、はいっ！　ありがとうございましたっ！」

　一礼して下がる入室候補者。

「では、次。魔導士エレナ。……前に出なさい」

「はい！　よろしくお願いします！」

「遠えん慮りよはいらないわ。貴女あなたの力、存分に私へ見せなさい」

「はい！　では──《舞まえよ・銀ぎん影えい》ッ！」

　次の入室希望者が呪文を唱えると、その腰こしに差していた細さい剣けんが、ひとりでに鞘さやから抜ぬき放はなたれ──

「はぁああああああーーッ！」

　細剣が空を駆かけ、イヴへと迫せまる──

「──ふうん？　念動系の白しろ魔ま術じゆつによる物体の遠えん隔かく精密操作──それが貴女の持ち味ってわけ？」

　イヴの周囲を高速で踊おどり狂う細剣の軌き跡せきが、イヴの視界をバラバラに寸断する。

　イヴは呪文を唱える暇ひまもなく、身体からだを捌き、回かい避ひに専念するしかなく──

「……イヴ、病気なの？」

　そんな手合わせの様子を、離はなれた場所から観察していた特務分室の面々──リィエルがぼそりと呟つぶやいた。

「さっきからイヴ、苦戦し過ぎ。あんな弱そうな人達、イヴなら一いつ瞬しゆんで勝てるはずなのに」

　見れば、リィエルは心底不思議そうに小首を傾かしげていた。

「心配すんない、リィエル」

　すると、バーナードがリィエルの頭をわしわし撫なでながら説明する。

「イヴちゃんはな、入室希望者達の実力を見たいんじゃ。じゃが、イヴちゃんが全力を出しちまえば、一瞬で勝負がついちまい、実力は測れん。だからあえて手加減してるんじゃよ」

「……そうなの？」

「それにしても……絶ぜつ妙みようですね、イヴさん」

　するとクリストフも口を挟はさんだ。

「イヴさんの真の実力を知らない人から見れば、今の彼女が手加減しているなどとは微み塵じんも思わないでしょう」

「そうじゃの。わしらすら、イヴちゃんの今の実力を誤解してしまいそうなほどじゃ。わしら以外の連中にゃ、到とう底ていわからないじゃろうなぁ」

「入室候補者達の最低限の体面を守りつつ、その実力だけは最大限に引き出している……流石さすがの立ち回りです」

「……ふん。手て柄がらや戦果さえ絡からまなければ、あの女は上に立つ者としては、それなりに優ゆう秀しゆうだからな」

　辛から口くちだが、アルベルトもある程度はイヴを認めているらしい。

「あはは、一見、冷血で我わが儘ままで面めん倒どう臭くさいだけの人ですけど、案外、面倒見の良い所や優しい一面もありますしね、イヴさん」

「ったく……そーゆー一面を、どうしてイヴちゃんはグレ坊ぼうの前ではまったく出せんかったんかのう……？」

　そんな溜ため息いき交じりの特務分室の面々を他所に。

（……ふうん、流石にここまで残るだけあって、それなりに粒つぶ揃ぞろいだわ。欲よくを言えば、もう少し質の高い人材が欲しいのだけれど）

　次々と相手を替えて、手合わせをこなしながら、イヴが思考する。

（でも、これなら……鍛きたえ上げれば、いい手て駒ごまになるわ。ふんっ！　見ていなさい、グレン！　三流魔ま導どう士しの貴方なんかいなくたって、私は──）

　と、その時である。

「おいおい、イヴ！　どうしたぁ!?　さっきからやけに苦戦してんじゃねーか!?」

　この魔導演習場の隅すみに、複数の人ひと影かげが現れていた。

　鬼おにの戦せん闘とう専門部署、第一室室長クロウ＝オーガムと、その室員の荒あらくれ者達であった。

「おかしーな、イヴ!?　お前ってそんなに弱かったっけ!?」

　空気の読めないことで有名なクロウは、あえて弱く立ち回っているイヴの姿に心底驚おどろいていて……

「ええええ!?　マジかよ、噂うわさの特務分室室長も大したことねえなぁ！」

「あんなんじゃ、俺の方が絶対、イヴ室長より強いわーッ！」

「「「「ギャハハハハハハーーッ！」」」」

　戦闘以外はからっきしの第一室の脳筋連中は、格下相手に苦戦している（ように見える）イヴの姿に、腹を抱かかえて大笑いし始める。

「あ、あいつら……ッ！」

　入室候補者と魔術戦の手合わせを淡たん々たんと続けながら、イヴが怒いかりで肩かたを震ふるわせる。

　飛んでくる雷らい閃せんを、返す火球で撃うち落としていく。

「えええええ!?　その程度の呪文を自じ慢まんの炎で迎げい撃げきしちゃうの!?　お前、マジで腕落ちたのかよ!?」

「ギャハハハ！　見ろよ、イヴサンのあの無様な立ち回り！」

「ひゃーっ！　炎の使い方、超ちよう上手いっすねぇえええーっ！」（棒）

「さっすが、イグナイト家（笑）！」

　完全に勘かん違ちがいしてしまっているクロウが嘆なげき、その部下達は酷ひどい侮ぶ辱じよくをイヴに浴びせる。

（……我が慢まん……我慢よ……ッ！）

　ぎりぎりと歯を食いしばり、びきびきとこめかみに青筋を立てながら、イヴが耐たえる。

（あんな戦闘以外、ろくに能のないアホども、相手しちゃ駄だ目めよ、イヴ！　私は何としても新しい優秀な手駒を手に入れるの……ッ！）

　耐える。手合わせを続けながら、イヴはひたすら侮辱に耐える。

「おい、イヴ！　ばっかオメエ！　そこは呪文の起こりを、先制の炎で封ふう殺さつするところだろ!?　何、ぼっとしてんだよ!?　やる気あんのか!?」

「ギャハハハッ！　これが室長のレベルとか、特務分室、大だい丈じよう夫ぶかよ!?」

「あっらーん？　このわたくしが代わりに特務分室の室長、務めて差し上げましょうかぁ!?」

　だが、第一室の室員達の心無い罵ば倒とうは続いていき……

　そして……

「ひょっとして、室長がアレってことは、特務分室の連中って実は大したことねーんじゃね？」

「ありうるわー、帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団最強とか豪ごう語ごしてるけど、やっぱ、最強って俺達なんだよなぁーッ！」

「大体、見ろよ、あそこの特務分室の連中のひ弱そうなこと！」

「彼らには強者のオーラってものがまったくありませんわよね！」

　ついに、クロウを除く第一室の室員達は、イヴを遠巻きに見守る特務分室の面々も指さし笑い始めて……

「そいえばさ、知ってるだろ？　イヴ室長が昔、特務分室で飼ってた三流魔導士！」

（我慢、我慢……）

「ああ、ええと、グレン＝レーダスとかいう奴やつだっけ!?」

「確かにあんな何のとりえもない雑魚ざこ飼ってる時点で、特務分室のレベルなんてお察しなんだよなぁ！」

（我慢……我慢……）

「あんな雑魚、何百人束ねても、俺様の高速呪じゆ文もん詠えい唱しようの敵じゃないぜ！」

（……我慢……ッ！）

「おまけによくわからんうちに、団を抜けたチキン野や郎ろうだしな！」

（……が、……ま、……ん……ッ！）

「今、あいつ何やってるのかね？」

「キャハハハッ！　どーせ、ロクなことじゃないわよっ！」

　と、その時である。

　ぶちんっ！　イヴの中で、ついに何かがキレて……

「私の──」

　呪文も唱えずに──

「──部下を──」

　掲かかげられたその両手に、まるで冗じよう談だんのような圧あつ倒とう的火力の火柱が、天に向かって昇のぼり立ち──

「馬ば鹿かにするなぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああーーッ！」

　それを──第一室の連中の頭上から──叩たたきつける。

　その螺ら旋せんを描えがいて渦うず巻まく火柱の、あまりの巨きよ大だいさ、速さに──

「「「「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああーーッ！」」」」

　辛かろうじて反応して対たい抗こう呪じゆ文もんを唱えたクロウ以外の全員が、巻き起こる猛もう烈れつな爆ばく炎えんと熱波にまるで紙切れのように吹ふき散らされ、天を舞っていく……

「眷けん属ぞく秘呪【第七園】──知らなかった？　ここはすでに私の領域よ……」

　煉れん獄ごくの如ごとく全面燃え上がる演習場の中心で。ごごごご……と、まるで魔ま王おうか邪じや神しんのような威い圧あつ感かんと共に、滾たぎる超高熱の炎を全身に纏まとったイヴは、死し屍し累るい々るいと横たわる第一室の連中を、鬼き神しんの形相で睥へい睨げいする。

　それはまるで、世界の終末のような光景であった。

「いい……？　貴方あなた達の如き木っ端ぱ、ここでは何百人束ねようが私の敵じゃないわ……ッ！　命惜おしくば、私の駒こま達への非礼を詫わび、即そつ刻こく立ち去りなさい……ッ！　今すぐッ！」

「ひ、ひぇええええええーーッ!?」

「こ、これがイヴ室長の力!?」

「だ、誰だれだよ!?　この化け物が弱いとか言った、アホは!?」

「こんなん勝てるわけねーだろ、常識で考えてッ！」

「ならば、俺達がやることは一つ！」

「「「「せーの、すみませんっしたぁああああああああああーーッ！」」」」

　蜘く蛛もの子を散らすように、逃にげ出す第一室の室員達。

「なんだ、イヴ！　実力健在じゃねーか！　やっぱ、お前は俺の永遠のライバ──」

「《死ね》ッ！」

「ぬわーーっっ!!」

　そして、太陽のような眩まばゆい笑顔でサムズアップするクロウを、イヴは容よう赦しやなく炎で焼いて……

「はぁ……」

「やれやれじゃわい……」

　そんなイヴの姿に、心底怯おびえきっている入室希望者達を前に、特務分室の面々は深い溜息を吐つくのであった。




　そして──後日。

「ぐすっ……なんでよぉ……なんでなのよぉ……ッ!?」

　執しつ務む室の机に、りんごジュースのグラスを片手に突つっ伏ぷしているイヴの姿があった。

「なんで……皆みんな、入室を辞退しちゃうのよぉ……ッ!?　せっかく……ひっく……」

「そりゃあ……室長のあんな怖こわい姿、見てしまったらですねぇ……」

「ていうか、イヴちゃん、相変わらずりんごジュースで雰ふん囲い気き酔よいするんじゃな……」

「変わった体質だ」

「ん。イヴ、変」

　特務分室の連中の呆あきれ果てた視線がイヴに集中するが、イヴは我関せずとりんごジュースをちびちびとやり続ける……

「こうなったらぁ！　絶対ぃ！　いつかぁ！　グレンをぉ！　呼び戻もどすんだからぁ！　ひっく……待ってなさいよぉ、グレン……ッ！」

　そんなことを泣き叫さけんで。

　泣き上戸となったイヴは、ぐいっとりんごジュースをあおるのであった。




　彼女の憂ゆう鬱うつは、まだまだ当分の間、続きそうであった──



















「……つまり、これまでの解説の通り、この物質界に本来存在しえない『霊れい魂こん』を物質界に留めるための器……『肉体』は『ジーンコード』と呼ばれる塩基配列情報に従って……構築されているわけだ……はぁ……」

　いつものように、アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院二年次生二組の教室内にて、グレンの授業の声が響ひびき渡わたっている。

「……つまり光操作による幻げん術じゆつではなく、肉体そのものを作り変えるタイプの変身魔術ってのは、この『ジーンコード』を改変する術だと言っても過言ではなく……ふぁあぁぁ……」

　その解説そのものはいつも通り、理路整然として、非常にわかりやすい。

　だが……

「あぁー……白しろ魔ま【セルフ・ポリモルフ】……変身魔術……これは、自分の肉体を構築する『ジーンコード』をいかに正確に分ぶん析せき把は握あくできているかどうかが鍵かぎ……、ふぁ……」

（（（（滅め茶ちや苦く茶ちや眠ねむそうだぁ……））））

　それが、目の下に色いろ濃こいクマを浮うかべて授業を行うグレンに対する、生徒達の総意であった。

（まったく……あいつったら、今度は一体、何があったのかしら？）

　システィーナも頰ほお杖づえをついて訝いぶかしんでいると。

　やがて、学院校舎内に、本日の授業の終わりを告げる終しゆう鈴れいが響き渡った。

「──はっ!?　げっ!?　もうこんな時間かよ!?　やっば！」

　その音で我に返ったグレンが、慌あわてて生徒達へと振ふり返る。

「と、とにかくだ！　来週からこの変身魔術を実じつ践せんする前段階として、自分の血液から『ジーンコード』を、魔術的手法でじっくり分ぶん析せき算出するところから始めるからな!?　お前ら、俺がいいって言うまで、絶対、勝手に肉体改変系の変身魔術を実践するんじゃねーぞ!?　いいな、絶対だぞ!?」

　最後にそう言い残し、グレンはやはり眠ねむそうに、ふらふらと教室を出て行くのであった。




　そして──その放課後の教室にて。

「うーん、変身魔術の授業は、来週からジーンコード解かい析せきかぁ……」

　システィーナが隣となりの席に座るルミアへ、ちょっと困ったように言った。

「どうしたの？　システィ」

「実は、私、予習で自分のジーンコードの分析、もう全部終わらせちゃってるのよね。だから、来週はやることがないっていうか……」

「そうなんだ、凄すごいね、システィ！」

　ルミアが屈くつ託たくのない笑みを浮かべて、システィーナを賞賛すると。

「おお、マジかよ!?　さすがだな、システィーナ！」

「ジーンコード解析ってすごく難しいんだよね？　優等生は違ちがうなぁ」

　カッシュやセシルらクラスの生徒達が、システィーナの快挙を聞きつけて、会話に入ってくる。

「ところで、肉体改変系の変身は、ジーンコードの関係で、変身対象の相性が人によって異なるんですわよね？　システィーナ、貴女あなたに一番相性の良い変身対象はなんですの？」

　そんなウェンディの問いかけに。

「ジーンコード分析の結果……なんと意外なことに、猫だったわ！」

　システィーナが胸を張ってそう返した、その途と端たん。

（やっぱりですわ）

（……やはりか）

（やっぱり……）

「な、何よ、皆!?」

　クラス中の生徒達から、妙みように生温かい視線を一いつ斉せいに浴びせられ、システィーナはたじろぐのであった。

「わたしにはよくわからないけど……システィーナ、もう変身できるの？」

「うーん、まぁ、そうね」

　小首を傾かしげて見つめてくるリィエルに、システィーナはそう応じた。

「もう自分のジーンコードを基もとに、白魔【セルフ・ポリモルフ】の魔術式を自分用に調整したし……変身しようと思えば、できるわ」

　さすが、システィーナ。常に自分達の一歩も二歩も先を行く彼女に、生徒達は尊敬と賞賛の眼を向けた。

「な、なあ！　システィーナ！　だったらさ、今、変身してみてくれよ！」

「うん、見たい見たい！」

　そして、カイとロッドが口々にそんなことを言い始める。

「え、ええー……？　でも……先生がまだ駄だ目めって言ってたし……」

「大だい丈じよう夫ぶだって！　学年一成績優ゆう秀しゆうなお前ならいけるって！」

「なんか難しそうな魔術だからさ、是ぜ非ひ、お前を参考にしたいんだよ！」

「なぁ、頼たのむよ！　天才！」

　そうおだてられ、次第にいい気分になってしまうシスティーナ。

「仕方ないわねぇ……本来なら絶対、やらないんだけど……この術の調整には、実は私も、ちょっと自信あるし……一回だけだからね？」

「あ、あの……システィ？　やっぱりまだやめておいた方が……？」

　ルミアが心配そうに、システィーナを宥なだめるも、その言葉は届かない。

　システィーナは教室の真ん中に立つと、白魔【セルフ・ポリモルフ】を、自信満々に高らかと唱えた──

「《生命の理ことわりは我に在り・万物の創造主に弓引きて・其その躰からだを造つくり変えん》！」




　──。

「えーと……それで、元の姿に戻れなくなってしまったんですね？」

　そんな詳しよう細さいな事情を聞いていたセシリア──学院の法医師先生──が、曖あい昧まいに苦笑いして、彼女へと眼を向けた。

「にゃあ……（すみません……）」

　ルミアの胸に抱だきかかえられている彼女──白い毛並みの美しい猫が、いかにもしょぼんと耳と尾おを垂れる。

　その正体は、白魔【セルフ・ポリモルフ】によって、猫へと変身したシスティーナであった。

　猫化したシスティーナを心配そうに抱かかえるルミアの隣には、リィエルがいる。いつも通りの無表情ながら、どこか不安げな様子で、システィーナの着ていた制服一式を抱えている。

「うぅ……本当にごめん……」

「俺達が無責任に囃はやし立てたから」

　その後ろには、付き添そいでやってきた二組の生徒達が、申し訳なさそうに意い気き消しよう沈ちんしていた。

　そんな彼ら彼女らが集つどうこの場所は、学院の医務室だ。四方を白い壁かべと薬品棚だなで囲まれ、奥には清潔なベッドが数台並んでいる。

　そのベッドの一つには、仕切りカーテンがかかっており、向こう側から、寝ね息いきが聞こえてくる。どうやら誰だれか先客がいるらしい。

「セシリア先生……その……システィは元の姿に戻もどれるんでしょうか？」

　憔しよう悴すいしきったルミアが、開口一番、暗い表情で、そう問う。

「ふふっ……大丈夫です、心配しないでください」

　だが、そんなルミアを安心させるように、セシリアが明るく言った。

「実は毎年この時期になると、必ず出てくるんですよ？　……勝手に先走って変身魔術を試し、元に戻れなくなってしまう生徒さんが。大丈夫、絶対、元の姿に戻れますから」

「にゃー（本当にごめんなさい）」

　セシリアはくすくすと微笑ほほえみながら、猫になったシスティーナを、ルミアから受け取り、診しん療りよう台に乗せる。

　猫システィーナは、まさに借りてきた猫のように大人しかった。

「その失敗の原因のほとんどは、自分のジーンコードの分析不足なんです。変身したはいいものの、元に戻る先がうまく設定できてないから」

「にゃーん（がーん）」

　打ちひしがれたように頭こうべを垂れる猫システィーナを、セシリアはよしよしと撫なでながら続けた。

「これからシスティーナさんの設定した不完全なジーンコードを、私が魔術的に修正します。その……色々あるので今夜は一晩、ここにいてもらうことになるんですけど」

「にゃー……（はい……）」

「うん、仕方ないよね……それじゃ、システィ、今晩は頑がん張ばってね？」

「ん。がんばって」

　セシリアの提案に、猫ねこシスティーナがこくりとうなずき、ルミアとリィエルが交こう互ごに、猫システィーナの頭を撫でた。

「皆みなさん、いいですか？　白魔術の変身は自分の身体からだを作り変えるというとてもデリケートな魔術です。授業で実践する時は、ちゃんと先生の言いつけを守って、細心の注意を払はらって行ってくださいね？　自己判断で勝手なことしちゃ、めっ！　ですよ？」

「「「「はーい……」」」」

　最後に、セシリアがそう締しめくくり、生徒達が申し訳なさそうに返事をして……その場は、お開きになるのであった。




　生徒達が去った後、セシリアは早速、システィーナの治ち療りようを開始する。

　まず触しよく診しんから始まり、注射器で血液を採取し、それを机の上に並べた様々な試験管と魔術試薬で分析していく。

　そして、その得られたデータを石せき盤ばん型の魔ま導どう演算器で処理していき……

　やがて、セシリアは診療台の上に黒い顔料で魔術法ほう陣じんを描えがき、その中心に猫システィーナを乗せ、魔術儀ぎ式しきを執とり行うのであった。




「はい、終わりました」

　そして、魔ま術じゆつ儀式は何の滞とどこおりもなくあっさりと終わった。

「ジーンコード更こう新しんの有効化には多少の時間を要するので、まだしばらくはその猫の姿のままですが……そうですね、明日の朝くらいには、自然と元の姿に戻りますよ」

「にゃにゃーん（本当にありがとうございます）」

　魔術法陣の中心で、猫システィーナはぺこりと頭を下げた。

「もう、間ま違ちがいなく大丈夫なんですが……このケースの場合、一応、規則として一晩ここにいてもらい、私がつきっきりで経過を看みることになっていまして……退たい屈くつかもしれませんが、我が慢まんしてくださいね？」

「にゃん、にゃあん（いえ、とんでもないです。悪いのは私ですから）」

　ふるふる首を振る猫システィーナ。

「あはは……私、動アニマル物・ラン語ゲージはあんまり得意ではなくて……これでは何を言ってるのかわからないですねー」

　セシリアが苦笑いしながら、儀式の片付けをしようと、立ち上がった……その時であった。

「あっ……」

「にゃっ!?（セシリア先生!?）」

　セシリアの身体がぐらりと傾かしいだ。

　見れば、セシリアの顔色が悪い。

「うーん……ちょっと、魔ま力りよくを使いすぎたかな……やっぱり昨日は十二時間しか寝ねてなかったから調子が……」

「にゃあんっ!?（だ、大丈夫ですか!?）」

「とりあえず……クスリ……おクスリを……」

　セシリアがいつも服用している謎なぞ薬ぐすりを求めて、ふらふらと医務室内を歩き始めると。

「──ゴボハァッ!?」

　ぶーっ！

　突とつ如じよ、セシリアは天に向かって、火山の噴ふん火かのように血を吐はき始めた。

　病弱＆虚きよ弱じやく極まりない体質であるセシリアの、いつもの発作だ。

「にゃにゃにゃーんっ!?（せ、セシリア先生ーーッ!?）」

　血の雨が降る中、猫システィーナが目を剝むいて鳴いた。

「ゲホ、ゴボッ!?　だ、大丈夫……大丈夫ですから……ガハッ!?　クスリ……クスリさえ飲めブハッ!?」

　ぼたぼたぼたぼたーーっ！

　セシリアは、口元から滴したたる鮮せん血けつを手で押さえながら、ゾンビのような足取りで医務室隅すみの執しつ務む机に向かって、歩いていく。

「にゃんっ!?（ちょっと、セシリア先生、無理しないでっ!?）」

　猫システィーナが、たたっと、その後を追いかけ……

　やがて、セシリアは薬に辿たどりつく前に、力ちから尽つきてしまったらしい。

「…………カッ」

　ぐるんと白目を剝いて……自分の執務机の上に、糸の切れた人形のように、派手に倒れ込む。

　どんっ！　がっしゃあああんっ！

　机の上のありとあらゆるものが、その衝しよう撃げきで床ゆかにぶちまけられて……

「ふぎゃっ!?」

　駆かけ寄っていたシスティーナは、ひっくりかえった薬草プランターの土を頭から被かぶってしまう。

　そして。

　しーん……

　床にできた血の池の中心に、胸元で手を組んで、死人のように眠ねむるセシリア。このままでは、それが比ひ喩ゆ表現でなくなるのは時間の問題だ。

「にゃ、にゃあん!?（ど、どうしよう!?）」

　こんな猫の姿では、呪じゆ文もん一つ唱えられない。猫システィーナがおろおろするしかないでいると……

「ふぁ～……もう、なんなんだよ、うるせーなぁ……」

　しゃっ！

　突とつ然ぜん、医務室奥のベッドの仕切りカーテンが音を立てて開いた。その向こう側から現れたベッドに、ふてぶてしく寝そべっているその男は──

「ったく、人がせっかく気持ちよく眠……って、おわぁあああああッ!?　セシリア先生ーーッ!?」

　なんと、グレンであった。

「ふにゃっ!?（え、居たの!?）」

　唐とう突とつなグレンの登場に、ぎょっとするしかない猫システィーナ。

　そんな猫システィーナには眼もくれず、グレンは慌あわててセシリアの下へ駆け寄り、その身を抱だき起こす。

「し、しっかりしてくれ、セシリア先生ッ！　ちょっと待っててくれよ！　今、いつもの薬を──」

　そう言って、グレンが周囲を見回すが……

「げっ!?　全ぜん滅めつじゃねーか!?」

　セシリアの常備薬の小こ瓶びんは、全部、床に落ちて割れ、流れていた。

「くっそ、こうなったら俺が作るしかねーか！　魔術薬調合は、あんまし得意じゃねーんだけどなぁ！」

　娘むすめの万が一の時は、よろしくお願いしますと、グレンはセシリアの母ジェシカから色々と教わっていたのだ。

　覚かく悟ごを決めたグレンは、ばんっ！　と音を立てて、壁際の薬草棚だなを開く。

　そこには、乾かん燥そうさせた薬草や香こう木ぼくなどの各種薬効素材が瓶びん詰づめにされ、ずらりと並んでいた。

「えーと、セシリア先生の薬はまず……月下草を……うっ……月下草って、どれだっけ!?」

　グレンが必死に記き憶おくを掘ほり返しながら、棚を物色し始める。

　すると。

「にゃんっ！（先生、これです！）」

　猫システィーナが、ぴょんっと棚に飛び乗り、とある薬草瓶を前脚で突つっついた。

「にゃっ！　にゃっ！」

「猫……？　あっ！　そうだ、思い出した！　これが月下草だったな!?」

　グレンは、その薬草瓶を手に取り、早速、セシリアの薬の調合に取りかかるのであった。




　……。

「よーし、ここまでの工程は、ほぼ完かん璧ぺき……やるな、俺」

　机の上に、火か炉ろや鍋なべ、サイフォンやフラスコなどのガラス器具、様々な薬効素材を並べて、悪あく戦せん苦く闘とうするグレン。

「次はロイヤルハーブを……ロイヤルハーブ？　確かこの部屋のどっかに鉢はち植うえされてたよーな……？」

「にゃーっ！（採ってきました、これです、先生っ！）」

　猫システィーナが机の上に、ひょいっと飛び乗り、口にくわえたハーブをグレンに差し出す。

「おっ!?　ナイスだ！　偉えらいぞ！」

　こうして。

　薬草知識にやや乏とぼしいグレンを、システィーナが補ほ佐さする形で、セシリアの薬を調合していき──そして──




「ふぅ……これでよし、と」

　ベッドに寝かせたセシリアに、調合した水薬をガラスの吸い飲みで飲ませ、グレンはほっと息を吐く。

　ジェシカ直伝の薬の威い力りよくは絶大で、死んだように眠るセシリアの顔色はたちまち良くなっていった。

「もう、大だい丈じよう夫ぶだ……」

「にゃー……（よかった……）」

「しっかし、猫ねこ……お前、お手て柄がらだったな……お前がいなきゃ、多分こんなに早く、薬、作れなかったぞ」

　ベッド端はしで行ぎよう儀ぎ良よく四つ脚をついてちょこんと座る猫システィーナの頭を、グレンが撫なでる。

「にゃ、にゃー……」

「っていうか、そいえば……お前、どこの猫だよ？」

　今いま頃ごろ気付いた、とばかりに。

　グレンは猫システィーナの顔を両手で挟はさみ、自分の方を振ふり向かせた。

「ふにゃっ!?（あ、拙まずいわ。そういえば、先生は私が猫に変身してるってこと、知らない……!?）」

　どうしたものかと焦あせる猫システィーナに構わず、グレンは猫システィーナの両前脚の脇わきの下に手を入れて、両手でひょいっと持ち上げる。

「首輪がねえってことは、野の良ら猫ねこか……まぁ、そうだよなぁ、見るからに薄うす汚ぎたねぇ毛並みだし、ノミとか湧わいてそうだぜ……うへ、えんがちょ」

「にゃっ!?（汚いって何よ!?）　にゃーっ！　にゃーっ！（これは、さっき、土を被ったから──）」

　猫システィーナが抗こう議ぎをするも、それは所しよ詮せん、猫の鳴き声、グレンにその真意が伝わることはない。

「って、おい、こら、暴れるなって……いや、でもしかし……」

　グレンが持ち上げた猫システィーナの顔に、自分の顔を近づけ、じっと見つめる。

「にゃー？（な、何よ？）」

「いや、お前……汚ねぇーけど、よく見たら、凄すげぇ美人猫だな……？」

「ふにゃ!?（ふぇ!?　美人!?）」

　もちろん、その美人は猫としてという意味なのだが、褒ほめられたシスティーナにはそこに気を回す余よ裕ゆうがない。

「にゃ、にゃーん……」

「なんだよ？　一丁前に照れてやがんのか？　まさかな……」

　急にしおらしくなった猫システィーナに、グレンが苦笑する。

「しかし、お前には助けられたし……そうだな……」

　やがて、グレンは猫システィーナを観察しながら、にやりと笑った。

「うむ、こいつは……磨みがけば光る珠たまかもしれん」

「にゃ？」

「よし、お前、俺んちに来い！」

「にゃっ!?」

　思わぬ話の展開に、ぎょっとする猫システィーナ。

「俺んちに来たら、美味うまい飯をたらふく食わせてやるぞ！　どうだ!?」

「にゃーっ!?（ちょ、ちょっと、待ってください先生、私は──）」

「ぐっふっふっ……そういえば、こないだのニュースで、キャットショーの賞金額に、俺、すっげぇビビったんだよな……ッ！」

　キャットショーとは、猫好きの貴族達が集つどい、自分の飼い猫の血統と容姿の美しさを競う大会だ。

「こいつの器量なら、フェジテ各地で優勝が狙ねらえるぞ……そうすれば、賞金もガッポガッポ……よっしゃ、こいつは金のなる木ッ！　帰ったら血統書の偽ぎ造ぞうだぁあああああーーっ！」

「にゃぎゃーーっ！（何、ロクでもないこと言ってるんですか!?　そもそも私は猫じゃなくて──ッ！）」

　と、その時だ。

「……う、ううーん……あら？　グレン先生……？」

　丁度、セシリアが目覚め、ベッドから、ふらりと身を起こした。

「お、目が覚めたようっすね、セシリア先生！」

「にゃっ！　にゃあっ！（せ、セシリア先生っ！　助けてくださいっ！）」

「うーん……私ったらまた倒たおれて……また貴方あなたが介かい抱ほうしてくれたんですよね？　いつもいつも、ごめんなさい、グレン先生……」

「ははっ、どってことねっすよ、このくらい！　それよりも気分はどうっすか？」

「はい、もう大丈夫です。ご心配をおかけしました……あら？」

　すると、セシリアはグレンが抱だいている猫に気付く。

「ふふっ、可愛かわいい……グレン先生、どうしたんですか？　その猫」

「にゃっ!?（えっ!?　あれ!?）」

　にこりと笑うセシリアに、嫌いやな予感を覚える猫システィーナ。

「えっと、こいつ、この医務室にいた猫なんすけど……セシリア先生こそ、何か心あたりありません？」

「ううん、まったくないです」

「にゃーーーっ!?（セシリア先生、記憶が飛んでるぅううう!?）」

　倒れたショックか、はたまた飲ませた薬に不備があったのか。

　なぜかセシリアは、システィーナが猫化した記憶を完全に失っていた。

「そっすか。なら、俺がこの野良を引き取って飼ってもまったく問題ないっすよね!?　いやぁ、俺、カワイソーなこいつを見捨てられなくてさ！」

「ふふっ、グレン先生……やっぱり優しいんですね……」

「にゃーっ！　にゃーっ！（違ちがう、こいつはただのロクでなしです！）」

「あっ、その子も喜んでいるみたいですよ？　きっと、グレン先生の優しさがわかるんですね」

「にゃあああっ！（ちーがーうっ！）」

「というわけで、セシリア先生も無事に目が覚めたし、俺はこのままこいつを連れて帰ります！　それでは！」

「にゃーぎゃーーっ!?（たーすーけーてぇええええーーッ!?）」

　こうして。

　グレンは四し肢しを振り回して暴れる猫システィーナを、片かた腕うででがっちりとホールドしたまま、医務室を風のように去って行き……

「……ええと、私……何か大切なことを忘れているような……？」

　残されたセシリアは、どこか不思議そうに小首を傾かしげるのであった。




　猫になったシスティーナに、抵てい抗こうらしい抵抗などできようはずもない。

「たーだいまーっと！」

　あっという間に、猫システィーナはアルフォネア邸ていへと連れてこられるのであった。

「にゃ、にゃあ……（ど、どうしよう……）」

　背後で、がちゃりと閉じられる玄げん関かん扉とびら。外から見た限り、開いている窓もなかった。

　最も早はや、脱だつ出しゆつは不可能であった。

（こ、こうなったら、ルミアとリィエルが気付いて、助けに来てくれるのを待つしか……）

　あの二人は、後で医務室へお見み舞まいに来てくれることになっている。セシリアから話を聞けば、追つい跡せきは容た易やすい。

　悲ひ壮そうな気分で、猫システィーナがその最後の望みに賭かけようとしていた……その時だ。

「おい、グレン。なんだ、その猫？」

　呆あきれ顔のセリカが、エントランスホールに姿を現していた。

「お前って、ほんと、ガキの頃ころからよく妙みような生き物を拾って……」

「にゃーっ！（アルフォネア教授！）」

　猫システィーナがここぞとばかりに暴れ、グレンの腕うでからするりと抜ぬけ出し、セリカの下へと走る。

「にゃっ！　にゃっ！　にゃーっ！（助けてくださいっ！　教授なら、私の正体わかりませんか!?）」

　後ろ脚で立って、前脚で必死にセリカの足に擦すり寄る猫システィーナ。

　すると。

「ん？　お前……？」

　セリカが目を細め、猫システィーナの両前脚の下に手を入れて、猫システィーナを持ち上げた。

「変身魔ま術じゆつか？　このコード元から察するに……それにこの法医処置……これができるほどの術者は……はっはーん、なるほど……」（ぶつぶつ）

「にゃんっ！（良かったぁ、私の正体に気付いてくれましたね!?　そうです、私です、助けてくださいっ！）」

　降って湧いた希望に、猫システィーナが嬉うれしそうに鳴くが。

「あー？　どうした、セリカ？　その猫のこと、お前、何か知ってんの？」

「いーや、知らん」

　グレンの問いに、あっさりとそう答えたセリカの顔には、いかにも小こ悪あく魔まな笑みが満面に浮うかんでいた。

「にゃっ!?」

「おい、グレン。お前、拾ったからには責任もって、一晩、ちゃんと面めん倒どう見てやれよ！」

「は？　一晩？　どーゆー意味だ？」

「別に？　ただ、やっぱ、セシリアは良い腕してるなって思っただけだ」

　プークスクスと、笑いを堪こらえながらそんなことを言うセリカ。

「にゃああああっ！（この人、絶対、気付いて、わざとやってる!?　面白がってる！）」

「ふっ……念のため、ルミアのとこに使い魔を飛ばして、伝令を送っておこう……『心配するな、任せろ、見舞いは要らん』と」（ぼそぼそ）

「にゃーにゃーにゃーっ!?（やーめーてぇえええーっ!?）」

「セリカ、お前、嫌きらわれてるなぁ。暴れてるぞ、離はなしてやれよ……」

　セリカの悪戯いたずらなどつゆ程も気付かず、グレンが呆れたように言った。

「さて。前々から言ってた通り、私はこれから帝てい都とへ出張だが……お前ら、仲良くやれよ？」

「おうよ、こいつは金のなる木……じゃねえ、カワイソーな野良猫だからな！　人の温もりというものを教えてやるぜ！」

「にゃっ！（目が完全に『金』で、全っ然、説得力ないっ！）」

「あ、そうだ、お前、そいつに手を出すなよ？　ぷっ……くすくす」

「……は？　セリカ、お前、マジで何言ってんの？　俺にンな変態趣しゆ味みはねーよ、ぶっちゃけ引くわ」

　と、そんなこんなのやりとりの後。

　セリカは笑いを堪えながら、アルフォネア邸を発たつのであった。




　そして──

「あ、リィエル」

「どうしたのルミア？」

「今、アルフォネア教授から連れん絡らくがあったよ。システィ、学院の医務室から教授の家に移ったんだって」

「セリカの家？」

「体調を崩くずされたセシリア先生の代わりに、教授がシスティを看てくれることになったみたい」

「ん、そう。なら安心」

「諸事情で、明日の朝まで面会謝絶らしいから……明日の朝、二人でシスティを迎むかえにいこうね？」

　フィーベル邸ではそんなやりとりがなされ、システィーナの淡あわい望みは、ほぼ完全に潰ついえるのであった。




　セリカが外出したことで、屋や敷しきに二人きり（正確には一人と一匹ぴききり）になったグレンと猫ねこシスティーナ。

　そして、猫システィーナの困こん惑わくと動どう揺ようが収まる暇ひまも無く……

「よし！　飯の前にまずは、風ふ呂ろだなっ！」

　グレンがいきなりそんなことを言いだし、猫システィーナをさらなる混乱のどん底へと突つき落とす。

「ふぎゃ!?（お風呂!?）」

「なんか、お前、土まみれで汚きたねぇ猫だし……ノミも湧わいてそうだし、そんな格好で屋敷の中、うろつかれても困るからな！」

「にゃあっ！　にゃあっ！（だから、これは違いますって！）」

「大だい丈じよう夫ぶだ、犬猫洗うのは、実はガキの頃から結構、慣れてんだ……まぁ、俺に任せろ」

　それはつまり、猫の状態とはいえ、自分の全身を、グレンに触さわられることになるわけで……

「にゃーっ！（冗じよう談だんじゃないわっ！）」

　だっ！　と、猫システィーナが逃にげ出す。

「おっと！」

　が、動きを先読みしていたグレンが、難なく猫システィーナを捕つかまえる。

　どうやら、言葉に違たがわず犬猫の扱あつかいには相当に慣れているらしい。

「安心しろって、怖こわくねーよ。じっくり丁てい寧ねいに洗ってやるからさ！」

「ぎにゃああああーーっ！（たーすーけーてぇええええーーっ！）」

　そのまま、抵抗も空しく猫システィーナは風ふ呂ろ場ばへと連れ去られていくのであった。




　アルフォネア邸の風呂場は、白い大理石造りで、広々としていた。

　大きな湯船には熱い湯が張られ、白い湯ゆ煙けむりが充じゆう満まんしている。

　そんな中に──

「よっしゃ！　早速、風呂だぜ！」

「にゃああああーーっ!?（なんで先生まで脱ぬいでるのよぉおおおッ!?）」

　一人と一匹が佇たたずんでいた。

「いや、ついでに俺も風呂、入ろうかなって思って」

　腰こしタオル一枚のみになったグレンの細身ながら骨太な裸ら体たいが、湯煙に晒さらされている。あちこち傷きず痕あとがあるとはいえ、それはまるで古典彫ちよう刻こくのように整っており、年とし頃ごろの乙女おとめたるシスティーナは気き恥はずかしくて、とても直視できなかった。

「にゃにゃんっ！（もう我が慢まんできないわっ！　私は逃げ──）」

「おっと」

　再び猫システィーナが、その場から逃げ出そうとするも、あっさり先回りされて捕まってしまう。

「にゃにゃにゃーっ!?」

「お前って、猫のくせして本当に動きわかりやすいな……まるで誰だれかさんみてーだぜ」

　グレンは笑いながら片手で猫システィーナを抱かかえ、壁かべ際ぎわのシャワーへ歩み寄り、そのカランをひねる。

　貯水槽そうからパイプを通して給湯タンクへ引いた水を、石炭で加熱して沸わかし、水を混ぜて温度調節を行う『ギーザー』という給湯システムによって、シャワーから丁度良い湯加減のお湯が降り注ぐ。

「にゃーっ!?　にゃーっ!?」

　土まみれの猫システィーナの毛並みを優しく撫なでて流れていくお湯。

　グレンはホールドした猫システィーナの背中に石けんを押し当て、わしゃわしゃと泡あわ立だてていき……

「さーてと、こんなものかな」

「にゃ、にゃ……（待ってぇ、止やめてぇ……その……そういうのは、好きな人とじゃないと……）」

　わきわきと動くグレンの手が、猫システィーナへと迫せまっていき……

「よし！　まずはお腹なかから、しっかり洗っていくか！」

「ふにゃあああああああああああああああああああああああああーーっ！」

　悲しげな猫システィーナの鳴き声が、広い風呂場に反はん響きようするのであった。

　わしゃわしゃ。

「にゃあんっ！　にゃあんっ！（ダメダメダメぇえええええーーっ!?）」

「おい、こら暴れるな！　次、手脚」

　わしゃわしゃ。

「にゃーっ！　んにゃあんっ！（嫌いやぁーっ！　お願いもうやめて！　何か変な気分になっちゃうからっ!!）」

「尻尾しつぽも洗うか」

　わしゃわしゃわしゃ。

「ふにゃ!?　うにゃっ!?（うひゃあっ！　ぞくぞくするぅうう!?）」

「首回り……胸部……お尻しり……」

　わしゃわしゃわしゃわしゃ……

「にゃぎゃーっ！　にゃーっ！　にゃーっ！（ふひゃん!?　やんっ！　あんっ！　そこは駄だ目めぇーーっ!?）」

「耳……」

「にゃんっ!?（きゃんっ!?）」

「それから……」

　わしゃわしゃわしゃわしゃわしゃわしゃわしゃわしゃわしゃ……




　……そして、色々あって。

「ふかーっ！　ふかーっ！」

　風呂後。居間の隅すみで、涙なみだ目めで膨ふくれて威い嚇かくしてくる猫システィーナ。

「……警けい戒かいされてんなぁ」

　それをグレンは半眼で眺ながめていた。

「ったく、そんなに風呂が嫌いだったのかよ……容よう赦しやねえなあ」

　腕うでに刻まれた引っ搔かき傷と嚙かみ痕あとに、治ち癒ゆの軟なん膏こうを塗ぬりながら、グレンがふて腐くされたように言う。
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「ふかーーっ！　ふぅーっ！（うぅ……汚けがされた……男の人に、全身を余すことなく、じっくりねっとりまさぐられた……もうお嫁よめに行けない……）」

　風ふ呂ろ上あがりののぼせやら、意味不明の胸の動どう悸きやらで、猫システィーナの頭はぐるぐるの大混乱状態だった。

「しかし、お前……本当に化けたな」

　そんな猫システィーナの複雑な心境などつゆ知らず、グレンは感心したように零こぼした。

「まさか、ここまでの美猫だとは思ってなかったぞ？」

　汚れをすっかり落とし、温風魔ま術じゆつでしっかり乾かわかしたその毛並みは、思わず触ふれたくなるほど、ふわふわのフカフカになっていた。

　触ればさぞ心ここ地ち好よい感覚を手に返してくれるであろうその真っ白な毛並みの美しさは比類ない。月夜に淡く輝かがやく新雪の雪原のようであった。

「お前ほどの猫は、マジで見たことねーわ。こりゃいい拾いものしたぜ！」

「ふかーっ！（このロクでなしっ！）」

「ふうむ……この見事なまでの白い猫……よし、システィーナと名付けよう！　ていうか、お前、なんか白しろ猫ねこと雰ふん囲い気きそっくりだし！　いいよな、システィーナ！」

「ふっぎゃ！　にゃにゃにゃっ！（勝手に人の名前使うなッ！　てか、なんでこんな時ばっか名前呼びなのよ、根本的に何もかも逆よ、逆ッ！）」

「ぎゃあああああッ!?　こら、嚙みつくなぁああああーーっ!?」

　素早く駆かけ寄ってきた猫システィーナに足を嚙まれたグレンが、悲鳴を上げるのであった。




　そんなこんなで。

　グレンと猫システィーナは二人だけの夜を過ごしていく──




「ほれ、お待ちかねの餌えさだ。食え」

　どん、と。

　猫システィーナの前に置かれた皿の上に、まるまる太った生魚が置かれる。

「いやぁ、今日は市場でなかなか良い魚が手に入っ──」

「ふにゃあああーーっ！（食べられるわけないでしょっ!?　せめて火くらい通してよッ！）」

「ぎゃあああーーっ!?　痛い！　痛いって！　嚙みつくなっ！　引っ搔くなっ！　悪かった、悪かったよ！　ちゃんと料理するからっ！」




「ったく……面めん倒どうなお嬢じよう様さま猫だぜ」

　食堂のテーブルについたグレンが、皿に載のった魚のムニエルをナイフとフォークで小さく切り分ける。

「ほらよ」

　フォークで刺さした魚の小片を、グレンは前に差し出す。

　すると、そこには猫システィーナが四つ脚をそろえて行ぎよう儀ぎ良よく座っていて……

「にゃ」

　差し出された魚をカプリと食べた。

　それを固かた唾ずを吞のんで見守っていたグレンがようやく安あん堵どの息を吐つく。

「にゃー（……まぁまぁね）」

「はぁ～～ようやく食べてくれたか……本当に注文の多いやつだぜ……俺、料理なんてやったの久々だぞ」

「にゃー（早く、次ちょうだいよ。今の私は手脚が猫だもの。食べさせてもらわなきゃ、食べられないし）」

　頰ほお杖づえをついて、くたびれたように嘆たん息そくするグレンの頰を、システィーナが前脚でちょいちょいとつつく。

「催さい促そくか？　はいはい……ったく、生意気なやつめ」

　グレンは再び魚を小さく切り分け、猫システィーナの口元へと運んでいく。

　さすがに今日一日は色々ありすぎて、お腹が空いていたらしい。猫システィーナはどこか嬉うれしそうに、それを頰張った。

「にゃー（はぁ、ようやく人心地ついてきたわ……猫だけど……）」

「しかし、システィーナ……お前、猫のくせに、どことなく上品だよな……そんなところも白猫にそっくりだぜ」

「うにゃー（色々、突つっ込こみどころ満まん載さいの台詞せりふだわ……もう諦あきらめたけど）」

　半眼で睨にらんでくる猫システィーナを余よ所そに、グレンはスプーンでスープをすくい、ふーふーと息を吹ふきかけて冷ます。

「ほらよ」

「にゃ……」

　小さな舌を出して、差し出されたスープをぴちゃぴちゃと舐なめる猫システィーナ。

　その仕草は完全に猫だが、やはりどことなく気品があった。

　そんな猫システィーナの様子に、グレンも、思わず相そう好ごうを崩くずす。

「システィーナ……可愛かわいいな、お前」

「にゃっ!?」

　不意打ちのようなその言葉に、猫システィーナの頭が、ぼんっ！　と一いつ瞬しゆんで沸ふつ騰とうした。

「キャットショーで一ひと儲もうけしてやろうかと思ってたが……仕方ねえ、その可愛さに免めんじて勘かん弁べんしてやるか」

「にゃ、にゃあ？（か、可愛い？　この私が……？　で、でも、これって猫として、っていう意味だし……あわわわわわ……）」

　だが、普ふ段だんなら絶対あり得ない、名前呼びの上に、可愛いなどとまで言われてしまい、猫システィーナの頭は際限なく湯だっていく。

「ふー、ふー……ほらよ」

　ぷしゅーと頭から湯気が立っている猫システィーナの鼻先へ、再びグレンがスープのスプーンを差し出す。

　グレンに食べさせてもらう。

　今までは猫だったから仕方ないと割り切っていた行こう為いが、途と端たん、とてつもなく気き恥はずかしくなっていく。

　だって、よくよく考えれば、それではまるで恋こい人びと同士ではないか。

　……グレンはただの餌やりとしか思っていないだろうが。

「にゃにゃにゃにゃっ！（も、もういいわよっ！　なんとか自分で食べるからっ！）」

「あ、おい！　こら、そっちは──」

　グレンの制止の声を振ふり切って、システィーナはスープの皿に飛びついて、顔を近づけて──

「にゃぎゃーーっ！（熱ぅううううううううううーーッ！）」

「バカ、言わんこっちゃねえ！　猫ねこ舌じたのくせに無茶すっから!?」

　テーブルの上で転げ回る猫システィーナを、グレンは慌あわてて介かい抱ほうするのであった。




　グレンと猫化したシスティーナ。

　一人と一匹ぴきは、何かことあるごとにてんやわんやしながら、夜は更ふけていき──そして──




　──時分は、日付も変わった深夜。

「にゃあん……（後、もう少しよ……もう少しで人間の姿に戻もどれるわ）」

　慣れない猫の姿で、色々と気き疲づかれしてしまった猫システィーナが、アルフォネア邸ていの廊ろう下かをとぼとぼと歩いていた。

「にゃー……（まったく、どうして私がこんな目に……これというのも全部、先生のせいよ……）」

　多少、理り不ふ尽じんな気もするが、そうと思わずにはいられない。

「にゃー……（先生の授業の進行が遅おくれたから……私がこんな目に……）」

　と、その時だ。

　猫システィーナは廊下の前方……とある部屋の扉とびらが僅わずかに開き、ランプの淡あわい光が漏もれているのに気付いた。

　あの部屋は確か、グレンの自室だ。

「にゃー（あいつったら、まだ起きてるの？　あいつが眠ねむいせいで、授業が遅れたっていうのに……）」

　これは説教してやらなければならない……出来ないけど。

（こんな遅おそくまで……一体、何やっているのかしら？）

　猫システィーナは、扉の隙すき間まへ、そっと身体からだを滑すべり込ませた。

　部屋の中に入ると、まず目に入ったのは、熱心に机へ向かうグレンの背中だ。その机の上には本が塔とうのように積み上がっている。

「……こうか？　これなら……いや……白猫の魔ま力りよくと魔術特性なら……こっちを乗法した方が……」

　グレンは、本を片手に、一心不乱に何らかの作業を机上で行っているようであった。

（……？）

　猫システィーナが、じっとその背中を見上げていると……

「ふぁあ……眠ぅ……お、なんだ、システィーナ、いたのか」

　やがて、欠伸あくびをしながら伸のびをしたグレンが、猫システィーナの存在に気付いた。

「にゃー？（何やってるのよ？）」

「何やってるかって？　ははは、ちょっとな……」

　すると、グレンは猫システィーナの身体をひょいと持ち上げ、机の上に座らせた。

　そこには羊皮紙の上に細かく書き連ねられた魔術式があった。

「にゃ……（これって……）」

「ははは、流石さすがに猫のお前にゃ、わからんかもしれねーがな」

　そう屈くつ託たくなく笑いながら、猫システィーナに語りかける。

「俺には、教え子っていうか、弟子みてーなやつがいてな……クソ生意気なやつだけど」

「！」

「黒くろ魔ま【シュレッド・テンペスト】……これからあいつに教えてやる予定の呪じゆ文もんだ。あいつの新しい力だ。難しい術だが、今のあいつなら間ま違ちがいなくモノにできる。だからそれを、あいつが習得しやすいよう、扱あつかいやすいように調整してやってるんだよ」

「にゃ!?（えっ……!?）」

「それに、あいつ、最近、魔ま術じゆつ師しとして、めちゃくちゃ伸のびてきたからさ……また、色々と特訓メニューを新しく考えてんだ……」

　猫システィーナが周囲を見回せば、確かに、書きかけの特訓スケジュール表みたいなものもあった。

　すると、グレンは猫システィーナの頭を撫なでながら、言った。

「俺は魔術が嫌きらいだが……正直、あいつに魔術を教えるのは楽しい。きっとあいつは、将来、俺なんか足下にも及およばない、スゲェ魔術師になるんだろう……きっと、あいつは俺に出来なかったことをやってくれる……そんな気がするんだよ」

「にゃー……（先生……）」

「そんなわけで、ここんところ、連日夜よ更ふかしで眠くて眠くて……ふぁあぁぁぁ……」

　眠ねむ気けで思考力が低下したせいか。

　はたまた、今日は猫とはいえ、たまたま話し相手がいたせいか。

　眠そうなグレンの独白は続く。

「あいつ……システィーナ……最初は本当に生意気なやつだと……思っていたよ……魔術の現実を何一つ知らねえガキのくせにって……」

「…………」

「でも、あいつは俺が失った魔術への情熱を持っていてな……魔術の現実を知った後も変わらなくて……それが俺には眩まぶしかった……」

「…………」

「それにな……俺は、あいつのおかげで学院にいられてな……生意気だけど……その点だけは……感謝してるっつーか……」

「…………」

「それに、友達思いなやつでよ……友達を守るために強くなりたいとか……応おう援えんしてやりたくなるだろ……？　見てみたくなるだろ……？　あいつの行く先を……だから……このくらいの苦労は……恩返しみたいなもんで……」

　余程、疲つかれていたのだろう。

　グレンの頭は、話しながら、少しふらふらと舟をこぎ始めていた。

「にゃー……（先生……）」

　猫ねこシスティーナはこみあげてくる温かい気持ちに胸がいっぱいとなる。

「（この人はロクでなしだけど……本当はやっぱり……）」

　くすぐったくも、胸が高鳴る心ここ地ち好よさ、優しく幸せな感情。

　この感情の正体はなんだろうと、猫システィーナがぼんやりと考えていると……

「ふぁああぁぁぁぁ……さぁて、もう少し頑がん張ばるか……」

　グレンが大きな欠伸をしつつ、伸びをして、再び魔術式の再編に取りかかろうとして……

「……にゃ」

　ぺろっと。猫システィーナはグレンの手を舐めていた。

「お前……？」

「にゃー（今日はもう寝ねましょう、先生……無理はダメですよ）」

　何かを訴うつたえるように、じっと見上げてくる猫システィーナを、グレンはしばらく見つめ返して……

「……そうだな。そろそろ寝るか」

　グレンはふっと口元を緩ゆるめた。

「不思議だな。お前の言うこと……なぜか知らんが、なんとなくわかるんだよな……なんとなくだが……猫なのに……」

　そして、グレンは席を立ち、部屋の隅すみにあるベッドへと向かい、その上でごろりと横になる。

「……お前も一いつ緒しよに寝るか？」

「にゃんっ！」

　なんだか素直に甘えたい気分だった猫システィーナは嬉うれしそうに鳴いて、ぴょんっと机の上を飛び降り、たたたっと部屋を横切り、グレンが横たわるベッドの上に飛び乗った。

　そして、グレンのすぐ横で丸まって横になる。

　互たがいの吐と息いきが感じられるような距きよ離りで一人と一匹が、じっと見つめ合う。

「……ったく、やれやれ……」

　グレンは手を伸ばして、そんな猫システィーナの頭を優しく撫でながら……

　ゆっくりと。

　……ゆっくりと。

　一人と一匹は深い眠りの底へと沈しずんでいくのであった。




　…………。

　……窓の外から朝の到とう来らいを告げる小鳥の囀さえずりが聞こえてくる。

　暖かい微睡まどろみの揺ゆりかごに揺られていた意識が、ゆっくりと浮ふ上じようする。

「……ん。……朝か……？」

　薄うつすらと目を開く。

　しょぼしょぼとする目に、情なさけ容よう赦しやなく差してくる日の光。

　今日もかったるい一日が始まるな……そう思いつつ、グレンが目を擦こすっていると。

「すー……すー……すー……」

　ふと、耳元に感じる誰だれかの寝ね息いき。

　自分の身体にかかる暖かな重み。

「……なん……だ……？」

　グレンがそちらに目を向ければ……

「すー……すー……すー……」

　朝日をきらきらと跳はね散らして輝かがやく美しい銀の髪かみ。それがベッドの上に形作る大河。

　システィーナが、グレンに抱だきつくような格好で眠っていた。

　最も早はや、猫の姿ではない。

　一糸纏まとわぬ、生まれたままの少女の姿だ。細い肩かた、うなじ、胸元……絹のようにきめ細やかな肌はだが目に眩しい。

「……………………」

　完全に、思考が停止するグレン。

　寝起きの倦けん怠たい感など一いつ瞬しゆんで吹ふき飛ぶような衝しよう撃げきがグレンを襲おそっていた。

「なぜに？　一体、何があった？」

　グレンの時間が完全停止していると。

「……う……ん……」

　見られている気配を感じたのか、やがて、システィーナもゆっくりと目を覚ます。

　やや吊つり気味の、ぱっちりと大きな緑玉エメラルドの瞳ひとみが、グレンの黒瞳と合わせ鏡のように無限回かい廊ろうを形成する。

「……あ……先生……」

　システィーナが僅わずかに身を起こして耳元をかきあげると、ベッド上の銀の河が、さらりと流れる形を変えた。

「えへへ……おはようござ……」

　システィーナが寝起き特有のぼんやりした意識で、グレンへ甘えるようにふにゃりと笑いかけた……その時だ。

「…………」

　突とつ然ぜん、システィーナの動きが固まった。ぎりぎりと首を動かしながら、固まったままの笑顔で、自分の手や身体からだを順に眺ながめていく。

　しばらく、グレンがじっと見ていると、システィーナの顔はみるみるうちに青ざめていき……やがて、それを通り越こすと、今度はみるみる赤くなっていき……

「きゃ……」

「きゃ？」

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああーーっ!?」

　アルフォネア邸ていに、耳をつんざくような悲鳴が響ひびき渡わたった。

「みっ、見ないでぇええええええええええええええええええーーっ!?」

「どぉおおおおわぁあああああああああああああああああああーーっ!?」

　火事場のバカ力で、システィーナがベッドのシーツを引っぺがす。

　その勢いでグレンがベッドから転がり落ち、猛もう烈れつに顔面を床ゆかへ強打することになるのだが、システィーナは気付かない。

「ぎゃーーーーーーーーーっ!?」
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「あわ、あわわわわわわわわ!?」

　システィーナは剝はぎ取ったシーツを身体に羽織り、一目散にその部屋から逃にげ出すのであった。

（な、な、何がどうなって……？）

　目から火花を盛大に出しているグレンが、おぼろげに物思う。

　グレンが大混乱の極みの中にいると、やがて階下から……

「システィ～っ！　おはよう～っ！」

「おはよう、システィーナ」

「あっ……無事に元の姿に戻もどれたんだね……よかった！」

「ん、よかった」

「新しい制服と下着、持ってきたよ……って、どうしたの？」

「る、る、ルミア～～っ！　リィエルぅ～～ッ！　わた、わた、私、私、私……う、うわぁあああああんっ！」

　どこか聞き覚えのある少女達の会話が小さく聞こえてくるのだが……

　その正体を認識する前に、グレンの意識は深い闇やみの中へ、すとーんっと落っこちてしまうのであった。




　……そして。

「そっかぁ……あのシスティーナ……じゃねえ、あの白い猫ねこ、実はお貴族様の飼い猫だったのかぁ……」

　ルミアの介かい抱ほうで目を覚ましたグレンが、学院へのいつもの道のりを歩きながら、惜おしそうにぼやいていた。

「だよなぁ、どうりで品のいい、高級感あるやつだと思ったよ……」

「は、はい、そうなんです……実は飼い主さんが昨日から迷子になったあの子のことを随ずい分ぶん心配してて……それで、今朝、先生が眠ねむっている間に、引き取っていかれたんです」

　ルミアから聞かされた事情に、グレンは残念そうに溜ため息いきを吐ついた。

「ちぇーっ！　せっかく、キャットショーで一山当てようと思ったのによ……美味うまい話ってねーなぁ」

「あ、あはは……」

「グレン、酷ひどい。猫、かわいそう」

　ルミアが曖あい昧まいに笑い、リィエルがどこか憮ぶ然ぜんと言う。

「ところで」

　グレンが頭だけ、くるりと振ふり返って、肩かた越ごしに背後を見る。

「……白猫のやつ、どうした？　風か邪ぜか？」

　そこには、制服姿のシスティーナが顔を真っ赤にしながら俯うつむいて、とぼとぼついて来ている。グレンとは一度たりとも目を合わせようとしない。

　その頭からは現在進行形で、ぷっしゅ～と湯気が立つようであった。

「あ、あはは……うん、そういうことにしてください。実はシスティ、昨晩からずっと、体調が悪かったんです……これ以上の追つい及きゆうは……その」

「……？　まぁ、どうでもいーけど、あんま無理すんなよ、お大事にな」

　すると、グレンも気まずそうに、ぷいっとシスティーナから目を離はなす。

（やれやれ……となると、今朝のアレは、やっぱ夢だよな……）

　がりがりと頭をかくグレン。

（しっかし……俺、大だい丈じよう夫ぶか？　夢の中とはいえ、素っ裸ぱだかの白猫が出てくるなんてよ……どうやら、俺はよっぽど疲つかれてるらしいな……最近、白猫の修業のことばっか、考えてたせいかね……？）

　はぁ、と。その時、グレンとシスティーナが、同時に溜息を吐く。

　二人の憂ゆう鬱うつと葛かつ藤とうはしばらくの間、終わりそうになかった。



















　とある穏おだやかな昼下がり。

　システィーナ、ルミア、リィエルの三人が、いきつけのオープンカフェのいつもの屋外席に陣じん取どっていた。

　その丸いテーブルの中央には、ティーセット。

「だから、ここがこうで……つまりこの式をこう変へん換かんすると……」

「あ、本当だ。システィ、凄すごい」

　システィーナとルミアは、テーブルの上に教科書やノートを広げ、今日の授業内容の復習をしている。

「…………」

　そんな二人を余よ所そに、リィエルの意識は、とある物に注がれていた。

　苺いちごタルトである。

　リィエルの前には、お皿に載のった苺タルトがあったのだ。

　リィエルはそれを穴が開くほど、じぃ～っと見つめていた。

「…………」

　見れば見るほど、美味おいしそうな苺タルトであった。

　甘く香こうばしい匂においを漂ただよわせるサクサクのタルト台は狐きつね色いろ。その中にはふわふわのカスタードクリームがたっぷり詰つまっており、その上にナパージュで美しく化け粧しようされた苺が、瑞みず々みずしい光を放って輝かがやきながら、贅ぜい沢たくに並んで載っている。そして、バニラエッセンスの甘い香かおりを、飾かざられたミントの香りが清すが々すがしく演出していた。

「……ん」

　そんな極上の苺タルトを前に、リィエルの眠たげな目が、どこか嬉うれしそうに細められた。

「あっ、ごめんね、リィエル」

　そんなリィエルの様子に気付いたシスティーナが、申し訳なさそうに声をかける。

「私達、まだちょっと時間かかるから……先に食べてていいよ？」

　システィーナの前にはチョコケーキ、ルミアの前にはシュークリームがあるのだが……まだまだ本日の勉強は終わらないようだ。

「……いいの？」

「うん、遠えん慮りよしないでね」

　リィエルに、にっこり笑って応じるルミア。

　二人の了りよう承しようを得たリィエルは、待ってましたとばかりに、目をきらきらさせ、苺タルトを手に取る。

　そして、あーん、と小さく口を開き、さくり、と苺タルトを食べ始めた。

「……！」

　途と端たん、口の中一いつ杯ぱいに広がる甘酸っぱさに、リィエルの能面が幸せそうに綻ほころんでいく。

　サクサクサク……

　それからは、リィエルはまるで子リスが木の実を齧かじるかのように、黙もく々もくと苺タルトを食べた。

　リィエルは幸せだった。

　一口齧るごとに、リィエルの頭をふわふわした多幸感が包んでいく。何度味わってもまるで飽あきない。ずっとこんな気持ちを味わっていたい。

（ん……やっぱり、わたし、苺タルト……好き）

　サクサクサク……

　ひたすら無言で、リィエルはその幸せな一時に浸ひたっていく。

　だが。

　そんなリィエルの幸福の時間は──唐とう突とつに終わりを告げた。

　──ズギッ！

　それまでリィエルの頭を甘く包んでいた幸福感を、一いつ瞬しゆんで吹ふき飛ばす激痛が、リィエルの口の中を走った。
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「──ッ!?　!?　!?　!?」

　その刹せつ那な、リィエルの身体からだが石像のように硬こう直ちよくする。

　帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団の一員として、今まで数多くの負傷を経験したが、そのどれとも違ちがう痛みに、リィエルは目を白黒させていた。

（……何？　今の？　気のせい？）

　しばらく硬直した後、リィエルが意を決して、再び苺タルトを齧ると……

　──ズギィンッ！

「～～～ッ!?　!?　!?　!?　!?」

　さっきよりも酷い痛みが、リィエルの口の中を襲おそった。まるで口の中を稲いな妻ずまが貫つらぬいたかのようだ。

　全身から、だらだらと冷や汗あせを垂らし、青ざめていくリィエル。

「うーん、なるほど……だから、私、上手くいかなかったんだね……」

「そういうこと！　あの魔ま術じゆつ式の裏に潜ひそむ落とし穴は、初見の人は皆みんな、引っかかっちゃうのよね～」

　ルミアとシスティーナは勉強に夢中で、リィエルの異変には気付かない。

「………………」

　リィエルは苺タルトを齧ったポーズのまま、完全に固まってしまう。

　その日──あのリィエルが、苺タルトを残すという、前代未聞の異常事態が発生するのであった。




　そして──次の日。

「うぉおおおおおおーーッ！　久しぶりにマトモなメシが食えるぞぉおおおおおおおおおおーーッ!?」

　魔術学院の昼休み。昼食をとる生徒達で賑にぎわう学生食堂に、一際うるさい叫さけびを上げる者がいた。

　言わずもがな、グレンである。

「もうっ！　大おお騒さわぎしないでくださいってば！　恥はずかしい！」

「ばっか！　白しろ猫ねこ、これがはしゃがずにいられるかってんだ！　やっと今月の給料が入ったんだぞ!?　これで昨日までのシロッテ生活からオサラバできるんだぞ!?　よっしゃ、今日の昼飯は豪ごう勢せいにすっぞぉーーっ!?」

「まったくもう……無計画にお金を無む駄だ遣づかいした自業自得じゃない……」

「あはは、まぁまぁ……」

　呆あきれたように額を押さえて溜ため息いきを吐つくシスティーナを、ルミアが曖あい昧まいに笑って宥なだめる。

　そして、そんな彼らの後を、リィエルが、影かげのようについてくる。

「…………」

　無表情なのは相変わらずだが、今日のリィエルはどこか暗く、やや肩かたを落としていた。

　そして、食堂の席の一角を陣取ったグレン達は、それぞれ好きな料理を調達してきて、賑やかな昼食会を始めるのであった。

「いただきまぁはぐすはぐはぐッ！　もぐもぐッ！　がっがっがっッ！」

　やせの大食いなグレンは、ローストビーフにフィッシュ＆チップス、ミートパイ、チーズサラダ、ベイクドビーンズ、炒いためパスタ……大量の料理をテーブルに並べ、ひたすら貪むさぼっていた。

「もう、行ぎよう儀ぎ悪わるいわね!?」

「もぐもごもごッ──ごっくん！　仕方ねえだろ!?　だって、安くメシ作ってくれるセリカが、ここ数日、件くだんの教員研修でいなかったんだからよ！　こちとらマトモな食事をするのはマジで久しぶりで──」

「まったくもう……だから、私がお弁当を作ってあげようかって言ったのに見栄張っちゃって……」（ぼそぼそ）

「あん？　何か言ったか、白猫？」

「何も言ってませんっ！」

　そんな風に姦かしましく昼食が進む中。

「……あれ？」

　グレンとシスティーナのやりとりに苦笑いしていたルミアは、ふと、それに気付き、麦むぎ粥がゆを口に運ぶスプーンの動きを止めていた。

「どうしたの？　リィエル」

「…………」

　見れば、リィエルの前には、お皿にちょこんと載った苺タルト。

　それ自体はいつものことなのだが……なぜかリィエルは、それに手をつけようとはせず、どこか思い詰めたような表情で、じっと見つめている。

「そう言えば……リィエルったら、昨日も苺タルト、残してたわよね？」

　さすがに不思議に思ったシスティーナも、リィエルに顔を向ける。

「本当にどうしたの？　まさか、どこか具合でも悪い？」

「そんなことない」

「うーん……ひょっとして、苺タルトばかりで飽きちゃった、とか？」

「……そんなことない」

　システィーナとルミアに口々に問われても、リィエルは素っ気なく返して……やはり、苺タルトをじっと見つめ続けるだけだ。

「お？　なんだ、リィエル！　お前、腹減ってねーのか!?」

　すると、久々の人間の食事に、ハイテンションになっていたグレンが、リィエルに声を投げかける。

「げへへへ！　要らねえなら、それ、もぉ～～らいっとぉ！」

　そして空気も読まず、グレンがリィエルの苺タルトへと手を伸のばして──

「だめ！」

　さすがにそれには反応し、リィエルは慌あわてて苺タルトを手にとって、グレンの魔まの手から守り──

「……はぐ！」

　意を決したように、その苺タルトに嚙かみついた──その瞬しゆん間かん。

　ズギギギィンッッ！

「ぴぃいいいいいいいーーッ!?」

　びくんっ！　と、その小さな身体を震ふるわせて、リィエルは奇き妙みような悲鳴を上げるのであった。

「な、なんだ？　リィエル……お前、どうした？」

　グレンもシスティーナもルミアも、目を丸くしてリィエルを見る。

「う……うぅ～、な、……なんでも……ない……」

　あの常に能面のリィエルが涙なみだ目めになって、右の頰ほおを手で押さえている。

　そして、もう一度、今度は苺いちごタルトに恐おそる恐る、齧りついて……

「んんんんんんんんんんんん～～～ッ!?」

　まったく同じ反応を繰くり返す。

　リィエルのそんな姿に、ピンと閃ひらめくものが、グレンにはあった。

　グレンが手を伸ばし、頰を押さえるリィエルの右手を摑つかんで引き剝はがす。

　よく見たら、リィエルの右みぎ頰ほほは腫はれていた。

「お前……ちょっと口を開けてみろ」

　確信をもって、グレンはもう片方の手でリィエルの口を開けさせ、中を覗のぞき込む。

　と、そこには──




「あ、あはは……これは立派な虫歯ですねぇ……」

　学院の医務室にて。

　リィエルを診しん療りよう台に寝ねかせて口を開かせ、小さな歯鏡でその口内を診察していたセシリアが苦笑いをしていた。

　リィエルの右奥歯の一つに、大きな黒い穴──虫歯ができていたのだ。

「リィエル……お前、苺タルトの食べ過ぎだ、この馬ば鹿かちん」

「気がつかなかったわ。そう言えば、リィエルの歯は磨みがきって、やけに速いなって、ずっと思ってたのよね……」

「きっと、歯磨きが不ふ充じゆう分ぶんだったんだね……私達がもっと気をつけていればよかったね」

　呆れ顔のグレン、溜息を吐くシスティーナ、心配そうなルミアを前に、リィエルは、むぅ……と悲しそうに呻うめくだけだった。

「虫歯は放っておくと、結構、ヤバいんだ。ここで、きちんと治ち療りようしとかねーとな。……って、セシリア先生、コレ、法医術で治療できます？」

　グレンの問いに、セシリアがにこりと微笑ほほえんだ。

「はい。私、歯科治療もできますよ」

「おおっ！　マジっすか!?　さっすがセシリア先生！　法医術に関しては、マジ万能っすね!?」

　グレンは素直に尊敬の目を、セシリアへと向けた。

「具体的には、どうするんすか？」

「はい。虫歯になった歯と神経は、現代の法医呪じゆ文もんでは再生できないので、これは削けずって取り除きます。その後、その削った部分に、粘ねん土ど状の疑似歯質で詰つめ物をし、法医儀ぎ式しきでそれを歯と同じ成分に変へん換かんして馴な染じませます。そうすることで、虫歯があったとは思えないくらい綺き麗れいに治るんです」

「なるほど、そんな治療法が……」

　グレンとシスティーナが、感心したように頷うなずいた。

「あー、でも、歯を削るって……そこは変わらないんですね」

　何を思いだしたのか、システィーナが青ざめ、ぶるりと身み震ぶるいする。

「アレって、噂うわさではもの凄すごく痛いって聞くんですけど……昔、街の歯科医院の傍そばを通った時、身の毛もよだつ悲鳴が外まで聞こえてきて怖こわくて怖くて……あのゼンマイ駆く動どう式ドリルで歯を削るなんて、想像しただけでもう……」

「？　？　？」

　リィエルは、よくわかっていないらしく、きょとんとして、頭に『？』を踊おどらせている。

「わたしにはよくわからないけど……そのムシバ？　治すの……痛いの？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。私は良い麻ま酔すいの魔ま術じゆつ薬を持ってますし、魔ま力りよく駆動式ドリルなら、素早く削れます。全然、痛くないですよ？」

　セシリアがリィエルを安心させるように、微笑みながら言った。

「おい、白猫。リィエルを無む駄だにビビらせんじゃねーよ。怖がって、逃にげちまったらどーすんだよ？」

「あ……ご、ごめんなさい……」

　すると。

　そんなグレンの物言いに、リィエルは少し、むっとしたらしい。

「子供扱あつかいしないで。わたしは平気。痛みには強いし」

　どこか憮ぶ然ぜんとそう言った。

「はいはい。……てなわけで、セシリア先生。さっそく、こいつの虫歯の治療、始めちゃってくれませんか？」

「はい、わかりました。それでは、リィエルさん、もう一度仰あお向むけになって、大きく口を開けてくださいね」

「ん」

　こうして、リィエルの虫歯治療が始まるのであった。

　セシリアはまず、小さな刷は毛けで麻酔薬を、リィエルの口内の虫歯周辺へ慎しん重ちように塗ぬった。これだけで痛覚を完全に遮しや断だんできる優れものらしい。

　麻酔が効果を発揮する時間を充分にとって、そしていよいよ……

「はい、いきますよ？　怖くないですよ～、痛くないですからね～？」

「ん……」

　魔力で駆動する小さなドリルを、セシリアはリィエルの口内へと慎重に運び、その虫歯に近づけて……虫歯の掘くつ削さくが始まった──その瞬間。




「んああああああああああああああああああ～～ッ!?　!?　!?」




　学院校舎内を震しん撼かんさせるような、リィエルの絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたり──

　どんっ！　がらがらがっしゃああああああああああああああんっ！

　極限まで絞しぼられた発ば条ねが弾はじけるような挙動でリィエルが跳はね起き、診療台とセシリアを吹ふき飛ばし、医務室の扉とびらをぶち破って、猛もう然ぜんと逃とう走そうしていくのであった。

「「「セシリア先生ーーッ!?」」」

　壁かべに叩たたきつけられて血を吐はき、白目を剝むいて倒たおれるセシリアへ、慌ててグレン達が駆かけ寄る。

「し、しっかりしてください、セシリア先生ーーッ!?」

「ごふっ……う、迂う闊かつでしたぁ……あの麻酔……本当の本当に稀まれなケースですが、体質の関係で効きが悪い人が、いまして……リィエルさんがそうだったみたいですげほっ……」

「あちゃー……なんて運が悪い……」

「べ、……別の麻酔……使えば……問題ありませんが……でも、リィエルさん……逃げちゃって……」

「そ、そうだ！　こうしちゃいられねえ！　リィエルを追わねえと！」

　グレン達は、セシリアの介かい抱ほうを手早く済ませ、逃走したリィエルを追って医務室を飛び出すのであった。




　そんなこんなで──二年次生二組の教室にて。

「お、おい……リィエルちゃん、どうしたんだ……？」

「さぁ？　何かあったのかなぁ？」

　カッシュやセシルなど、二組の生徒達が、教室の隅すみにある掃そう除じ用具ロッカーを、ぽかぁんと眺ながめている。

「…………ッ！」

　ガタガタガタガタガタ……

　そのロッカーは固く閉ざされ、小刻みに震えている。

　中に、リィエルが入っているのだ。

　先ほど、この教室に猛然と駆け込んできたリィエルが、そのロッカーの中に入ったきり、さっぱり出てこない。

「あの、リィエルさん？　一体、どうしたんですの？」

　心配したウェンディが、ロッカー越ごしに声をかけるも、リィエルは何一つ反応を示さない。

　生徒達が困ったように、そのリィエル入りロッカーを眺めていると。

「お前ら！　どっかでリィエルを見なかったか!?」

　今度は、教室内にグレン達が慌あわただしく駆け込んでくる。

「おいおい、先生……今度は一体、何があったんだよ？」

「あ、ああ……実はな……」

　リィエルの虫歯の件を、カッシュ達へ手短に説明するグレン。

「……なるほど、虫歯の治療かぁ……そりゃ大変だなぁ……」

　苦い顔をするカッシュ。

「アレ、痛いんだよなぁ……」

「でも、虫歯は一刻も早く治療するべきですわ！　放っておくと大事になりますわ！」

　ウェンディの言葉に、周囲の生徒達も、うんうんと頷いた。

「そういうことなら、先生。リィエルならあのロッカーの中だぜ？」

　カッシュがそう言った途と端たん。

　びくんっ！　とロッカーが一際強く震ふるえた。

「あ、あんなトコに……まぁいい、サンキュー。よし、早速、リィエルを引きずり出して連れて行くか」

　グレンが礼を言って、ロッカーの取っ手に手をかける。

　だが……

　ガチャガチャガチャ……

　開かない。どうやらリィエルが内側から引いているようである。

「おい、リィエル……おい、開けろ」

「やだ。絶対、やだ」

　内側から、断固としたリィエルの声が、くぐもって聞こえてくる。

「ちょっと、リィエル！　虫歯は早く治さないと大変なことになるのよ！」

「でも、やだ」

　システィーナの説得も通用しない。

「だ、大丈夫だよ、リィエル。今度は大丈夫。次は痛くないから……」

「噓うそ。……痛かった」

　ルミアの説得に、リィエルは涙なみだ声ごえで応じた。

「すごく……痛かった。だからもう……絶対、やだ。歯、治さない」

　どうやら、リィエルの中では『虫歯の治療＝すごく痛い』の図式で、完全に固まってしまったらしい。もう頑かたくなになってしまっていた。

「ええい！　面めん倒ど臭くせぇ！」

　グレンが腕うでまくりをしながら、ロッカーに手をかける。

「こうなりゃ無理矢理こじ開けてやるぜ！　うぉおおおおおーーッ！」

　腕わん力りよく差はあるが、外側から開けるのと、内側から引くのでは、力の入りやすい前者が有利に過ぎた。

「や、やだ！　やだやだぁ!!」

　中のリィエルが必死に暴れて引いても、ロッカーの扉には段々と隙すき間まが開いていって……

「へっ、馬ば鹿かめ！　もう少しで──」

　完全に開くといったところで……

「やだ……絶対、やだぁああああああああああああああああーーッ！」

　追い詰められたリィエルが、ロッカーから、自ら砲ほう弾だんのように飛び出してきた。

「ぬわぁああああああーーッ!?」

「ひぇええええええええーーッ!?」

「キャアアアアアアーーッ!?」

　そのまま、リィエルはグレンを吹き飛ばし、驚おどろくクラスメート達をはね飛ばし、脱だつ兎との如ごとく教室から飛び出していってしまう。

　まるで嵐あらしのような出来事であった。

「あんの、お馬鹿ぁあああああああああああああああああーーッ!!」

　怒いかり心しん頭とうのグレンが、ぎりぎりと拳こぶしを握にぎり固めて立ち上がった。

「ど、どうしますか、先生!?」

　システィーナがおろおろしながらグレンに問う。

「追っかけて、とっ捕つかまえるしかねーだろ!?　ええい、虫歯の治ち療りようが終わったら、お尻しりペンペンの刑けいに処してやるわッ！」

「でも、ああなったリィエルを捕まえられるんですか!?」

　すると。

「先生！　今回ばかりは、俺達も協力させてもらうぜ!!」

「そうですわ！　虫歯は一刻も早い治療こそ肝かん要よう──わたくし達も、リィエルさんを捕まえるお手伝いをしますわ！」

　カッシュやウェンディを筆頭に、生徒達が次々と協力を名乗り出る。

「「「「そうだそうだっ！」」」」

「「「「俺達でリィエルちゃんを助けるんだっ！」」」」

「お、お前ら……」

　リィエルを思う生徒達の熱い友情に、グレンが思わず、じんとしていると。

　バァンッ！

「フゥハハハハハハハーーッ!!　話は聞いたッッッ！」

「ここは私達にも協力させてくれたまえッッッ！」

　二人の男が、教室の扉を盛大に開いて、姿を現していた。

「世紀の天才魔ま導どう工学教授！　オーウェル＝シュウザー、ここに推参ッ！」

「帝てい国こくが世界に誇ほこる真の紳しん士し！　ツェスト＝ル＝ノワール男だん爵しやく！　義によって助すけ太だ刀ち致いたそう！」

「帰れ、馬鹿どもぉおおおーーッ！」

「「ズギャアアアアアーーッ!?」」

　現れた二人の変態に、グレンは猛もうダッシュからのドロップキックを容よう赦しやなくかますのであった。

「そんなつれないことを言うな、我が最大の好敵手にして心友、グレン先生よッ！　この私の新作発明品に任せれば、万事解決ッ！」

「然しかりッ！　私の精神支配魔ま術じゆつにかかれば、どうということはないッ！」

「刮かつ目もくするがいいッ！　こんなこともあろうかと発明した、このオーウェル式『スーパーエキセントリックハイブリッド入れ歯ＤＸ』をッ！　歯を全部引っこ抜ぬいて装着するこの入れ歯は顎あごの力を超ちよう強化！　真銀ミスリルをも嚙かみ千切るパワーを常時発揮可能ッ！　さらには口から破は壊かい力抜ばつ群ぐんのレーザービームを放つ機能も──」

「ふひっ、ふひひひひっ……虫歯で涙なみだ目めな少女……最高です……これは是ぜ非ひとも捕まえて、愛で……救ってさしあげなければ──帝国紳士としてッ！」

「だから嫌いやなんだよ、お前らが関わるのはさぁあああーーッ!!」

　頭をがりがり搔かきむしって、不安を絶ぜつ叫きようと共に吐き出すしかないグレンであった。

「あの、先生……急がないと、リィエルが逃にげちゃいますよ……？」

「ええい、わかってるよ！　もうどうにでもなれいッ！」

　ルミアの言葉に、グレンは覚かく悟ごを決めて叫さけぶのであった。

「こうなったら、皆みんなまとめて──『リィエル捕ほ獲かく大作戦』ッ！　スタートじゃぁあああああああーーッ！」

「「「「ぉおおおおおおーーッ！」」」」

　一いつ致ち団結した生徒達が、腕を振ふり上げて、この難事に臨むのであった。




「むぅ～～ッ！」

　学院校舎を飛び出したリィエルが、学院敷しき地ち内を駆ける。

　目指す先は学院の外だ。

（に、逃げなきゃ！　とにかく、逃げなきゃ……ッ！）

　リィエルは、焦しよう燥そうに任せて足を回転させ、一いち陣じんの風のように駆ける。

　その脳裏に思い返されるのは、あの変なドリルで歯を削けずられた時の、身の毛もよだつような異次元の痛みだ。

（あれが治療だなんて、絶対、噓……あれは多分、拷ごう問もん……でも、なんでグレンは、わたしに拷問を……？）

　ぐるぐると混乱する頭で、リィエルは必死に考える。

（そうだ……きっと、グレンは、わたしの頭が悪いから、おしおきするつもりなんだ……ッ！）

　冷静に考えれば、１００％そんなことはあり得ないのだが……頭が大混乱中のリィエルに、そんなことに気を回す余よ裕ゆうはない。

　とにかく、あんな痛みは、もうこりごり。一刻も早く、この学院から逃げなければ。

　そう思って、リィエルが学院正門から、敷地の外に出ようとすると──

　ばんっ！

「きゃんっ!?」

　門をくぐろうとした瞬しゆん間かん、リィエルは不可視の壁かべに跳はね返されていた。

「な、何、今の……？」

　学院の外に出られず、リィエルが呆あつ気けに取られていると。

「ククク……無む駄だだ、少女よ！」

　狂きよう気き的な笑みを浮うかべた男──オーウェルが、リィエルの前に現れる。

「こんなこともあろうかと、以前、学院の防ぼう御ぎよ結界の制せい御ぎよ式をハッキングし、この私が完全掌しよう握あくしておいたのだッ！　今やこの学院敷地内は、完全封ふう鎖さされたッ！　君はもう逃のがれられぇげぇええぐぉおおおーーッ!?」

　オーウェルの言葉は、その首にチョークスリーパーをかけたグレンによって封じられた。

「どんなことを想定してんだよ、てめぇは……ッ!?　ていうか、普ふ通つうに犯罪だろ、それ……ッ!?」

「い、いや……私はただ、生徒達をこの学院内に閉じ込め、その中にゾンビ型魔導人形を無数に放ち、吊つり橋効果の研究をしようという、学術的に非常に崇すう高こうなる目的のために──」

「死ねぇええええええーーッ!!」

　そのまま、グレンはオーウェルの後頭部を、バックドロップで後方の地面へと叩たたき付けるのであった。

　そうこうしている間に、追いついた生徒達が、リィエルをわらわらと取り囲んでいく。

「悪いな、リィエルちゃん！　捕まえさせてもらうぜ！」

　にじり寄るカッシュが、リィエルへそう宣言する。

「そ、そんな……皆、どうして？　なんで、わたしをいじめるの……？」

　涙目で怯おびえるリィエル。

「いじめではありませんの！」

「そうですよ、虫歯は早く治さないと後々大変なことになるんですよ？」

「う、うん……だ、だから、早く治療を受けよう？　……ね？」

　だが、ウェンディ、テレサ、リンの必死の説得も届かない。

「やだやだやだ！　あんな痛いことして、治るわけない！　皆、わたしをだましてる！」

　ぶんぶんっ！　と、リィエルは首を振り回して拒きよ否ひする。

「はぁ……面めん倒どう臭くさい。先生、どうするんです？」

　呆あきれたように眼鏡めがねを押し上げるギイブルの言葉に。

「ええい、しゃらくせえ！　かかれ者どもぉおおおおおーーっ！」

　まるで悪代官のような号令をかけるグレンであった。

　それを皮切りに、生徒達が四方八方からリィエルへと飛びかかった。

「「「「うぉおおおおおおーーッ！」」」」

　だが、帝国宮きゆう廷てい魔導師団特務分室の執しつ行こう官ナンバー７《戦車》のリィエルの名は、伊達だてではない。

　リィエルは一いつ斉せいに飛びかかってくる生徒達を、卓たく越えつした体たい捌さばきでひょいひょいとかわしていく。

「先生、駄だ目めです！　全然、捕まりませんっ！」

「ぐぬぬ……わかってはいたが、一ひと筋すじ縄なわではいかんか……ッ！」

　まったく捕まる気配のないリィエルを前に、グレンがどうしたものかと歯は嚙がみしていると。

「フゥハハハハハハハーーッ！　この私に任せるがいいッ！」

　早くも復活したオーウェルが、懐ふところから石せき盤ばん型魔導演算器を取り出し、それをピピピッと、見事な手捌きで操作すると──

　ニョキニョキニョキーーッ！

　突とつ然ぜん、リィエルの周囲の地面に、円形の地じ雷らいがタケノコのように無数に生え、その一帯を、足の踏ふみ場もないほどに埋うめ尽つくした。

「こんなこともあろうかと、学院中に地雷を仕し掛かけていたのだぁあああああああああああああーーッ！」

「だからさぁ──」

　グレンはオーウェルの身体からだを逆さに抱かかえ上げ、空高く跳ちよう躍やくし──その首を自分の肩かた口ぐちに乗せ、その両足を股また裂さきにしてクラッチし──

「どんな事態を想定してたんだよぉおおおおおおおおーーッ!?」

「ギャアアアアアアアアーーッ!?」

　──そのまま、激しく着地。

　その衝しよう撃げきで、オーウェルの背骨と首、腰こし、股の関節に多大なダメージを与あたえるのであった。

「そ、その技は『五所蹂じゆう躙りん絡がらみ』……まさか使い手がいたなんて!?」

「し、システィ、詳くわしいね……」

　戦せん慄りつに震ふるえるシスティーナと曖あい昧まいに笑うルミアを余よ所そに、グレンはオーウェルの身体をぽいっと捨て、リィエルに向き直った。

「とりあえず、この変態マスターの犯罪行こう為いには目をつぶるぜ！　これだけの地雷があれば、さしものリィエルも身動き取れまい──ッ!?」

　勝利を確信するグレンだったが。

　どっかぁああああんっ！

「ぎゃーーっ!?」

　ちゅっどぉおおおおんっ！

「ぎょええええええーーッ!?」

「うわーーッ!?　死にたくないーーッ!?　逝いきたくな──」

　ずっどぉおおおおおんっ！

「ごふっ……も、もし俺が死んだら……俺の部屋のベッドの下にある聖書を何も言わずに処分してくれ……」

「それは性書だろ、しっかりしろ、ルーゼルぅううううううーーッ!?」

　どっかぁああああああんっ！

　そこは……突然、出現した地雷に次々とひっかかって、爆ばく発はつに巻き込まれる生徒達の地じ獄ごく絵え図ずだった。

　肝かん心じんのリィエルは、絶ぜつ妙みようなバランス感覚と動物的勘かんで、一つたりとも地雷を踏んでいない。

「デスヨネー」

　脂あぶら汗あせをだらだら垂らすしかない、グレンであった。

「おいっ！　オーウェルッ！　さっさと、あの謎なぞの地雷どもを引っ込めやがれッ！　あれじゃ意味ねーだろ!?」

「むぐぅ……し、仕方あるまい！」

　オーウェルが、再び魔導演算器を操作すると、地面を埋め尽くしていた大量の地雷が綺き麗れいさっぱり消えた（どうやら転送魔ま術じゆつの一種らしかった）。

「んーーっ！」

　これ幸いにと、リィエルがその場から猛もう然ぜんと走り去っていく。

　後に残されたのは、黒くろ焦こげになって気絶し、死し屍し累るい々るいと倒たおれ伏ふす生徒達……約十数名。

「…………」

「…………」

　しばらくの間、グレンとオーウェルはそんな破は滅めつの光景を眺ながめて。

「何か言い残すことはあるか？」

　そんなグレンの言葉に。

「ふっ！　失敗は成功の母！　次なる機会には、地雷密度三倍！　威い力りよく十倍にしたものを、グレン先生に披ひ露ろうして差し上げよう！　是ぜ非ひ、期待──」

「──するわきゃねぇだろぉおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

　再び、グレンは『五所蹂躙絡み』の形で、オーウェルを持ち上げ、空高く跳躍するのであった──




　所変わって、校舎裏にて。

「はぁー……はぁー……はぁー……」

　逃にげてきたリィエルが、校舎の壁に手をつき、息を整えていた。

　ズキリ！

「痛い……」

　微かすかに顔をしかめるリィエル。虫歯の痛みはどんどん酷ひどくなるばかりだ。

（ぐすっ……でも……）

　リィエルが涙なみだ目めで唸うなっていると。

「ふっふっふっ……見つけたよ、リィエル君……」

　今度は怪あやしげな男──ツェスト男だん爵しやくが悠ゆう然ぜんと、リィエルの前に現れていた。

「……む。グレンが絶対に近づいちゃ駄目って言ってた、変な人……」

　警けい戒かいの色を見せ、リィエルがじりじりと後ずさりする。

「ふ、ふぉおおお……虫歯の治ち療りようを嫌いやがって、涙目で我が慢まんしている少女ぉ……ＫＹＡＷＡＥＥＥーーッ!?」

「……？」

　突然、意味不明なことで興奮し始める男爵を前に、さすがのリィエルも動どう揺ようと恐きよう怖ふを覚えるのであった。

「さて。こうして君の穢けがれない美しき涙を堪たん能のうするのもオツではあるのだが……やはり、私は紳しん士しとして、君のような可か憐れんな少女が痛みに喘あえぐのは、胸が張り裂さけそうになるほど心苦しい……というわけで、リィエル君。ご同行を願えるかね？」

「……やだ！　絶対やだ！」

　虫歯の治療はもちろん嫌だが、この気持ち悪い男についていくのが、生理的に無理だった。

「そうこなくっゲフンゲフン！　それは残念だ……ならば、少々力ちから尽ずくで言うことを聞かせるしかないね」

　男爵がゆるりとステッキを構え、ぶつぶつと何事かを呟つぶやき始める。

（──呪じゆ文もん!?　させない！）

　咄とつ嗟さに、リィエルが弾だん丸がんのように前に駆かけ出し、男爵に体当たりしようとして──

　ジュルジュルジュルーーッ！

　突然、リィエルの足下から、ロープ状の何かが大量に生えて、あっという間にリィエルの全身に絡からみついて縛しばり上げ、宙ちゆう吊づりにしてしまうのであった。

「な……何これ……？」

　リィエルの身体に無数に巻き付いているのは、タコかイカのような触しよく手しゆであった。その表面にはぬるっとした粘ねん液えきがたっぷり滴したたっており……

「き、……気持ち悪い……」

　リィエルは不快感と嫌けん悪お感かんに身をよじらせるしかない。

　だが、無数の触手にガッチリ捕とらえられたリィエルの身体は、まったく動けなくなってしまう。

「ふふふ、捕つかまえたよぉ……」

　どこか恍こう惚こつとした表情で、そんなリィエルの姿を眺める男爵。

「うぅ……ううう～～ッ!?」

　自由を奪うばわれたリィエルが、じたばたと涙目で暴れるが、一向に逃のがれられそうな気配はなかった。

「さて……大人しく虫歯の治療を受けてくれる気になったかな？」

「や、やだ！　それだけはやだ！」

「そうこなくっゲフンゲフン！　それは残念だ……紳士としては、嫌がる少女に無理矢理……というわけにはいくまい……ここは君がその気になるまで、説得と行こう……」

　男爵が、ぱちんと指を鳴らすと。

　リィエルの全身に絡みつく触手が、うねうねと蠕ぜん動どうし始める。

　ぬめる触手が、リィエルの太ももや二の腕うで、脇わき、うなじ、耳、お腹なかなどをネチョネチョと撫なであげていく──

「んうっ!?　……あぅっ!?　うぅ……な、何？　くすぐっ……ッ!?　なんか……変な感じ……ひゃんっ!?　はぁ……はぁ……うぅ……」

　全身を襲おそう妙みような感かん触しよくに、リィエルの身体は次第に火ほ照てっていき、息は荒あららげられ、悩なやましげに四し肢しをくねらせていくのであった……




　……それを傍はたから見れば。

　リィエルは、誰だれも居ない空間に向かって、「くっ、殺して」だの「絶対に負けない」だの、ぶつぶつ言いながら息を荒らげ、びくびく身み悶もだえしているだけだった。無論、彼女を縛る触手など一本も見当たらない。

「ふっ……精神支配魔術とは、こうやるのだよ」

　そんなリィエルの姿を前に、ツェスト男爵が得意げに、どん引きのグレン達へ振ふり返る。

「今のリィエル君は幻げん覚かくの中で、ありもしない現実と戦っている……精神支配は、かける瞬しゆん間かんを悟さとられてはいけない。戦いが始まった瞬間に勝負がついている……それこそが基本であり理想なのだよ。わかるかね？」
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「ああ、見事な手並みだ……」

　それだけは感かん嘆たんしたように呟くグレン。リィエルとて軍の魔ま導どう士し。精神防ぼう御ぎよ力は決して低いわけじゃない。正面からまともに精神支配をかけようとしても、絶対に不可能だ。

　だが、ツェスト男爵は意味不明な言動でリィエルを動揺させ、その心の間かん隙げきを衝ついて、眼力で精神支配を差し込んだのだ。その後の呪じゆ文もん詠えい唱しようは、ただのフェイクに過ぎない。

　流石さすがは、第六階かい梯ていに至った魔術師──といったところであった。

「あんたのお手て柄がらだ、男爵。だがな……俺達が言いたいことは一つだ」

　涙目で身悶えするリィエルを、ハァハァしながら眺めている男爵を。

　グレンや生徒達は、そんな男爵の手足や背中を、がっしりと摑つかんで──

「「「「倫りん理り的にアウトォオオオオオオオオオオオオオオオーーッ！」」」」

　全員共通の魂たましいの叫さけびと共に、男爵を校舎の壁かべに叩たたき付けるのであった。

「ぐぉおわぁあああああーーッ!?　な、なぜだぁ!?　世界共通の紳士協定『ＹＥＳロリータ、ＮＯタッチ』を遵じゆん守しゆしていると言うのにーーッ!?」

「ドやかましい、この性犯罪者！　死ねッ！　マジで死ねッッッ！」

　倒れ伏す男爵に、グレンがげしげしと蹴けりを入れまくっていると。

「──はっ!?」

　男爵の精神支配魔術を脱だつしたリィエルが、グレン達の姿を見つけ、そのまま再び逃げ出すのであった。

「せ、先生、リィエルがまた逃げちゃいましたよ!?」

「ええい！　追うぞ！　者ども、俺に続けぇええええええーーッ!!」

　グレンも生き残りの生徒達を引き連れて、リィエルを追っていく──




　さらに所変わって、学院校舎内のハーレイの研究室にて。

「なんだ、この駄だ作さくは!?　貴様らは一体、何年魔術をやっていると思っているッ!?　ええい、書き直せッ！」

　ハーレイが先ほどレポートを提出してきた生徒達数名に、そのレポートを突き返し、説教をしていた。

「文ぶん献けん調査も考察も甘すぎるッ！　貴様ら、魔術を舐なめているのか!?」

「す、すみません……」

「改善点と貴様らが読むべき文献の目録をつけておいたッ！　それを隅すみ々ずみまで熟読して、明日の朝までに仕上げろッ！　わかったな!?」

「「「「は、はいっ！」」」」

「それと！　私はこれから次の学会の発表論文の執しつ筆ぴつで忙いそがしいッ！　絶対に他の生徒達をこの部屋に近づけるなよ!?　いいなッ!?」

「「「「わ、わかりましたぁッ！」」」」

　蜘く蛛もの子を散らすように退散していく生徒達。

「まったく、どいつもこいつも……」

　ハーレイが、しんと静まりかえった研究室内で、苛いら立だたしげに息を吐つく。

「…………」

　だが、しばらくすると、ハーレイは妙にきょろきょろと周囲を見回し、扉とびらの外や窓の外の様子を窺うかがい、誰も居ないことを確認する。

「……よし」

　そして、ハーレイは執しつ務む机の引き出しの中から何かを取りだし、机の上に慎しん重ちように置いた。

「ふぅ……さっきはいきなり生徒達が押しかけて来て、慌あわてて片付けたから、崩くずれていないか不安だったが……どうやら大だい丈じよう夫ぶだったようだな？」

　それは、瓶びんの中に精せい巧こうな船の模型が入ったボトルシップだ。その瓶の中の船の模型はまだ未完成だったが……

　ハーレイは長いピンセットで、模型の小さな部品を摘つまみ、瓶の中へと差し入れ、模型を組み立て始める。

「も、もう少しで完成だ……」

　魔ま術じゆつでやれば、組み立てには恐おそらく一時間もかからないだろう。だが、あえて魔術なしで、自らの手と道具のみで、何日もかけて組みあげていく。

　このボトルシップ作りは、ハーレイの唯ゆい一いつの趣しゆ味みであった。

　無む駄だは嫌きらいだ、排はい除じよすべきだ、と公言するハーレイにとっては、絶対、周囲に知られたくない秘密であった。

　そして……ハーレイの一ヶ月越ごしの努力が……ついに実る。

「……や、やった！」

　ボトルシップ、完成。

　先ほどはもう少しというところで、生徒達のせいで中断されてしまい、つい苛立ってしまったが……もうそれは吹ふき飛んでしまった。やはりこの達成感は何ものにも代え難がたい。

　そして、今回のボトルシップは大作だった。船の模型の大きさも、部品の数も、精巧さも完成度も、今までのものとは比ひ較かくにならない。

「ぉおおお……つ、ついに……」

　常に眉み間けんに皺しわを寄せる神経質なあのハーレイが、この時ばかりは、まるで子供のような表情で、完成したボトルシップを眺ながめていると……

　どがぁあああああああんっ！

　ハーレイの研究室の壁がいきなり倒とう壊かいし、何者かが飛び込んでくる。

　リィエルだ。

「な、何だぁああああーーッ!?」

「居たぞ！　こっちだ！」

「追えッ！　捕まえろぉおおおおおおおおおおおおおおおーーッ!!」

　ハーレイが呆あつ気けにとられていると。　グレンを先頭に、無数の生徒達が研究室内になだれ込んでくる。

「リィエルちゃん、捕まえ──うわぁああああああーーッ!?」

　どがっしゃあああああんっ！

「くそッ！　流石に手て強ごわい！　囲め、囲めぇえええええええーーッ!!」

　そして、研究室内をひっくり返すような勢いで、どたんばたんと暴れまくるリィエルと生徒達。

　本ほん棚だなが倒たおれ、積んであった論文の山が崩れ、机と椅い子すが乱暴に蹴られ、窓ガラスが割れ……

「んんんんんーーッ！」

「先生ッ！　リィエルちゃんが部屋の外に逃にげたぞーーッ!?」

「追えッ!!　逃がすな、追えぇええええええええーーッ!!」

　やがて、リィエルと生徒達は、グレンの号令と共に、嵐あらしのように去って行った。

「……………………」

　見るも無む惨ざんにぐちゃぐちゃになった研究室内に、一人ぽつんと取り残されたハーレイは……しばらくの間、呆ぼう然ぜんとしていたが。

　ふと、その足下に目を向ける。

　完成したばかりのボトルシップが落ちて割れており……中の船の模型が、誰かに踏ふみ潰つぶされ、ぐしゃぐしゃになっていた。

　ハーレイはしばらくの間、それを半眼で見つめ……

「お、おのれぇ……グレン＝レーダスぅ……」

　怒おこることも忘れ、ただ、ガクリとくずおれるのであった。

　その背中には色いろ濃こい哀あい愁しゆうが漂ただよっていた……




　そして、リィエルとグレン達の追いかけっこは、学院内に様々な被ひ害がいを出しながら続いていって……

　そして……




「はぁ～～、やっと帰ってきたよ……やれやれ」

　学院敷しき地ち内の前庭に到とう着ちやくした馬車の中から、旅装姿のセリカが、ひょいと飛び降りていた。

　アルザーノ帝てい国こく教導省が、帝国各地に存在する各教育機関から代表者を集め、行った『合同教員研修』。それに魔術学院の代表として、長期出張で参加していたセリカが今、ようやくフェジテに帰き還かんしたのである。

「しっかし、まぁ、本当に退たい屈くつで不毛な時間だったな……」

　今回の合同教員研修のテーマは『教師の生徒達に対する体たい罰ばつ指導問題について』。

　教師が生徒を体罰で指導するという問題は、昔から、どこの国の教育機関でも割とあるのだが……

「はっ、バカバカしい。体罰で指導もクソも、ボケッとすりゃ学院から放りだされるだけの完全自主性主義のウチにンなもん、あるわけないだろ……ったく、学院長もご無体よなぁ……私にその代表者の役を押しつけるなんて……お陰かげでグレン分が不足して、私、死ぬところだったぞ……」

　意味不明なことを言いながら、馬車を後にするセリカ。

「まぁいい。見返りに私とアイツは休きゆう暇か貰もらったし……久々に親子水入らずでどっか旅行にでも行って、たっぷりグレン分の補給……ん？」

　その時、校舎に向かっていたセリカが、ふと気付く。

「…………」

　リィエルが右みぎ頰ほほを押さえながら、とぼとぼと肩かたを落としてうなだれて、前庭を歩いていたのだ。

「おー、どうした？　リィエル」

　何気なくセリカが声をかけると、リィエルはびくりと背中を震ふるわせて、恐る恐るセリカに振ふり返る。

「セリカ……」

　すると、リィエルがじわりと涙なみだを浮うかべて……

「ううぅ～～ッ！　セリカぁ……」

　セリカに駆かけ寄り、ばずっ！　と抱だきつくのであった。

「お願い……助けて……」

「……ん？　どうした？」

　セリカが優しい手つきでリィエルの頭を撫なでると、リィエルはしどろもどろに言葉を紡つむいでいく。

「ん……グレンが……わたしに酷ひどいことをするの。わたしの頭が悪いからって……おしおきに……とても痛いことをしようとするの」

「……なんだと？」

　リィエルの頭を撫でていたセリカの手が止まり、顔が強こわ張ばった。

「それは……本当か？」

「ん……やめてって、何度も言ったのに……グレン、無理矢理、言うこと聞かせようとする……わたしのためって言ってるけど、絶対、噓うそ」

　その時、セリカは教員研修の内容を不意に思い出す。

　体罰で指導する教師の共通点は、決まって『生徒のためを思ってやったのだ、何が悪い？』と主張することだ。

（まさか……そんな、馬ば鹿かな？）

　動どう揺ようをなんとか抑おさえ込み、セリカがリィエルに尋たずねる。

「勘かん違ちがい……じゃないのか？　本当にあいつはお前に……？」

「ん、本当……すごく痛かった……死ぬかと思った」

「……で、でも、それは……」

「グレンは、クラスのみんなにも命令して、わたしを捕つかまえようとしてる。わたしが言うこと聞かないから」

「……ッ!?」

　その時、セリカは教員研修の内容を再び思い出す。

　体罰指導を行う教師は、生徒達を恐きよう怖ふで支配し、集団で指導対象を追い詰つめる例も多々あるらしい。

「し、しかしだな……私はグレンがそんなことをするだなんて、とても……はっ!?」

　その時、セリカは気付いた。

　見れば……リィエルの右頰が真っ赤に腫はれている。

「う……痛い……」

　そして、その腫れた頰ほおを辛つらそうに押さえるリィエル……

（まさか、殴なぐられたのか!?　グレンにッ!?　なんてことだ……）

　驚きよう愕がくの事実に、セリカが信じられない思いでいると。

「こんな所に居たか、リィエル！」

　グレン達が大挙して、その場に駆けつけてくる。

「──ッ!?」

　途と端たん、リィエルは、さっとセリカの背中に隠かくれるのであった。

「おっ！　帰ったのか、セリカ！」

「……まあな」

　陽気に声をかけてくるグレンに、セリカが妙みように静かに応じる。

　セリカの雰ふん囲い気きは、どこか怖こわい。

「なんだ、お前、リィエル捕まえてくれたのか!?　サンキュ！　さぁ、そいつをさっさと引き渡わたしてくれ！」

　だが、セリカの様子のおかしさに気付かないグレンがそう言って。

　セリカの背中に縋すがるリィエルがびくんと震えた。

「いやぁー、散々手こずらせやがって……後でお仕置きしてやるから、覚かく悟ごしとけよ？」

　グレンが冗じよう談だんめかして言うと。

「やはり、本当だったか……」

　セリカが据すわった目で、リィエルを庇かばうように腕うでを上げた。

「……セリカ？」

「お前……聞けば、随ずい分ぶんとリィエルに酷いことをしたそうじゃないか？」

「あ!?　酷いことだと!?」

　わけのわからないグレンが、面めん倒ど臭くせぇとばかりに、声を荒あららげる。

「あのなぁ！　全部リィエルのためなんだぞ!?　今は痛ぇかもしれねーけど、それが結局はリィエルのためなんだぞ!?　何が悪いってんだ!?」

　そう、虫歯は絶対に治さなければいけないのだ。放置すれば、まともに物が食べられなくなるし、なにより悪化すれば様々な疾しつ患かんが合がつ併ぺいする。中には命に関わるものすらある。

「ごちゃついてねーで、さっさとリィエルをこっちに引き渡してくれよ！　今からそいつに──」

　すると。ぎりぃ、とセリカが歯を食いしばり……

「そこまで墜おちたか……ッ！」

「え？」

　突とつ然ぜん、怒いかりに燃える目をセリカから向けられ、グレンが目を点にする。

　次の瞬しゆん間かん。

　ちゅっどぉおおおおおおおんっ！

　前庭を、壮そう絶ぜつな大だい爆ばく発はつが襲おそった。

　セリカの攻こう性せい呪じゆ文もんだ。

「「「「うっわぁああああああああああああああああああーーッ!?」」」」

　その衝しよう撃げきで、ばらばらと天に吹ふき飛ぶ、グレン＆生徒達。

「げほごほっ!?　ば、馬鹿、いきなり何しやがる!?　セリカ!?」

「ええい、黙だまれ！　私はお前をそんな子に育てた覚えはないぞッ！　くそ……私は情けない……ッ！」

「……ん？　……え？」

　グレンが見れば、セリカが激しい怒りの表情に、涙を浮かべている。

「いくらデキが悪かったとしても……体罰と痛みで教育するのは、教師として、人としてどうなんだ!?」

「……はい？　ちょっ……あの……お師し匠しよう様？　貴女あなた、何か誤解してらっしゃいません？　俺達はただ──」

　ようやくセリカの様子のおかしさに気付いたグレンが、脂あぶら汗あせを垂らしながら弁明しようとするが──

「《黙れ》ッ！」

　どっかぁああああああああんっ！

「「「「ぎょええええええええええええええええええええーーッ!?」」」」

　再び、巻き起こった大爆発で、大空を鳥のように舞まうグレン達……

「げほっごほっ！　あああああーーっもう、くそぅ！　アイツは一体、何を勘違いしてやがんだよ!?」

　黒くろ焦こげの煤すすだらけになったグレンが頭を搔かきむしって、吠ほえる。

「あ、アルフォネア教授！　違ちがうんですってば！」

「そうですよ、俺達はただ、リィエルちゃんの──」

「《言い訳無用》ッ！」

　ずっがぁあああああああんっ！

「「「「どぉっわぁあああああああああああああああああーーッ!?」」」」

　生徒達が説得しようとしても、頭に血が上ったらしいセリカはまったく聞く耳を持たなかった。

「ど、どうするんですか、先生!?」

「このままじゃ、いつまでたっても、リィエルの治ち療りようができません……」

　咄とつ嗟さに展開した【フォース・シールド】で、難を逃のがれていたシスティーナとルミアが、狼狽うろたえたようにグレンへ問う。

「やるしか……ねえだろッ！」

　グレンが悲ひ壮そうな覚悟を固めて、セリカに立ち向かう。

「それがリィエルのためなんだ！」

「この馬鹿弟子め！　それが間ま違ちがった指導法だということに、なぜ気付かない!?」

　一いつ触しよく即そく発はつの雰囲気で睨にらみ合う、グレンとセリカ。

　リィエルのために、絶望的な相手に立ち向かうグレンの背中は、その場の者達に勇気を与あたえた。

「先生よ……俺達も戦うぜ……ッ！」

　カッシュも。

「そ、そうですわ！　このままリィエルを放っておけませんわ！」

　ウェンディも。

「ああもう……相手が悪すぎるけど、毒を食らわば皿までだ……」

　ギイブルも。

「「「「俺達も加勢するぞーーっ！」」」」

　ロッドやカイなど、最初にオーウェルの罠わなに倒たおれた生徒達も復活して、その場に駆けつけて。

　今や二組の生徒達全員が、最終最強の敵に立ち向かう決意を固めたのであった。

「ありがとうよ、お前ら……ッ！　俺と一いつ緒しよに戦ってくれ……ッ！」

　力強い味方達の先頭に立ち、グレンが突とつ撃げきを開始する──

「全軍突撃ぃいいいいいいーーッ！」

「「「「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」」」」

　怒ど濤とうの勢いで押し寄せてくるグレン達を前に──

「馬鹿め！　お前達、その曲がった性根を矯きよう正せいしてやるわぁーーッ！」

　セリカが、呪文を唱え始めて──

　学院中を震ふるわせる、壮絶な戦いが始まって──




　──そして。

「あはははははっ！　なんだよ、虫歯の治療かぁ！　早く言えっての！　まったくもう！」

「……言おうとしたが、お前、聞く耳持たなかっただろうがよ……」

　全身黒焦げでボロボロ、煤だらけのグレンの背中を、セリカが大笑いしながら、ばしばし叩たたいていた。

「くそ……虫歯の治療一つで、なんでこんなことに……？」

　グレンが周囲を見回す。

　美しい草木が整然と植えられていた前庭は……完全に不毛な焦しよう土どと化している。

　そして、最後までグレンに付き従って戦ってくれた生徒達が、まるでボロ雑ぞう巾きんのように死し屍し累るい々るいと倒れ伏ふし、気絶していた。

「す、凄すごい戦いだったね……」

「はぁー……はぁー……死ぬかと思ったわ……」

　苦笑いするルミアと、心底疲つかれ果てた表情のシスティーナも、全身が煤だらけであった。

「だが……これでようやくリィエルに虫歯の治療を受けさせることができる……な、長かった……」

　グレンは、戦いの余波に巻き込まれてぐったりと倒れているリィエルへと歩み寄り、足で揺ゆり起こす。

「おい！　リィエル、起きろ！」

　しばらくすると。

「……ん……？　ぅ……」

　リィエルが、朦もう朧ろうとする意識のまま、のそりと身を起こし……

「……もご？　……ぺっ」

　小さな石ころのような何かを、口から吐はき出していた。

「ったく、手こずらせやがって！　今度こそ逃にげられないからな!?　こっちにはセリカもいるし──」

　と、その時。

「ま、待ってください、先生！」

　リィエルが吐き出したものに気付いたシスティーナが、素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「これ……歯です！　リィエルの虫歯が取れてます！」

「な、なんだと!?」

　目を剝むくグレン。

　拾い上げてみれば、確かにそれは虫歯であった。

「はっはーん……元々、根が弱っていた歯だ……倒れた衝撃で取れたな？」

　そう言って、セリカはリィエルの前に屈かがみ込み、その口を開けさせる。

「ほれ、あーん……ふむ？　お、良かったな、リィエル！」

「ど、どうした？　セリカ？」

「いや、何。さっき取れた虫歯、どうやら乳歯だったらしい」

「はぁ……？　乳歯ぃ……？」

「ほんの少しだが、その下から新しい歯が生えかかっているぞ？　これならもう、歯の治療はいらんな」

　グレンがリィエルの口を覗のぞき込めば……確かにセリカの言うとおり、新しい歯が少し生えかかっている。

「もう、歯を削けずらなくていいの？　痛いことしなくていいの？」

「ああ、いいぞ」

「そう……ん……良かった……」

　ほっとしたように、どこか嬉うれしそうに頷うなずくリィエル。

　だが──

「こんだけ散々、うっちゃらかしといて……こんなオチかよ……？」

　まさに骨折り損のくたびれ儲もうけ。

　精神的ショックの激しいグレンは……

　ばたんっ！

「せ、先生!?」

「しっかりしてください、先生！」

　その場に倒れ伏してしまう。

　システィーナとルミアが、そんなグレンに慌あわてて駆かけ寄るのであった。




　──後日。

　この珍ちん騒そう動どうの総責任者として、グレンには、数々の校内器物破損や生徒の監かん督とく不行き届きに対する始末書の執しつ筆ぴつと無む慈じ悲ひなる減げん俸ぽうが課された（なぜか、ハーレイがいつも以上に厳しく、執しつ拗ようなまでに、グレンの責任問題を追つい及きゆうした）。

　当然、グレンは再びシロッテ生活に戻もどって──

　そして、リィエルが食後、熱心に歯は磨みがきをする姿が見られるようになったのは、最早、言うまでもない。



















「ぎゃあああああああああああああああーーッ!?」

「ち、畜ちく生しようぉッ!?　腕うでがッ!?　俺の腕がぁああああがぁあああ──ッ!?」

「ば、化け物だッ!?　あいつは化け物だッ!?　助け、助げてぐごぉ──おッ!?」

　そこは、とある魔ま術じゆつギルドの本ほん拠きよ地ちたる城館の大広間。

　今、そこには、〝死〟が吹ふき荒れていた。

　天使の姿を象った無数の人工精霊タルパ達が、死神の轟ごう嵐らんと化して剣けんを振ふるっている。

　その刃やいばの軌き跡せきが描えがく、変へん幻げん自じ在ざい縦じゆう横おう無む尽じん多種多様の銀閃──

　翻ひるがえる銀、駆け抜ぬける銀、踊おどる銀、突つき抜ける銀、降り注ぐ銀、乱れ舞まう銀──

　常人の目には影かげすら映らぬ神速で、その刃の濁だく流りゆうは渦うずを巻く。その渦に巻き込まれた憐あわれな犠ぎ牲せい者しや達を、片っ端ぱしから無む惨ざんな肉につ塊かいへとバラバラに解体し、四散させる。

　粘ねん性せいの赤、千切れた手足、色いろ鮮あざやかな臓物……それらが、床ゆかや壁かべ、天てん井じように、ばしゃり、べしゃりと盛大にぶちまけられ、先せん鋭えい的で歪いびつな芸術アートを表現していく。

　奏でられるは、苦く悶もんと絶望と恐きよう怖ふの絶ぜつ叫きよう三重奏。

　それを背景音楽にして、世にも凄せい惨さんでありながら、ある種、綿密に計算し尽つくされた戯ぎ曲きよくのような猟りよう奇き的惨さん劇げきが、淡たん々たんとその演目を公演し続ける。

　──そんな惨劇の中心に、その青年はいた。

　帝てい国こく軍の魔ま導どう士し礼服に身を包んだ、長身瘦そう軀くの青年だ。

　灰色の髪かみ、色白の肌はだ。顔立ちは整っており、美男子と呼べる領域だが、女性をときめかせる甘いマスクというよりは、むしろ酷こく薄はくさを際立たせる攻こう撃げき的な美び貌ぼうだろう。

　その瞳ひとみには一見、穏おだやかな知性の光が灯っている。だが、深く覗き込めば誰だれもが気付くだろう──その光が、混こん沌とん色にドス黒く燃える暗黒の光だということに。

　まるで悪あく魔まか死神が人の姿を騙かたっているかのようなその青年──彼こそが、この惨劇のオーケストラを合奏する偽いつわりの天使達の指揮者であった。

　青年が、演奏を指揮するように両手を振るうと、その手て袋ぶくろから何らかの粉末が周囲に振りまかれる。そして、その粉末から新たな偽りの天使達が出現・具現化し、さらなる死と絶望を撤まき散らさんとその翼つばさを広げる。

　錬れん金きん術じゆつの秘奥──人工精霊タルパ召しよう喚かん術だ。

「く、くそッ！　また来る──がぎはぁあッ!?　ぶ──」

「た、《猛たけき雷らい帝ていよ・極光の閃せん槍そう以もつて・刺さし──ぎゃあああああああああああッ!?」

　神速で滑かつ空くうして来る偽りの天使達を前に、生き残りの人間達は、なんとか魔術で迎げい撃げきしようとするが──あまりにも反応が遅おそすぎる。

　ある者は呪じゆ文もんを唱える暇ひまもなく、またある者は呪文の半ばで物言わぬ肉塊と成り果てて吹き飛ばされ、壁に張り付く奇き怪かいなオブジェと化すのであった。

「やれやれ、それなりに力のある魔術ギルドとは聞いていたんだけど、こんなものか……まぁ、〝読んでいた〟けど」

　そんな地じ獄ごくの渦か中ちゆうを、件くだんの青年はまるで慣れ親しんだ庭を散策するような足取りで、悠ゆう然ぜんと進んでいく。

　その向かう先には、幸運にもまだ餌え食じきになっていない数名の人間が、何かを守るように密集して身構えていた。

「なぜだ……一体、なぜ!?」

　その生き残りの人間達のリーダーと思おぼしき人物が吠ほえた。

「帝国宮きゆう廷てい魔導士団特務分室の執しつ行こう官ナンバー11ッ！　《正義》のジャティス＝ロウファン！　一体、なぜ、我々にこのような狼ろう藉ぜきを──ッ!?」

　そう問われて、青年──ジャティスは薄うつすらと嗤わらった。

　まるでその身に纏まとう闇やみがより深くなるような、昏くらい笑みであった。

「……決まっているだろう？　魔術ギルド《賢けん緑りよくの派は閥ばつ》のギルド長、サイファ殿どの。……これが〝正義〟だからさ」

「正義!?　これが正義だというのか!?」

　サイファは周囲の地獄を見回し、憤ふん怒ぬに震ふるえながら叫さけぶ。

「この一方的な虐ぎやく殺さつの、一体、どこに正義があるというのか!?」

「はは、舐なめるなよ、サイファ。蒙もう昧まいな軍上層部ならともかく、この僕ぼくが知らないとでも思っているのかい？」

　ジャティスの氷のような眼光が、サイファを射い貫ぬく。

「魔術ギルド《賢緑の派閥》……君達は女王陛下に認可された、帝国の法人組織でありながら、あの邪じや悪あく極まりないテロ組織《天の智ち慧え研究会》と裏で密ひそかに協定を結んだ……あの禁断の魔ま薬やく《天使の塵エンジエル・ダスト》を密造し、それを組織へと流した……」

　ジャティスに指し摘てきされた瞬しゆん間かん、サイファが狼狽うろたえたように目を見開く。

「ま、まさか、割れたのか……ッ!?　馬ば鹿かな……ッ!?　帝国軍がこの情報を摑つかめるはずがないのに……ッ!?　だ、だが、それは──」

「ああ、いいよ。言わなくていい」

　サイファが何かを弁明しようとすると、ジャティスは穏やかな表情で肩かたを竦すくめた。

「〝色々〟あったんだろう？　〝ギルド員達の家族を人質に取られた〟、〝誰かが脅おどしで殺された〟、〝仕方なく組織に従わざるを得なかった〟……エトセトラエトセトラ。ああ、いいさ。君達は被ひ害がい者しやだ。皆みなまで言わなくていい。全部わかっているから」

「だ、だったら──」

「だが、許さない。死ね」

　一いつ瞬しゆん、希望を浮うかべたサイファに、ジャティスがあっさりと絶望を突きつける。

　その刹せつ那な、サイファ達の間を一いち陣じんの疾しつ風ぷうのように天使が駆け抜け──サイファを守るように立ちはだかっていた数人の魔ま術じゆつ師し達の首が、一いつ斉せいに空を舞った。

　盛大に上がる噴ふん水すいのような血ち飛沫しぶきが、サイファを、天井を、朱しゆに染め上げた。

「悪に屈くつし、悪を為なした君達に生きる価値は最も早はやない。僕の正義が君達を許さない。判決は死し刑けいだ。死してその罪を償つぐなえ、この屑くず共が」

　さも当然とばかりにそう語り、何の躊躇ためらいもなく人を殺すジャティスの目には、快楽殺人者にありがちな弱者を嬲なぶる嗜し虐ぎやく性せいや愉ゆ悦えつの光がまるでない。

　その瞳にあるのは、ただ義ぎ憤ふん。純じゆん粋すいなる正義の光。

　それだけに、ジャティスの禍まが々まがしい狂気性が、よりいっそう色いろ濃こく浮き彫ぼりにされ、ことさらに恐おそろしかった。

「く……」

　そんなジャティスの狂気に搦からめ捕とられ、サイファは最早、戦意も言葉も失う。

「わ、わかった……私も自身の罪深さは理解している……私は死をもって、自身の罪を償おう……」

　サイファは観念したようにがっくりと項うな垂だれ、呟つぶやくのであった。

「だが、この子は……妹のリノだけは、見み逃のがしてくれ……ッ！」

　見れば、十にも満たない幼い少女が、ガタガタと震えながらサイファの背中に張り付いていた。

「リノは、本当に何も知らないんだ……ッ！　彼女には何の罪もない……ッ！　私達の活動には何も関わっていない……ッ！　ギルド員でもない……ッ！　そもそも、魔術師ですらない一いつ般ぱん人なんだッ！　だから……ッ！」

　サイファが必死の涙なみだ声ごえでジャティスへ訴うつたえかけた……次の瞬間だった。

「駄だ目めだね」

　どす。

　肉を穿うがつ鈍にぶい音。

「……ケホッ……ッ!?　お、お兄ちゃ……ん……？」

「リ、リノ……？」

　気付けば。

　背後から、暗殺者のように音もなく現れた天使が、リノの背中に槍を突き立て、その心臓を串くし刺ざしにしていたのだ。

　それは、これ以上ないほどの致ち命めい傷しよう。

　幼い少女は、兄と別れの言葉を交わす暇ひまもなく、瞬しゆん時じに絶命してしまう。

「り、リノ……リノ……ッ!?　うおおおおおおお!?　リノぉおおおおおおッ!?」

　ようやく事態を理解したサイファが、号泣しながら、幼い妹の亡なき骸がらを抱だきしめる。

　そして、ジャティスへ憎ぞう悪おの表情を向けて、喉のども割れよと吠えた。

「ジャティス＝ロウファン!?　なぜだ!?　なぜ、妹まで殺したぁッ!?」

　呪のろい殺さんばかりの呪じゆ詛そと怨えん嗟さをさらりと受け流し、ジャティスが答える。

「それが正義だからさ」

「な──」

「残念ながら、僕にはわかるんだよ……兄や家族同然のギルド員達を目の前で殺されたその子は長じて復ふく讐しゆう鬼きと化し、この帝国に仇あだ為なす存在となる……〝読んでいる〟よ？」

　自分の言を何一つ疑う様子なく、ジャティスは語る。

「僕個人に逆さか恨うらみするくらいなら見逃してやってもいいけど、それに止とどまらず、帝国そのものに牙きばを剝むくんじゃねぇ？　それは死ぬしかないよねぇ？」

「な、……なぁ……ッ!?」

「彼女一人のために、最終的に何百人もの罪なき市民が犠ぎ牲せいになるんだ……だが、彼女をここで殺せば、その何百人もの人々が将来的に救われる……くっくっく、これが『正義』でなくしてなんて言うんだい？　あっはっはっはっ！」

「ば、馬鹿な……そ、そんなこと……わかるわけないだろう!?」

「〝わかる〟んだよ、僕には。僕の正義レデイ・の女神ジヤステイスは、全てを見通す無む謬びゆうの天てん秤びんなのだから」

　そう言って。

　ジャティスが、ぱちんと指を打ち鳴らすと。

　妹の亡骸を抱きかかえ、呆ぼう然ぜんと立ち尽くすサイファの周囲に、無数の人工精霊タルパの天使達が舞い降おり、サイファを取り囲む。

　そして、天使達が一斉に剣をサイファの首へとあてる──

「狂くるっている……お前は狂っているよ……ジャティス＝ロウファン……ッ！」

　サイファが絞しぼり出すように呻うめくが。

「君の中ではそうなのだろうね。あくまで、君の中では」

　その言葉が、ジャティスへ届くことはない。

　こんなに近くにいるのに、ジャティスという存在はあまりにも遠すぎたのだ。

　────。

　──やがて、一切合切の情なさけ容よう赦しやも躊躇いもなく、全てが終わって。

「正義、執しつ行こう完かん了りよう」

　ジャティスはばさりと魔導士礼服のすそを翻ひるがえし、その場を後にする。

「ククク……あはは……あっはははははははははははははははははははははーーッ！」

　凶きよう鳥ちようのように嗤わらいながら、一人、屍し山ざん血けつ河がを後にするのであった──




　…………。




　アルザーノ帝国首都、帝てい都とオルランド。

　その郊こう外がいには、天てんを衝つくような、五つの巨きよ大だいな塔とうからなる建造物が築かれている。

　人呼んで《業魔の塔》──帝国宮廷魔導士団の総本部だ。

《業魔の塔》に帰き還かんしたジャティスは、悠然とした足取りで、特務分室の職務室オフイスを目指して、塔とう内ないの通路を歩いている。

　そんなジャティスを遠巻きに眺ながめながら、団の魔導士達がひそひそと話していた。

「おい、聞いたか……？　特務分室のジャティスのやつのことを……」

「ああ、噂うわさによると、今回も酷ひどい有様だったそうだ……」

「……だが、戦果が凄すごすぎて、上層部も文句が言えないらしい……」

「いくらなんでも、やり過ぎだぜ……俺達から何か言ってやるべきか？」

「やめておけ！　やつに関わるな、放っておけ！　以前、やつを危険視し、軍から追い出そうとした輩やからがいたらしいが……ある日、突とつ然ぜん、事故死したよ……」

「そ、それって、まさか……？」

　そんな風に噂する同どう僚りようの魔ま導どう士し達をまったく気に留めることなく、ジャティスが歩いていると……

「おや？」

　ジャティスが、ふと気付く。

「貴様……先の任務は一体どういうことだ!?」

「…………」

　ふて腐くされたように無言を貫いている青年魔導士が、上官と思しき魔導士に胸ぐらを摑み上げられ、怒ど鳴なられているのだ。

　そして、そんな青年魔導士の態度に業ごうを煮にやしたのか、上官の魔導士はその青年魔導士を殴なぐりつける。

　黙だまって殴られたその青年魔導士の名前は……

（……グレン＝レーダス？）

　特務分室に入室してから一年と少しが経過した、若き魔導士だ。

　グレンは入室以来、格上ジヤイアント喰い・キリングで多大な戦果を挙げ続けており、それは、グレンの単純な魔術師としての位階の低さからは、とても信じがたいことである。

　ジャティスはそんなグレンを流し見て、思わず眉まゆを顰ひそめていた。

（……ふうむ。おかしいな……今回も生き残ったのか？）

　今回、グレンが特務分室から余よ所その部隊に出向し、とある凄すご腕うでの外道魔術師の討とう伐ばつ任務に参加していたのは、ジャティスも聞いていた。

　その時、ジャティスは自身の固有魔術──予知にも近い行動予測術によって、この任務に従事するグレンのかなり高い戦死率を弾はじき出していたのだが……

（……二ヶ月前の吸きゆう血けつ鬼き事件といい、今回の件といい、ちょっと、彼、生き残り過ぎじゃないかな……確率的にありえないと思うんだけどねぇ……？）

　曰いわく、〝１００回中99回負ける戦いでも、残り１回の勝利を一番最初に引き当てる男〟……どんな絶望的な戦いでも生せい還かんするグレンを、軍の魔導士達はそう評している。

　自身の行動予測魔術に絶対の自信を持つジャティスにとって、そんなグレンは、常に自分の計算を超こえる、どうにも気に喰くわない存在だ。

（まぁ、それはともかく……）

　ジャティスはそんな内心を殺し、にこりと笑って、グレンとその上官の仲裁に入った。

「まぁまぁ、落ち着きなよ、ミゲール＝ブラッカー。往来で喧けん嘩かは良くない」

「貴様、ジャティス＝ロウファン!?」

　ジャティスに気付いた男──ミゲールが憎にく々にくしげにジャティスを睨にらみ付ける。

　そして、ジャティスに向かって、嚙かみつくように吠ほえた。

「おい、貴様、何度言えばわかる!?　私は貴様の上官だぞ!?　敬礼はどうした!?　敬語を使え、この屑くずが！」

　ミゲールが己の胸を指差すと、《千せん騎き長ちよう》の軍階を示す徽き章しようが光っていた。

《二等兵》《一等兵》《上等兵》ら兵卒、《従士》《従じゆう騎き士し》《従騎士長》ら下士官、《正騎士》《十騎長》《百騎長》ら士官、そして《千騎長》《万騎長》《元げん帥すい》ら将校。

　グレンとジャティスの軍階は共に《正騎士》。最下級の一士官に過ぎない彼らにとって、将校であるミゲールは本来、雲の上の存在のはずなのだが……

「ははは、それはさておき、喧嘩の原因はなんだい？　ミゲール」

　ジャティスはまったくお構いなしであった。

「僕ぼく達は同じ、悪を滅ほろぼすために戦う仲間じゃないか……そんな僕達がいがみ合うなんて……ああ、こんな悲しいことはない……話せば、きっとわかり合えるはずさ」

「～～～ッ!?」

　そんなジャティスの人を食ったような態度が怒ど髪はつ天てんを衝ついたのか、ミゲールが反射的にジャティスの顔面へ拳こぶしを振ふるう。

　ぱしっ！

　だが、ジャティスはミゲールの拳を悠ゆう然ぜんと掌てのひらで受け止め、そのまま摑つかんだ。

「なるほど、仲直りの握あく手しゆかい？　それはいい……少々、先せん鋭えい的な握手だけどね」

「ぐ──ッ!?」

　脂あぶら汗あせを垂らして硬こう直ちよくするミゲール。

　ジャティスに摑まれた拳が、腕うでが、まったく動かせないのだ。

　ジャティスは何もしない。

　ただ、ミゲールの拳を摑んだまま、穏おだやかに微笑ほほえむだけ。ミゲールの奥底を見み透すかすような冷たく昏くらい眼で、見下ろすように覗のぞき込んでくるだけ。

　ミゲールも戦いを生なり業わいとする軍人だ。ジャティスがその細腕にいかなる膂りよ力りよくを秘めているのか、摑まれただけでわかる。もし、ジャティスが〝その気〟になれば、自分の拳はこのまま、ぐしゃぐしゃに握にぎり潰つぶされてしまいかねないであろうことも……

「ちっ！」

　焦しよう燥そうに駆かられたミゲールが跳とび下がると、それに合わせてジャティスも手を離はなす。

「グレン＝レーダス……ジャティス＝ロウファン……貴様ら二人、最近、軍を舐なめていないか……ッ!?」

　摑まれた手を押さえ、ミゲールが負け犬の遠とお吠ぼえのように喚わめき散らした。

「命令違い反はんに独断専行……貴様ら二人は軍部の病巣だ、嘆なげかわしい！　いつまでもそのような我が儘ままが通ると思うな……ッ!?」

「あっはっは、我が儘で申し訳ない……なにせ、この軍には、僕より上手に悪を断罪できる人材が中々いないからねえ……？　もっと頼たよりになる〝対等な仲間〟が多ければ、僕も大人しくするんだけどさぁ？　ねぇ、ミゲール」

「ぐっ……覚えていろよ、貴様ら……ッ！」

　言外に〝お前は弱い〟とまざまざ言われ、ミゲールは屈くつ辱じよくで顔を真っ赤にし、肩かたを震ふるわせながら逃にげるように立ち去ろうとする。

　そんなミゲールの背中へ、ジャティスがぼそりと言った。

「一つだけ忠告しておこう、ミゲール。……君、死相が見えるよ」

「!?」

「気をつけた方がいい。これから、君は慎しん重ちように行動すべきだ。長生きしたいならね……くっくっく……」

「うるさい、やかましいッッッ！」

　ジャティスの戯ざれ言にこれ以上付き合ってられぬと、ミゲールは去って行くのであった。

「おかしいなぁ……親切心でアドバイスしてあげたのに……」

　するとジャティスは肩を竦すくめ、無言でそっぽを向いている同僚……グレンの肩を叩たたく。

「さぁ、グレン。行こうか……我等らが室長様が、僕らの帰還を待っているはずさ」

「…………」

　そう促うながして、ジャティスはグレンと共に、特務分室の職務室オフイスへ向かうのであった。




「……貴方あなた達って、ほんっとうに問題児よね……ッ!?」

　ばんっ！

　特務分室の室長──執しつ行こう官ナンバー１《魔ま術じゆつ師し》のイヴ＝イグナイトが、報告書を己の執しつ務む机に叩き付けて、憤ふん懣まんやるかたなく叫さけんでいた。

「ジャティス……貴方、今回の件の魔ま薬やく密売ルート調査任務で、軍の諜ちよう報ほう部が雁がん首くび揃そろえて摑めなかったルートと出所をあっさり摑んで暴いたのは、確かにお手て柄がらよ？」

「お褒ほめに与あずかり恐きよう悦えつ至し極ごく」

「だけどね！　独断で魔薬密造の大本に単たん騎きで乗り込み、皆みな殺ごろしってどういうこと!?　わかっているの!?　《賢けん緑りよくの派は閥ばつ》は、表向きは私達帝てい国こく側の──」

「だが、多大なダメージを与あたえたろう？　……《天の智ち慧え研究会》に」

「──ッ!?」

　ジャティスの指し摘てきに、イヴが忌いま々いましげに歯は嚙がみする。

「《天使の塵》や、その製法は全て押収したし……《天の智慧研究会》からギルドへ出向していた外道魔術師達も、全員その場で始末した……一人も逃のがさずね。もし、独断で乗り込み、皆殺しにしなかったならば、製法は外部へ流出していたし、外道魔術師達にも逃げられただろうね。それが後に、どれだけの被ひ害がいを生んだことか……」

「それは……ッ！」

「もちろん、僕もなんとかして、罪のないギルド員くらいは保護しようと思ったんだけどさ……全員、例外なく《天の智慧研究会》の邪じや悪あくな思想に染まって悪に荷担し、救いようがなかったんでね……まぁ、やむなしというやつさ」

「……生け捕どりとか、捕ほ虜りよにすることは……ッ！」

「生け捕り!?　捕虜!?　まさかまさか、室長……生きるか死ぬか、瀬せ戸と際ぎわでせめぎ合う地じ獄ごくの戦場で、そんな余よ裕ゆうが、僕程度の魔導士にあるとでも？」

　白々しい。

「～～～ッ!?」

　ぎり、と歯嚙みし、イヴは今度はグレンを睨み付ける。

「……グレン。まずは五体満足で帰ってきてくれて何よりだわ。でも、貴方も、今回の特級外道魔術師ラザロ＝エリークの討伐任務の際、独断専行したらしいわね？　知っての通り討伐隊の指揮官、ミゲール閣下が面子めんつを潰されたと、とみにお怒いかりよ？　理由を聞いていいかしら？」

「…………」

　すると、グレンはしばらくの間、無言を貫つらぬいて……やがて答えた。

「……ミゲールのアホは、最初から人質を全員切り捨てるつもりだった。あまつさえ、慎重策と待ちの構えが強すぎて、人質を見捨てた上で、ラザロを取り逃がしかねないクソ采さい配はいだった。……俺が一人で行かねえと、人質を救えなかったし、被害が拡大した……」

「…………」

「それでも、全員を救うことは出来なかった……何人かは救えたが……俺は……」

[image: ]

　どうやら、これだけ散々やらかしておいて、その結果にまだ満足していないらしい。

　グレンは悔かい恨こんと自責の表情で、自分の拳を見つめていた。

「……貴方達という人は……ッ！」

　そんなジャティスとグレンに、イヴは苛いら立だちを隠かくせない。

　独善的な正義を振りかざす、ジャティス＝ロウファン。

　相も変わらず、正義の魔ま法ほう使つかいという子供じみた理想を追う、グレン＝レーダス。

　最近のイヴにとって、そのどちらもが頭痛の種だ。

　この二人は、現場において、時に命令違反や独断専行を平気でやらかす。

　そして、その上で、多大な戦果を挙げてしまうから始末に負えない。たとえ、結果論であっても戦果は戦果なのだ。

　特級外道魔術師ラザロ＝エリークを、味方の被害ゼロで暗殺したグレン。

《天使の塵》の完全撲ぼく滅めつに多大なる貢こう献けんをし、ついでのように《天の智慧研究会》の高位階外道魔術師を数名撃げき破はしたジャティス。

　色んな不始末こそあれど、本来なら、女王陛下から直々に銀ぎん鷹おう剣けん付勲くん章しようを下か賜しされるレベルの武功だ……その〝色んな不始末〟のせいで帳消しにされているのだが。

　そして、問題ありきだが、そのような優ゆう秀しゆうな手て駒ごまを手放す余裕は、今の帝国軍には欠片かけらもありはしない。いつものように始末書と、形だけの軽い懲ちよう戒かい処分で済むだろう。

（……まぁ、グレンは別にいいわ。独断専行とは言っても、グレンの場合は、下手したらグレンが一人で勝手に死ぬだけだし）

　そう、グレンは確かに独断専行をするが、仲間の足を引っ張ったり、仲間を危機にさらすような真ま似ねはしない。そのくらいの分別はある。

　グレンの独断専行は、言わば、折り合わない現実と理想の間に起こしている、やけっぱちであり、かつ、自己責任の範はん囲い内のものだ。それゆえに行動は読みやすく、お目付役さえしっかりしていれば、手た綱づなを執とるのは容た易やすい。

（セラとアルベルトが、もうすぐ件くだんの任務から帰き還かんするわ。彼らに監かん視しさせれば、グレンは、まぁ問題ない。……問題なのは……）

　イヴが額に微かすかに脂汗を滲にじませながら、その男──ジャティスを見る。

「おや？　どうしたんだい？　イヴ室長……僕の顔に何かついているかい？」

（問題なのは、この男だわ……ジャティス＝ロウファン……ッ！）

　ジャティスは──心底、得体が知れない。まるでその底が見えない。

　どこからどこまでが本音で建前なのか、真実で噓うそなのか──イヴの眼をもってしても、何一つ見えてこない。

　ジャティスの行動は、一見、感情的で行き当たりばったりのように見えて、常に計算し尽つくされ、確信犯じみている。

　その悪あく魔まのようなクレバーさで、どこまでなら、お咎とがめがないのか、泳がされるのか……軍上層部全ての人間の心を、完かん璧ぺきに見透かしているようなきらいがある。

（ジャティス……やっぱり危険だわ……手綱を執れる気がまったくしない……）

　確かに、問題行動は目立つが、今のジャティスは概おおむね大人しく軍に従っている。

　だが、それは、あえて自ら、己の手綱を軍に執らせてあげている……とでも表現すべき状態だ。

　いつか、何か一つ、ボタンのかけ間ま違ちがいが起こったら？　道を違たがえたら？

　ジャティスはその時、一体、どのような行動を取るのだろうか？

（ううん、この男は、いつの日か、必ず何か致ち命めい的てきなことをやらかす……そんな予感があるわ。この男に特務分室のナンバーと権限を与えてはいけない……今すぐナンバーを剝はく奪だつし、特務分室から追い出すべき……）

　それが、特務分室室長としてのイヴの冷静なる判断だ。

（だけど、出来ない……ッ！　軍上層部でジャティスを評価している者は多いし……何より、父上が……イグナイト卿きようが、ジャティスを私の手駒として、特務分室で使うよう命じている……ッ！）

　イヴの父親、アゼル＝ル＝イグナイト。

　女王府国軍大臣にて、国軍省統合参さん謀ぼう本部長──事実上の軍のトップ。

　アゼルがジャティスを使えと命ずる以上、イヴにそれ以外の選せん択たく肢しなどない。

「しかし、それにしても、室長。一室員として、僕ぼくも一つだけ、君に言いたいことがあるんだ……最近、グレンが従事する任務が、少々おかしいと思わないかい？」

　そんなイヴを咎めるように、ジャティスがいかにも痛ましそうに言った。

「いくらなんでも、最近、上からグレンへ降りてくる任務に無茶なものが多過ぎる。たまたま上手うまく行ったからいいものの、どれもこれも、あっさり戦死してもおかしくなかった難度の任務の数々だ。……もう少し、室長として、仲間のことを気き遣づかって欲しいね」

　その言葉は、普ふ通つうの人間ならば、仲間を気遣う至極真っ当な言葉だ。

　だが、ジャティスが吐はくと、胡う散さん臭くさいことこの上なかった。

「わ、わかっているわよッ！　そんなの……ッ！　私だって──」

「ははは、冗じよう談だんさ、イヴ。君も上からの命令や圧力には、中々苦労しているみたいだからね……君の本意でないことはわかるさ。まぁ、何か困ったことがあったら、遠えん慮りよ無く僕達を頼たよってくれ……ほら、僕達は〝仲間〟なのだからね……くっくっく……」

「…………ッ！」

　これほど、空々しく響ひびく〝仲間〟という言葉もないだろう。

　イヴは、そんなジャティスを、嚙かみ付くように睨にらみ付けるしかなかった。

「……とにかく、色々言いたいことはあるけど、報告はもういいわ。それよりも、貴方達二人に緊きん急きゆう任務よ。軍上層部から直々に出動要よう請せいが来たわ」

　イヴが机の引き出しから、封ふう書しよを取り出し、執務机の上に置く。

「えっ？　任務？　僕とグレンにかい？」

　途と端たん、ジャティスが額を押さえ、大おお仰ぎように言った。

「ははは、そうか、成る程！　セラやアルベルト、そして、バーナード老がいないこのタイミングでねぇ？　……まぁ、来るだろうと思っていたよ」

「……？　来るだろうと思っていた……？」

　ジャティスの奇き妙みような物言いに、イヴが眉まゆを顰ひそめる。

「ああ、気にしないでくれ、こちらの話さ……無論、どんな任務だろうが善処するよ」

「…………」

　この何もかも見み透すかしたようなジャティスの態度が、イヴには心底気持ち悪い。

　不ふ謹きん慎しんではあるが、まかり間違って、何らかの任務でジャティスが戦死してくれないかと本気で思う。……この男が戦死するようなヘマをするとは、到とう底てい思えないが。

「……それで？　僕とグレンに一体、どんな任務なんだい？　室長」

「…………」

　ジャティスのその混こん沌とんの深しん淵えん色を湛たたえた瞳ひとみが、一体、何を見ているのか。

　イヴには到底、計り知ることなど出来ないが……仕事は仕事だ。

　イヴは封書を切り、次なる任務についての説明を始めるのであった。




　…………。




　イヴを通して、軍の上層部から降りてきたという指令を受けたジャティスとグレンは、任務を遂すい行こうするため、早速、移動を開始していた。

　アルザーノ帝国の北西部湾わん岸がん地域に面するダルト海。そこに浮うかぶライランド諸島に属する島の一つ、エルリック島──それが今回の任務の目的地だ。

　その島には、帝国が誇ほこる法医学研究施し設せつ『ライランド法医学研究所』がある。

　そして、その研究所の所長ゼパル＝ディレックの娘むすめ──ネージュ＝ディレックの護衛任務こそが、今回、ジャティスとグレンに軍上層部から直々に下された任務であった。

　現在、ジャティスとグレンは、軍が回してくれた移送用神鳳フレスベルグによる空の旅の真っ最中だ。美しい飾かざり羽の大鳥が馬車のような浮ふ遊ゆう車しや輌りようを牽けん引いんし、空を斬きるように翔かけている。

　その車輌内では、向かい合うように並ぶ座席に、ジャティスとグレンが斜はす向むかいに腰こし掛かけていた。

「…………」

　グレンは無言で、窓から眼下の大おお海うな原ばらの光景をぼんやりと眺ながめている。

　まるで、人との関わり合いや会話そのものを拒きよ絶ぜつしているかのような沈ちん黙もくだ。

「それにしても、護衛任務……ねえ？」

　だが、ジャティスはまったく空気を読まず、グレンへと話しかけていた。

「ライランド法医学研究所所長ゼパル＝ディレックの娘、ネージュ……彼女が、何者かに命を狙ねらわれているとのことだけど。何か、きな臭くさいと思わないかい？　グレン」

「……何がだよ？」

　話しかけられて、さすがに完全に無視はできないのか、グレンが鬱うつ陶とうしそうに返す。

「なぜ、そんな小こ娘むすめの護衛ごときに、特務分室である僕らが出張らなきゃならないか……ということさ。他に暇ひまな適任者がいるだろう？」

　口元を薄うすら寒い笑みの形に歪ゆがめ、ジャティスが続ける。

「言っちゃ悪いが、僕らが処理すべき重要案件は他にも山ほどある。要人の娘とはいえ、何の変へん哲てつもない一小娘の守りに僕らを割さく暇も余よ裕ゆうもない……違うかい？」

「…………」

「ああ、そういえば……ゼパル＝ディレックは、帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団・魔導技術開発室からの元・派は遣けん武官でもあったね……はてはて、うーむ……？」

　そう言って、ジャティスが芝しば居いじみた仕草で考え込む。

「……何が言いたいんだ？　てめえは」

「いいや、別に？」

　そこまで話を振ふっておいて、ジャティスは曖あい昧まいにお茶を濁にごし、含ふくむように笑っていた。

「ただ……なかなか楽しくなりそうだなって、ね……」

「…………」

「思えば、君と二人だけで同じ任務に就つくのは、今回が初めてじゃないかな？　ははは、よろしく頼たのむよ」

　グレンは、ジャティスの言葉に何も応えない。

　理想主義者でお人好よしのグレンが、ジャティスの残ざん虐ぎやくなやり方を良く思っていないことを、ジャティスは当然、知っている。

　だが、それに構わず、ジャティスは調子良く言葉を続けた。

「しかし、それにしても……最近の君は、本当に快かい進しん撃げきだねえ？」

「…………」

「軍の連中が、君のことを何と評しているか、ご存じかい？　〝１００回中99回負ける戦いでも、残り１回の勝利を一番最初に引き当てる男〟……だってね。それだけ君は、通常、有り得ない死し闘とうを制し続けている。凄すさまじい戦果を挙げている」

「…………」

「凄すごいね、君は。そんな凄い君と任務を共にできて、僕は光栄──」

　と、そこまでジャティスが調子良く並べ立てた……その時だった。

「……凄くねえよ」

　しつこく絡からんでくるジャティスにうんざりしたかのように、グレンが吐き捨てた。

　途端、我が意を得たりとばかりに、ジャティスが眼を細くして押し黙だまる。

　ジャティスに乗せられたことにも気付かず、グレンは拒絶するように言葉を続けた。

「一体、俺が今まで、どれだけのものを、零こぼし落とし続けて来たと思っている？」

「…………」

「生き残った？　死闘を制した？　戦果を挙げた？　そんなんクソどうでもいいんだよ……守れなきゃ意味がねえ……意味がねえんだ……ッ！」

　そう絞しぼり出すように言葉を吐き出すグレンの表情は、苦く渋じゆうと悔かい恨こん、疲ひ弊へいに満ちていた。

「だけど……俺は諦あきらめねえ。まだだ……まだ歩ける……まだ……」

「…………」

「ジャティス……てめえのやり方は知っているぞ？　俺はてめえのやり方なぞ、毛ほども認めちゃいねえ。もし、俺の前でそれをやってみろ。俺はてめえを容よう赦しやなくブッ倒たおす」

　そう言い捨て、グレンはジャティスから窓の外へと視線を、ぷいっと移した。

（ふむ……）

　ジャティスは、そんなグレンを見透かすように眺め……やがて結論を出した。

（ああ、やっぱりだ。この男は、取るに足らない〝雑魚ざこ〟じゃないか……）

　心の中で、心底失望したように嘲ちよう弄ろうするジャティス。

　もし、自分以外に誰だれもいなかったのなら、今、ジャティスはさぞ盛大な溜ため息いきを吐いたことだろう……それほどの虚きよ脱だつ感と幻げん滅めつがジャティスを支配していた。

（譲ゆずれない信念があるわけじゃない。鋼のような精神力を持つわけでもない。今のグレンは、すでに折れる寸前。その脆もろく弱った心を支えているのは意地と虚きよ勢せいばかりだ。だと言うのに、未だ『正義の魔ま法ほう使つかい』とやらを諦められない、現実と理想の区別すらつけられない糞くそ餓が鬼き……それがグレン＝レーダスという、惨みじめな男の正体……）

　ひょっとしたら、この自分が一目おけるような〝強さ〟の片へん鱗りんでも、話し合えば言葉の端はしに見せてくれるのかと期待していたが……まるで期待外れもいい所である。

　この程度の安っぽい正義感を振りかざす輩やからなど、世に掃はいて捨てるほどいるのだから。

　悲ひ壮そうぶって、悲劇のヒーローを気取り始めたら、さらに倍率ドンである。

（だけど、だとしたら尚なお、心底、解げせない……このような〝弱い〟男が、なぜ確率を超こえて、こうまで勝ち続けるのか……生き残り続けるのか……？）

　そして、その信じられない事実と共に、ジャティスがグレンへ感じる微かすかな苛いら立だち。

（ふっ、この男が僕を気に喰くわないのと同様に、どうやら、この僕も、この男が気に喰わないらしい……）

　そんなことを思いながらも、ジャティスはそれを毛ほども表に出さず、おどけたように友好的な態度でグレンへ言った。

「あっはっは、なんだかよくわからないが、気負いすぎじゃないかな？　肩かたの力抜ぬけよ、グレン。……そんなんじゃ保もたないぞ？」

「…………」

「仲良くやろうじゃないか？　……僕達は〝仲間〟、なのだからさ」

　やはり、これ以上ないほど白々しい響きを持つ台詞せりふを最後に。

　二人の間に、重苦しい沈黙が形成される。

　そんな車輌内の様子は露つゆ知しらず、車輌を牽引する移送用神鳳フレスベルグは、力強く翼つばさを羽ばたかせ、海上の空を突つき進み続ける。

　やがて、水平線の向こうに島しま影かげが、小さくゆっくりと姿を現すのであった──




　ライランド諸島に属するエルリック島は、人口千人程度の孤こ島とうだ。

　だが、この島にある『ライランド法医学研究所』は、法医術専門の公的研究機関。言わば、軍事行動に必ひつ須すの法医呪文ヒーラー・スペルの研究開発を行う場所であり、即すなわち帝国軍の要だ。

　ゆえに、それなりの予算がこの島には流れており、島の街は、帝てい都とには到底及およばないが、一地方の片かた田舎いなかとは思えない程度の発展ぶりを見せていた。

　空の旅を経て、エルリック島に上陸したジャティスとグレンの二人は、早速、『ライランド法医学研究所』へと出向する。

　研究所は、一見、街の施せ療りよう院にも見える白はく亜あの城館であった。

　広大な敷しき地ちに、よく手入れの行き届いた前庭や庭園が広々と広がっている。

　入り口の守衛所にて、早速、入所手続きを済ませたジャティス達は、研究所内へと足を踏ふみ入れ、研究所所長ゼパルと面会するのであった──




「おお、貴方達が、あの特務分室の！　遠路はるばるよくぞお越こしくださいました！」

　研究所内にある所長執しつ務む室にて。

　白衣に身を包んだ穏おだやかな風ふう貌ぼうの、四十過ぎの中年男性──ゼパルが、ジャティスとグレンに順々に握あく手しゆし、頭を下げて歓かん迎げいの意を示していた。

「いやぁ、特務分室の敏びん腕わん魔導士が、二人も来ていただけるなんて！　これで、我が娘の命は安あん泰たいです……ッ！　ありがとうございます……ッ！」

「まぁ、任せてください。お嬢じようさんの命は、僕ぼく達が命にかえてもお守りしますよ……任務ですからね、くっくっく……」

　相変わらず取り繕つくろったような笑みを張り付け、空々しい応対をするジャティス。

「ああ、どうかご安心を。僕のような非才の身はともかく、このグレン＝レーダスという男は、本当に凄い男でして……何せ──」

　そんな、おべんちゃらを並べ立てるジャティスを無視し、グレンがゼパルへと問う。

「で？　その〝何者かに命を狙われているお嬢様〟とやらはどこだ？　それに、詳くわしい状じよう況きようをアンタの口から直接聞きたい……こっちも前情報は色々と聞いてるがな」

「そうですね、そうしましょう」

　ゼパルがその場に立ち会う秘書に何事かを耳打ちする。

　すると、秘書は何かを了りよう承しようしたように頷うなずき、執務室を出て行く。

　しばらくすると、秘書は車くるま椅い子すを押しながら、再び執務室内へと戻もどって来た。

　その車椅子には、一人の少女が腰掛けている。

　色白で線の細い、儚はかなげな雰ふん囲い気きの少女だ。簡素な病衣に身を包んだその身体からだは瘦やせ細っており、もうずいぶん長いこと何らかの病気を患わずらっていることが一目でわかる。

　どこか怯おびえたような暗い表情で眼を伏ふせ、グレン達とは眼を合わせようとしない。

　まぁ、物々しい装備の軍人が二人もやって来ては、当然だろう。

「我が娘、ネージュです」

　ゼパルが痛ましそうに眼を伏せ、娘を紹しよう介かいした。

「先天的に、とある厄やつ介かいな肺の病を患っていまして……それで、この研究所の病びよう棟とうに、もう何年も入院しているのです。幼い頃ころから何度も、その病の発作に襲おそわれ、生と死の渕ふち瀬せを彷徨さまよったことも一度や二度ではありません……」

「そうか……それは……ご愁しゆう傷しよう様さまだ……」

　なんと言葉をかけたらいいかわからず、グレンが曖あい昧まいに言葉を濁す。

「成人するまでは生きられない……市井しせいの医者からはそう診しん断だんされましてね。ですが、ネージュは我が最愛の娘むすめ……どうしても救いたくて……通常の医術が駄だ目めならば、法医術ならどうか？　その一心で、私は娘を救うため、ずっとここで研究を続けてきたのです」

「…………」

「ですが……我が研究はついに報われたのです！　娘の治ち療りよう法が……もう少しで……もう少しで確立するのです。この研究が成れば、娘の命は救われるのです！　あと少し……もう少しで……、……だと言うのに……ッ！」

　ゼパルは頭を抱かかえて嘆なげいた。

「一体、どこの狼ろう藉ぜき者なのでしょう？　こんな娘の命を狙ねらう輩が現れたのですッ！」

　ゼパルは懐ふところから一通の封ふう書しよを取り出し、グレン達に差し出す。

　それを受け取ったグレンが中身を検あらためる。

『研究ヲ止やメロ。娘ヲ救ウナ。サモナクバ、娘ヲ殺ス』

　と、定規によって筆ひつ跡せきを殺した文字によって書かれていた。

「……これは……ッ!?」

　脅きよう迫はく文を見て、ぎり、と歯は嚙がみするグレン。

「ふうん？」

　一見、興味深く脅迫文を見つめているが、その実、まるで興味なさそうに流し見ているジャティス。

「当初は性た質ちの悪い悪戯いたずら……そう思っていたのですが、先日、娘の食事に、何者かの手によって猛もう毒どくが仕込まれていました。たまたま、気付けたからよかったものの、もし、気付かなかったら、娘はもう……」

「なるほどな。この脅迫者の殺意は本物ってことか……」

　グレンが静かな怒いかりを燃やしていると、ゼパルが涙なみだ交じりに叫さけんだ。

「一体、どこのどんな外道の仕し業わざなのでしょうか!?　常に死の影かげに怯えていた娘が、ようやく、もう少しで助かるという時に……なんて、なんていう……卑ひ劣れつな……ッ！」

「ああ、確かに許せねえ。ゼパルさん……頼たのむ、教えてくれ。娘さんの命を狙う下手人の存在に、誰か心当たりはねえか？」

「……真に残念な話ですが」

　口くち惜おしそうに、ゼパルが言葉を絞り出す。

「私は、私の遠とお縁えんの親しん戚せき達を疑っています……」

「……親戚？」

「はい……僭せん越えつながら、我がディレック家は、力ある大貴族の端はしくれです。土地も財産もかなりの物があると自負しています。そして、ネージュは我が一人ひとり娘むすめ……ネージュさえ亡なき者になってしまえば……」

「その莫ばく大だいな財産が、いずれ自分達の物になるってか……？　ちっ、いかにも有り得そうな話じゃねえか、クソったれ……ッ！」

「まあね。本当に昔からよくある話さ。……本当にね」

　憤いきどおるグレン。肩を竦すくめるジャティス。

「今、怪あやしい親戚筋は、軍の上層部の者達に洗ってもらっています。その間、貴方達二人にはどうか、娘の命を守っていただきたいのです……ッ！　危険なことはわかっています……それでも、どうか……どうか……ッ！」

　グレンへ深々と頭を下げるゼパル。

「……ああ、わかったよ。……娘さんは、俺が守る。……安心してくれ」

　そんなゼパルに、グレンは力強く頷き、決意を示す。

　ちょうど──その時であった。




「きゃあああああああああああああああああーーッ!?」




　突とつ然ぜん、響ひびき渡わたる金切り声と、壁かべが倒とう壊かいするような音が所内を震ふるわせていた。

「な、なんだ……ッ!?」

「ふうん？　まぁ、早速……と、いうところかな？」

　咄とつ嗟さに身構えるグレンに、ジャティスが肩を竦めて応じる。

　そして、次の瞬しゆん間かん。

　どんっ！

　グレン達のいる執務室の三方の壁が、唐とう突とつに外側から突き破やぶられ、それぞれの方向から三体の巨きよ大だいな何者かが、室内へと飛び込んで来たのだ。

「な──、なんだ、こいつら──ッ!?」

　歪いびつな異形であった。

　蝙こう蝠もりの翼と蠍さそりの尾おを持つ獅し子しだ。

　帝てい国こくに生息するいかなる魔ま獣じゆう種にも属さない。まるで異なる生物を強引に掛かけ合わせ、繫つなぎ合わせたかのような、悍おぞましき怪かい物ぶつであった。

　それが、三体。

　野生に有り得なき存在でありながら、溢あふれんばかりの野性の殺気を漲みなぎらせ──三体の獅子の怪物が、ネージュを睨にらんだ。

「ひ──」

　獲え物ものを狩かる──その強きよう烈れつな本能の光を爛らん々らんと漲みなぎらせた怪物の眼に射い竦すくめられ、ネージュは喉のどを鳴らして青ざめ、硬直する。

「グルゥオオオオオオオオオオオオオオオオオオーーッ！」

　びりびりと大気と肌はだを痺しびれさせる咆ほう哮こうと共に。

　ネージュに最も近い位置に居た獅子の怪物が、全身のそのしなやかな筋肉を躍やく動どうさせ、恐おそろしく俊しゆん敏びんなる機動で、ネージュへ真っ直すぐ飛びかかった。

　怪物の牙きばが、爪つめが、強大な質量が、真空を引き裂さいてネージュに迫せまる。

　それはか細い少女を蹂じゆう躙りんするには、あまりにも過か剰じような暴力。

　その場に居合わせた誰だれもが、次の瞬間、ネージュの悲ひ惨さんな末路を幻げん視しして──

「させるかよッ！」

　その刹せつ那な、ネージュと怪物との間に、グレンが風のように割って入っていた。

　がっ！

　グレンが掲かかげた左ひだり腕うでに、怪物が嚙かみ付き、その牙を食い込ませる。

　鋼より丈じよう夫ぶと評される特とく殊しゆ繊せん維いで編まれた魔ま導どう士し礼服には、肉体の頑がん健けんさを強化・増ぞう幅ふくする【ボディ・アップ】の呪じゆ文もんも、永続付呪されている。

　だが、それでもその怪物の圧あつ倒とう的な咬こう合ごう力は、礼服に牙を突つき破らせ、グレンの肉を穿うがち、骨を軋きしませる──

「ぁああ……ッ!?」

　自分を庇かばったグレンの背中を、目を見開いて見つめるネージュ。

「《赤き野良犬よ・怒りて・囲み吼ほえよ》ッ！」

　そして、グレンは左腕を嚙みつかせたまま、呪文を完成させていた。

　すると、嚙まれたグレンの左腕が不意に燃え上がり──爆ばく炎えんを上げた。

「ギャンッ!?」

　そんな腕うでを嚙んでいた怪物はたまらず、グレンの腕を放し、跳とび下がり──

「──しぃッ！」

　刹那、グレンが身を翻ひるがえし、右手を霞かすみ消えるように動かす。

　グレンの右手に魔ま法ほうのように構えられた、パーカッション式回転拳銃リボルバー。

　その撃げき鉄てつが猛もう速度でファニングされ、その銃じゆう口こうから鉛なまり弾だまの死し棘とつを六発、吐はき出した。

　灰色火薬アツシユ・パウダーと呼ばれる魔ま術じゆつ推すい薬やくの壮そう絶ぜつな炸さく裂れつによって、放たれたその六発の弾だん丸がんは、跳び下がった怪物の、およそ急所と思おぼしき急所を穿ちまくり、その衝しよう撃げきと威い力りよくで、怪物を思いっきり蹴け飛とばされたボールのように吹ふき飛ばし、壁に叩たたき付ける──

　──だが、それと入れ替かわるように。

「ギャオオオオオオオオオオンッ！」

「グルォオオオオアアアアアアアアアアアアーーッ！」

　間かん髪はつを容いれず、残り二体の怪物が左右から挟はさみ撃うちするように、ネージュへと飛びかかっていた。

　当然、車椅子上で怯えきったネージュに抗あらがう術すべはなく……

　ヒュパッ！

　……再び、グレンの右みぎ腕うでが動く。

　弾たま切ぎれの拳銃を捨てると同時に、グレンの右手から放たれた数本の鋼糸。

　それが疾とく鋭するどく空間を飛んで──右から迫る怪物の首や胴どう、手足に絡からみつく。

　だが、グレンと怪物との間には、圧倒的な体格差、絶望的な筋力差が存在する。

　鋼糸で捕とらえたところで、怪物の動きをどうこうできるものではない。

　しかし──

「《唸うなれ風・唸りて打てよ・打ち据すえよ》──ッ！」

　──グレンが呪文を吠ほえるように唱える。

　途と端たん、グレンの右腕に激しい突とつ風ぷうが絡みつくように巻き起こり──それが右手から繫がる鋼糸を伝って怪物へと走っていき──

　どんっ！

　──突風が怪物に絡みつく鋼糸をぐるりと伝い、怪物の身体からだを浮うかせる。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　その怪物が浮いた瞬間を狙って、グレンが魔ま力りよくを全開で解放。

　自身に刻まれた身体能力強化術式に魔力を流し込み、その一いつ瞬しゆんだけ、膂りよ力りよくを極限まで強化、右手から伸のびる鋼糸を釣つり竿ざおのように引いて──鋼糸で捕らえた怪物を、突風の勢いを乗せて、投げ飛ばす。

「ギャオンッ!?」

「ギャンッ！」

　投げ飛ばされた怪物は、左から迫っていた怪物と激げき突とつ。

　そのまま、もつれるように床ゆかを転がっていくのであった──

「怪け我がはねえか!?　ネージュッ！」

　グレンが、オシャカになった左腕をだらりと下げ、ネージュを庇うように立つ。

「……ぁ……」

「下がっていろ、大だい丈じよう夫ぶだ！　俺がお前を守る！」

　そう言って、グレンは鋼糸を放ほう棄きすると、今度は投針を数本、指と指の間に出現させつつ呪文を唱え、何らかの魔術を投針に込め始める。

（ちぃ！　この一瞬は、なんとか凌しのげたが、与えたのは大したダメージじゃねえ……ッ！）

　事実、グレンに吹き飛ばされ転がされた怪物達は、何の支障も無く、起き上がり始めている。

（くそ……なんとか、ネージュをこの場から逃にがさねえと……ッ！）

　グレンが微かすかな焦しよう燥そうと共に、次なる手を模も索さくしていると……

　ぱちぱちぱちぱち……

　不意に、まるで場ば違ちがいな拍はく手しゆが、この緊きん迫ぱくした空間に響き渡っていた。

「あっはっは！　やるじゃないか、グレン」

　……拍手の主は、ジャティスだ。怪物達などまったく眼中にないと言わんばかりに、空気の読めない賞賛をグレンへと贈っていた。

「素晴らしい判断力と胆たん力りよくだ。左腕を犠ぎ牲せいにネージュを庇いつつ、【ブレイズ・バースト】の即そつ興きよう改変で怪物の顎あごから脱だつする……体格差を埋うめるため、これまた【ゲイル・ブロウ】の即興改変呪文で、鋼糸で捕らえた怪物を投げ飛ばす……銃じゆうの腕うで前まえも体術も、実に素晴らしい！　流石さすがは、あのバーナード老の愛まな弟で子し！　見事だよ！」

　それは、今までの胡う散さん臭くさい言動がまるで噓うそのような、素直な心からの言葉であった。

「正直……僕ぼくは君を、しょせん第三階かい梯ていの三流魔術師だと舐なめていたよ。なるほど、やり方次第でここまで戦えるとはね。これこそ魔術師の──……」

「言ってる場合かッッッ!?」

　空気の読めないジャティスに、グレンは苛いら立だち交じりに叫さけんでいた。

「状じよう況きようをよく見ろッ！　恐らく、この怪物どもは召しよう喚かん獣じゆう──下手人が、ネージュを殺害するために送りつけてきた刺し客かくどもだッ！　こいつらから、ネージュを守り切らねえといけねえんだぞ!?　てめえも、さっさと──」

　と、グレンがそこまで言いかけた、その時であった。

「ははは、大丈夫だよ、グレン」

　ジャティスが、さっと、そんなグレンを手で制する。

「ああ!?　一体、何がどう大丈夫──」

「……もう、終わったから」

　ジャティスが、そんなことを言うと。

　ごぱっ！　どぷっ！

　立ち上がりかけていた三体の怪物達が、唐突に、バラバラの肉につ塊かいへと解体され、そのまま、床へ無む惨ざんに転がり、散らばっていったのだ。

「は？　……なっ……？」

　あまりにも信じがたいその現象。

　呆あつ気けに取られるしかないグレンの前で、最も早はや、ただの肉塊と化した怪物は、ずずずと細かい塵ちりのような物と化して、消しよう滅めつしていく……

「ほらね？　〝読んでいた〟んだよ」

　ただ、ジャティスだけが、訳知り顔でほくそ笑んでいるのであった。

（ジャティスか!?　これ、ジャティスがやったのか!?）

　グレンが戦せん慄りつと共に、ジャティスの横顔を流し見る。

（こいつ、何をしやがったんだ……ッ!?　呪文を唱えた気配も、魔力の動きもなかった……ッ！　なのに、軍用魔術を何十発撃ち込んでも殺しきれそうにねえ、このタフそうな怪物共を、こんな一瞬で……ッ!?）

「おいおい、グレン……僕の顔に何かついているかい？」

　当のジャティスは、どこかおどけたように肩かたを竦すくめている。

「ははは、今のは君の手て柄がらさ、グレン。君の立ち回りが良かったから、フォローしやすかったんだよ。くっくっく……僕達、これで中々良いコンビだと思わないかい？」
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　そんなジャティスの冗じよう談だんめかした言葉に反応する余よ裕ゆうなど、微み塵じんもない。

　この時、グレンを支配していた感情は、ただただ驚きよう愕がくと戦慄であった。

（……つ、強つえぇ……悔くやしいが、このサイコ野や郎ろう……強ぇ……ッ!?）

　特務分室には、アルベルト、イヴ、バーナード、セラ等々、一いつ騎き当とう千せんの化け物魔導士がごろごろ居るが……このジャティスは、その誰ともまた違ちがった方向性の、得体の知れない怪かい物ぶつである、と……グレンはそう評価せざるを得なかった。

（普ふ通つうなら、頼たのもしいと思うべきところなんだろうが……ッ！）

　この時、グレンは嫌いやな予感しかしなかった。

　いつか、どこかで、このジャティスの〝力〟と、俺は真っ向から対たい峙じしなければならない……そんな確信めいた予感を、この時、確かにグレンは感じたのだ。

「…………ッ！」

　ジャティスに対し、何らかの運命の重力を覚えたグレンが、険しい表情でジャティスを睨み付けていると……

「あ、あの……」

　控ひかえめな声が、そんなグレンの背中にかけられる。

「あ、貴方あなた……その……左ひだり腕うで……大丈夫……なのですか……？」

　振ふり返れば、そこには車くるま椅い子す上のネージュがいた。

　顔色を真っ青にし、心配そうにグレンの顔を見上げている。

「その……今……私を庇って……う、腕を……」

　その途端。

　今まで、唐とう突とつなる襲しゆう撃げきで張り詰つめていた室内の空気が、急速に弛し緩かんする。

　ゼパルや秘書達が、へなへなとその場にへたり込む。

　グレンも、ジャティスへ向けていた警けい戒かい心しんを一いつ旦たん解き、ネージュへと向き直った。

「なんつーか、自己紹しよう介かいが遅おくれちまったな。帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団特務分室、執しつ行こう官ナンバー０《愚ぐ者しや》のグレン＝レーダスだ。お前の護衛を務めることになった。よろしくな？」

　グレンはネージュを怖こわがらせないよう、努めて陽気に優しく声をかける。

「腕のことは……まぁ、気にするな。名めい誉よの負傷さ」

　ぶっちゃけ、骨を嚙かみ砕くだかれた上に燃やしたので、泣きたいくらい痛い。

　早く法医呪文プリーズ！　と、転げ回って叫びたい。

　だが、我が慢まんする。グレンは男の子なのだ。

「そ、そんな……それでも、私のために、そんな酷ひどい怪け我がを……」

「本当に大丈夫だって！　こんなん舐めときゃ治るって！　ほら！」

　心配そうに見上げて来るネージュを安心させようと、グレンは負傷した右腕を舐めてみせるが……

「……げっ。考えてみれば、これって、あの怪物達との間接キッスだよな……おえええええええええーーッ!?」

　悍ましい事実に気付いて、グレンは思わずえずいてしまう。

　そんなグレンの様子を見ていたネージュは、しばらくの間、きょとんと目を瞬またたかせていたが、やがて……

「あは、……あはは……グレンさんって……変な人ですね……」

　堪こらえきれなくなったように、思わず噴ふき出してしまうのであった。

「でも……ありがとうございます、グレンさん……こんな私を守ってくれて……本当に……ありがとうございます……」

「良いってことよ。仕事だから、労災も下りるしな！」

　グレンが身を挺ていして庇かばったお陰かげか、初対面だというのに、グレンとネージュはごく自然に打ち解け、笑みを交わし合う。

「いやぁ、グレンさんのような御お方かたがいれば、娘むすめも安心だ！」

「ええ、まったくですね」

「しかし、さすが特務分室……なんとも頼たよりがいがある方々だ……」

　ゼパルやその秘書も、肩の荷が下りたような表情となって。

　その場を、どこか和なごやかな雰ふん囲い気きが包んでいく。

　しかし──

「…………」

　──ただ一人、ジャティスだけが、全てを見み透すかすような薄うすら寒い瞳ひとみと笑みを浮かべ、その場を、じっと睥へい睨げいしているのであった。




　…………。




　こうして、ネージュの護衛任務は始まった。

　正体と規模、目的も不確かな敵からの護衛任務。

　それゆえに、グレンは、四六時中ほとんどの時間を、ネージュに付きっきりで過ごすこととなる。

　初日の襲撃で、颯さつ爽そうとネージュを救い、頼れる姿を見せたせいであろうか？

　ネージュが、グレンによく懐なつくのに、そう時間がかかることはなかった──




「へぇ……アルベルトさんって、怖い人かと思ったら、案外、面白い人なんですね」

「……いけ好かないけどな」

　ネージュが、その一日のほとんどを過ごす研究所病びよう棟とうの白い個室内にて。

　ベッドに横たわるネージュに、グレンは乞こわれるまま、様々な話を聞かせた。

「普ふ段だんはクソがつくほど、クソ真ま面じ目めなんだが……今、話したように、本当に、たまーに妙みようなことやり出したりするんだよなぁ」

「あはは、なんだかグレンさんが困っている姿が眼に浮うかぶようです」

　他に娯ご楽らくがないことも手伝ったのだろう。

　ネージュは、グレンの話をいつも楽しそうに聞いている。

「でも……グレンさん、アルベルトさんのことを随ずい分ぶんと頼りにしてらっしゃるようですけど……？　なんか、言葉の端はし々ばしからそう感じられますよ？」

「は？　俺があいつを？　ふっ、冗談。俺とあいつは不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵同士だぜ？　あいつとは根本的に反りが合わねえんだよ」

「えー？　本当かなぁ？」

「本当だっつーの。なぜか、一いつ緒しよに組まされることが多くて、迷めい惑わく千万だぜ」

「ふふっ……なんだか、セラさんの苦労が窺うかがえちゃいますね……」

「な、なぁんで、そこでセラが出てくるんだよ……？」

「さぁ、なんででしょう？　それにしても、グレンさんの仲間達って、皆みんな、素敵な人達ばかりですね……話を聞いていると、一度、会ってみたくなります……」

「やめとけ、やめとけ……特務分室の連中なんざ、俺以外、全員、毒劇物だ。今のお前が会ったら、ぶっ倒たおれちまうよ」

「じゃあ……もし、私の病気が治ったら、どうですか？」

「……そん時はまぁ……考えておくよ」

「うふふ、約束ですよ？　約束」

　グレンはネージュの傍かたわらに、護衛として張り付きながら、日がな一日、なんでもない話をしてやりつつ、ゆったりとした時間を過ごしていく。

　これも任務とはいえ、ここ最近のグレンの激務・激げき闘とうを鑑かんがみれば、戦士の休息と呼んで差し支えない一時だ。

　今、ネージュが何者かに命を狙ねらわれているとは、とても思えないほど、平和な時間が過ぎていく。

　ゆっくりと。

　……ゆっくりと。




　……だが、ネージュは病人。

　時にその容態が急変する日もあった──

「げほっ……ごほっ！　げほっ……」

　発作を起こしたネージュが、ベッドの上で熱に浮かされながら、激しく喘あえいでいる。

「グレン……さん……わ、私……げほっ！　ごほっ！」

「……大だい丈じよう夫ぶだ。大丈夫だから」

　そんな日は、グレンはネージュに乞われるまま、ネージュの手を握にぎりしめ続ける。

「げほごほっ！　グレンさん……ごほっ！　わ、私……怖い……怖いんです……ッ！」

「ネージュ……」

「ごほっごほっ！　私、苦しくて……本当に……苦しくて……ッ！　ひょっとしたら……今度こそ……今度こそ、私……本当に……死んじゃうんじゃないかって……けほっ！　はぁ……はぁ……わ、私、発作の都度、いつもそんなことを考えちゃって……げほごほっごほっ！　こ、怖い……怖いんです……」

「……心配すんな。大丈夫だ」

　グレンが、ネージュの手を握る手に力を込める。

　憐あわれで儚はかなげな少女を、この世界に繫つなぎ止めんとばかりに、手を握りしめる。

「……さっき、ゼパルさんに薬は打ってもらったろ？　苦しいのは今だけだ。気が弱っているだけだ……心配すんな……じきに収まる……」

「わかってる……んです……こほっ！　それでも、私……怖くて……今まで、どうして生きて来られたんだろうって、考えちゃって……」

「…………」

「グレンさん……手を……どうか、手を握っ……」

「ああ、俺はここに居る。安心しろ。安心して休め」

　グレンは、発作に苦しむネージュを励はげまし続ける。

　いつまでも。

　……いつまでも。




　……そんな苦しい日もあれば、穏おだやかな日もある。

　その日、グレンはネージュを乗せた車椅子を押しながら、病棟の外の庭園へ出ていた。

　空はすっかり澄すみ切った快晴、穏やかな凪なぎが庭園を流れ、花か壇だんに咲さく色とりどりの花々が二人を出で迎むかえていた。

「調子はどうだ？　ネージュ」

「……はい、ありがとうございます……すっかり持ち直しました……」

　冷えないよう肩かたにストールをかけたネージュがお礼を言う。

「はっ、俺は何もしてねえぞ？　お前の発作の処置をしたのは、ゼパルさんだぜ？」

「それでも……グレンさん、一晩中、ずっと私の手を握ってくれていました……」

「……まあな」

「グレンさんは、本当はただの護衛なのに……仕事で、私についてくれているだけなのに……本来、そんなことする必要も義務もないのに……それなのに、いつも親身に私を励ましてくれて……いつも傍そばにいてくれて……」

　ネージュが、グレンを振り返って微笑ほほえむ。

「これも、グレンさんが目指す『正義の魔ま法ほう使つかい』のためですか？」

「いや、さすがに関係ねえだろ。目の前に苦しんでいるやつがいりゃ、なんとかしてやりたい……力になってやりたいって思うのは……多分、至極、ごく普ふ通つうの真っ当な感覚じゃねーか？　別に特に珍めずらしいもんでもねーと思うぜ？」

　すると、そんなグレンの返答に。

　ネージュはにっこりと笑って言った。

「やっぱり、グレンさんって……本当にお人好よしで優しい人なんですね。一見、ぶっきら棒で怖こわいですけど」

「だーれが、ぶっきら棒だ、こら。こぉんな素敵な好青年を捕つかまえてよ」

「ふふふ、そうですね。……あーあ、セラさんが羨うらやましいなぁ……」

「……はぁ？　セラ？　なんで、ここでセラが出てくるんだよ……？」

「えー？　だって……、うん、あれ？　でも、グレンさんが今、そう言うってことは……ひょっとして……私にもワンチャンスあるんでしょうか……？」

　なぜか、悪戯いたずらっぽくグレンを見上げて来るネージュ。

　こころなしか、その白い頰ほおが仄ほのかに上気しているようであった。

「何、わけのわからんこと言ってやがる……ほら、そろそろ戻もどるぞ？　あんまり長い間外に出ていると、身体からだが冷えちまうぜ」

　そんな風に穏やかに談笑を続けながら、グレンはネージュの車くるま椅い子すを押し続ける。

　ゆっくりと。

　……ゆっくりと。

　初日の襲しゆう撃げき以来、ネージュを狙う謎なぞの下手人に何の動きもないせいか。

　ひたすら穏やかで、優しい時間が流れ続けていく。

　ゆっくりと。

　……ゆっくりと。

　…………。

　だが。

　そんな、二人を遠くから監かん視しする、深い、深い闇やみがあった。

「……………………」

　……ジャティスだ。

　ジャティスは、グレン達の様子を、常に遠くから、付かず離はなれず窺い続けている。

　まるで、闇の中、獲え物ものを狙う肉にく食しよく獣じゆうのように、息を潜ひそめて。

　ジャティスは、まるで奈な落らくのような意図の読めない瞳で、二人の監視を続けるのであった──




　…………。




　護衛のため、ほぼ四六時中、行動を共にしているグレンとネージュではあるが。

　そんな一日のうち、小一時間ほど、グレンがネージュと離れる時間がある。

　ネージュがその先天的な病気の治ち療りようのため、ゼパルの診しん療りようを受ける時間だ。

　今、ネージュは、そのいつもの診療時間のため、ゼパルと共に施せ療りよう室内に入っている。

　護衛といえども、諸事情により施療室内には入ることができず、グレンは部屋の外で壁かべを背にして待機状態だ。

　無論、部屋の周囲に索さく敵てき結界を張り巡めぐらせ、いざという時の備えは万全である。

「…………」

　グレンが暇ひまを持て余あましながら、待機を続けていると。

　かつん、かつん……廊ろう下かに靴くつ音おとを響ひびかせて、何者かが近付いてくるのが見えた。

　その正体は──

「……ジャティス」

「やあ、グレン……精が出るね……」

　ジャティスは形だけは友好的な笑みを薄うすら寒く浮かべ、グレンへと歩み寄ってくる。

　グレンは、そんなジャティスへ、眉まゆを顰ひそめて突つき放はなすように言った。

「ふん……てめぇ、良い身分じゃねーか？　……ネージュのこと、ろくすっぽ護衛しねえで、四六時中研究所内を、一人ぶらぶらほっつき歩いてよ」

「…………」

　無言。図星を突かれたからなのか、ジャティスは無言。

「初日以来、下手人がまったく仕し掛かけて来ねえからいいものの……もっと、真ま面じ目めにやったらどうだ？　ああ？」

「…………」

「まぁ……特務分室の執しつ行こう官が二人も付いてんだ……怖おじ気付いて、このまま引き下がってくれるのかもしれんがな……」

　グレンがそんな風に、ジャティスを咎とがめていると。

「はぁ～～～～～～～～～～……」

　突とつ然ぜん、ジャティスが特大の溜ため息いきを盛大に吐ついていた。

「ああ、グレン……僕ぼくは悲しい……本当に悲しいよ……君は、一体、どこまで僕の期待を裏切れば気が済むんだい……？　〝読んでいた〟とはいえ、あんまりじゃないか」

　大おお仰ぎような態度ではあるが、言葉通り心底幻げん滅めつしたように、ジャティスは言った。

「何を言ってるんだ、てめえは」

「やれやれ……君は、本当にわからないのかい？　ここ、最近、君に不自然に課せられ続けたあまりにも危険な任務の数々……そして、今回の任務……以前、ネージュの食事に毒が混ぜられたという胡う散さん臭くさい話……なぜか、僕達が到とう着ちやくするのを待っていたかのような、不自然なタイミングで襲おそってきた初日の怪かい物ぶつ……やたら、君に媚こびを売るネージュ……ヒントはたくさんあったはずさ……たくさんね……」

「…………は？」

　心底、ジャティスの言っている意味がわからないグレンが呆あつ気けに取られる。

「君は、〝１００回中99回負ける戦いでも、残り１回の勝利を一番最初に引き当てる男〟……確率をねじ曲げて生き残り続けるならば、何かとてつもない状じよう況きよう判断力や、生と死の狭間はざまを嗅かぎ分ける動物的嗅きゆう覚かくがあるのやもと期待していたんだが……それもどうやら見けん当とう違ちがい……さて、君はなぜ、そんな無様で、生き残り続けているんだい？」

「おい、いい加減にしろよ？」

　ジャティスの言葉は何一つ意味がわからないが、とてつもなく侮ぶ辱じよくされているということだけはわかる。

　グレンはジャティスの胸ぐらを摑つかみ上げ、目を怒いからせて凄すごむ。

「ちゃんと共通語を話せ。てめえの言っていることは、さっぱりわけがわからねえ」

　すると。

「なあ、グレン。聞いてくれ。今、僕達は敵の罠に嵌っている。完全にね」

　ジャティスが、さらなる意味不明なことを言った。

　どこまでも昏くらい瞳ひとみで、薄ら寒い微笑を浮うかべ、愉たのしげに言った。

「このままじゃ、僕達は死ぬよ？　……確実に」

「は!?　お、お前……一体、何を言って……ッ!?」

　動どう揺ようしたグレンが、ジャティスの真意を問い質ただそうとすると。




　どくん……ッ！




　不意に、グレンの心臓が激しく高鳴り、視界がぐにゃりと揺ゆらいだ。

「な……ッ!?」

　熱い。みるみるうちに身体が燃えるように熱くなってくる。

　もの凄い発熱だ。たちまち思考が眩くらみ、意味を成さなくなってくる。

　この唐とう突とつすぎる自身の体調の変化に、グレンが困こん惑わくするのも束の間──

「ごは──ッ！」

　グレンは盛大に血を吐いていた。

　どす黒く汚よごれた血だ。それが、びしゃっと、床ゆかに広がる。

「が、ぐ──ッ!?　なんだ、これ……ッ!?」

　ふと、グレンが気付けば。なんと、己の肌はだに黒い痣あざのような斑はん点てんが、みるみるうちに浮かび上がり、広がっていっている。

「げほっ！　ごほっ!?　ば、馬ば鹿かな……俺の身体……どうなって……ッ!?」

「始まった……ようだねぇ？」

　見れば、訳知り顔のジャティスも、グレンと同じ症しよう状じように陥おちいっていた。

　血を吐き、その肌に黒い痣が浮かび上がっていく……

「げほごほっ！　あは、ははははは……〝読んではいた〟が、流石さすがに、これはキツいなぁ……ごふっ！　ごほっ！　はははは……ははははははは……ごふっ！」

　吐と血けつしながら、ひたすら愉しげに嗤わらうジャティスは、もう完全に常じよう軌きを逸いつしていた。

「……て、てめぇ……一体、何を……ッ!?　げほっ！」

「ぐふっ！　はははっ！　何てことは無いさ……ただ、試したいのさ……」

「た、試す……？」

「くくく……安心しろよ、グレン……じきにわかる……じきにね……」

　そんなことを言い合っているうちに。

　グレンの意識は千々になっていき……身体に力が入らなくなり、立っていられなくなって……

「……くっそ……」

　どさり、ばたり……

　グレンとジャティスの二人は、その場に倒たおれ伏ふし、意識を失ってしまうのであった。

　しばしの沈ちん黙もくが、辺りを支配して。

　そして──

　がちゃり……二人が倒れ伏した前にある施療室の扉とびらが開く。

　部屋内から出てきたゼパルとネージュが、血ち反へ吐どを吐いて倒れたグレン達を、まるで感情のない瞳で見下ろしていた。

「ふっ……でかしたぞ、ネージュ……どうやら、完全に〝感染〟したようだな？」

「……はい」

「さて……早速、検査だ……運べ！」

　ゼパルが手を振ふると、まるで鳥の頭のようなマスクと全身防護服に身を包んだ研究員達が、どこからともなくわらわらと現れる。

　そして、気を失ったグレンとジャティスを、運んできたストレッチャーに乗せて拘こう束そくし、いずこかへと移送し始めるのであった。




　グレン達が運ばれたのは、研究所内の地下区画だ。

　その場所には、手術台や医い療りよう用魔ま導どう機器などの最新設備が並び、四方の壁には薬品棚だながあり、用よう途と不明の様々な薬品類が所ところ狭せましと並んでいた。

　台に寝ねかされたグレンとジャティスには、様々なチューブがつけられ、各種生体情報を接続された魔導演算器へと送っている。

　その周囲では、鳥頭マスクの研究員達がせわしなく動き、何らかの検査を行っていた。

「素晴らしい！　予想以上だよ、ネージュ！」

　その検査結果を見たゼパルは、思わず歓かん喜きの声を上げていた。

「咒じゆ葬そう兵器【黒幽死病レイスペスト】は、ここに完成した！　ネージュ、お前は、お前を蝕むしばむ黒幽死病レイスペスト菌きんを完全に支配した！　世界初の黒幽死病レイスペスト菌の真なる親保菌者キヤリアーとなったのだ！」

「…………」

　そんなゼパルの言葉に、ネージュはただ、虚うつろな表情で俯うつむいている。

「この咒葬兵器の力があれば、私の《天の智ち慧え研究会》への入会と、幹部位階は約束されたようなもの！　そして、帝てい国こく軍はおろか、世界を制することすら出来る！　ふは、ふははははははははははッ！　私の時代が始まるのだよ！　ふははははははははははははははははははははははははははははははははははーーっ！」

　高笑いするゼパルへ、ネージュが懇こん願がんするように言った。

「あ、あの、お父様……だったら、もういいでしょう？　もう、私をこんな恐おそろしい役目から解放してください……ッ！」

「む？　そうだったな……この研究が完成したら、実験体の役目から解放する……そういう約束だったな……ふふふ、お前には今まで本当に苦労をかけた……先天的に、黒幽死病レイスペストに強い耐たい性せいを持つ特異体質であったとはいえ、お前に感染させ続けて来た黒幽死病レイスペストのせいで、お前は幼い頃ころから常に、生と死の狭間はざまを彷徨さまよい続けていたのだからな……」

「お、お父様……」

「それも、もう終わりだ。真なる黒幽死病レイスペスト制せい御ぎよ術式は完成し、これから親保菌者キヤリアーを量産することは容た易やすい……お前も実験体の役目から解放され、いつ死ぬやも知れぬ日々から解放される……あの苦痛と不自由の日々から解放される……よく頑がん張ばった……」

「あ、ああ……やっと……ぐすっ……やっと…………やっ……と…………私……」

　今まで、ずっと堪こらえてきた死の恐きよう怖ふと苦痛からの解放……それを前に、ネージュは両手で顔を押さえ、ぼろぼろと涙なみだを流すしかなかった。

「と、お前を解放する前に……だ」

　そんな感極まっているネージュへ、ゼパルは台にぐったりと横たわるグレンとジャティスを指差して、言った。

「あの二人を殺せ……あの二人の病状を致ち死しステージまで上げてな」

　そんなゼパルの酷こく薄はくな言葉に。

「……えっ？　こ、殺す……のですか？」

　ネージュは、啞あ然ぜんとして顔色を蒼そう白はくにする。

「なぜ……？」

「決まっているだろう？　実際に、人を殺すに足る十分な威い力りよくがあると証明してみせてこそ、天の智慧研究会への手て土産みやげになるというもの……親保菌者キヤリアーであるお前は、子感染者の病状の進行を自在に操作できる……そういう術式をお前に刻んだのだ。そして、その利便性・確実性・即そつ効こう性こそが、咒葬兵器【黒幽死病レイスペスト】の最大の利点だ。さぁ、やるのだ。あの二人を、お前の手で殺すのだ！」

　そんなゼパルの言葉に、ネージュが言葉を失って立ち尽つくす。

「さぁ、やれ！」

　ゼパルの叫さけびが、寒々しく室内に響ひびき渡わたる。

　しばらくの間、ネージュは微び動どうだにせず、固まっていて。

「…………、そ、そんな……そんなの嫌いやです！　わ、私は──」

　やがて、ネージュの喉のど奥から絞しぼり出すように拒きよ否ひの言葉が出た、その瞬しゆん間かん。

　ぱぁんっ！

　すっかり青ざめて狼狽うろたえているネージュへ、ゼパルが平手打ちを食らわせていた。

「馬ば鹿か娘むすめめ……何を今さら、怖おじ気づいておるのだ!?」

「で、でも……ッ！」

「そもそも、私とお前で咒葬兵器【黒幽死病レイスペスト】を完成させた時点で、お前はもう決して拭ぬぐいきれない大罪と悪徳に塗まみれているのだ。

　この黒幽死病レイスペストは、これから無数の人間を死に至らしめることになるのだぞ？　今さら、貴様自身の手で一人殺そうが、二人殺そうが、一体、何の違ちがいがある？」

「…………あ」

　ネージュが愕がく然ぜんとする。

「なんだ？　まさか、今、気付いたのか？　それとも、今まで気付かぬふりをしていたのか？　自分の与あずかり知らぬところで、自分の創った咒葬兵器が人を大量に殺しても、お前はどうでもよかったのか？」

「そ、そんな……わ、私は……ただ苦しくて……死ぬのが怖こわくて……お父様が黒幽死病レイスペストの制御術式を真に完成させれば、この苦しみから解放してくれるって言うから……その一心で……でも……あ……ぁあああ……」

　頭を抱かかえて後ずさるネージュへ、ゼパルは脅おどすように畳たたみかけていく。

「ネージュよ。また、いつ死ぬやも知れぬ生活に戻もどりたいのか？　日々、死に怯おびえることのない健すこやかな人生を享きよう受じゆしたいと思わぬのか？」

「あ……ぁ……嫌……」

「言っておくが、今のお前は生きている……だが、明日のお前は生きているかどうか、分からぬのだぞ？　黒幽死病レイスペストに侵おかされているお前は、そういう綱つな渡わたりな命で生きている……早く、そんな状態から解放されたいと思わないか？」

「ぁ……うぅ、ぁあああ……ッ！」

　ネージュが頭を抱えて、いやいやと振る。

「くっくっく……お前が罪悪感を覚える必要はない……これは、お前が生きるために、仕方ない犠ぎ牲せいだったのだよ……」

「仕方ない……？」

「そう、仕方のないことなのだ……人は生きるために、他の動植物を殺し、糧かてとするだろう？　それこそが生物の原罪であり、生きるために背負う罪。それと同じだ」

「……同じ……？」

「そうだ」

　そう言われて。

　俯いていたネージュは、意を決したように顔を上げ……グレンを見み据すえた。

「はぁ……ッ！　はぁ……ッ！　はぁ……ッ！」

　過呼吸気味になりながら、ネージュが掌てのひらを差し出すように前へと掲かかげる。

　何かを念じると、ネージュの左手に赤い紋もん様ようが血のように浮うかび上がり……その背後にぞぞぞ、と何者かの影かげが立ち上っていった。

　黒い霧きりのようなもので形作られた、幽ゆう鬼きの影だ。

　それが色いろ濃こく、輪りん郭かくを発揮していくにつれて。

　グレンの身体からだ中に浮かび上がる黒い痣のような斑点が、じくじくと広がっていく。

「さぁ、殺せ」

「はぁ……はぁ……」

　ネージュが念じる。さらに念じる。

「殺せ……殺せ……殺せ……」

「はぁー……ッ！　はぁー……ッ！」

　ネージュが念じる。過呼吸を堪え、さらに強く念じる。

　ず、ずず、ず……

　あっという間に進行する死病が、グレンからどんどんと生命力を奪うばっていき……

「……ごふ……っ！」

　眠ねむるグレンに汚けがれた血を吐はかせ……

　そして……

「殺せぇええええええええええええーーッ！」

　ゼパルの狂きよう気きじみた叫びが、地下室内に反はん響きようして──




　…………。

「はぁっ！　はぁっ！　はぁーっ！　はぁ──」

　がくり、と。

　ネージュが、その場にくずおれていた。

　目から溢あふれる涙を滝たきのように流し、その場に力なく項うな垂だれている。

　いつの間にか、ネージュの背後に現れていた、黒い霧のような幽鬼は消え失せていた。

「殺せない……殺せません……ッ！　私には、殺せません……ッ！」

　頭を抱えて、泣き叫ぶネージュ。

「こんな罪深い私に、あんなに良くしてくれた人なのに……そんな人を殺すなんて……私には……ッ！」

「ちっ！　馬鹿娘が！」

　ぱぁん！　と、ネージュの頰ほおを盛大に張るゼパル。

「愚おろか者め……まさか、親身に護衛されて情が移ったか!?　我が娘むすめながら尻しり軽がるめ！」

　そして、横たわるグレンを忌いま々いましそうに睨にらみ付ける。

「ふんっ！　まぁいい、連中はすでに手て遅おくれ！　一度、黒幽死病レイスペストに感染して、発はつ症しようした以上、病は否応なく進行し、遅おそかれ早かれ死ぬしかないのだ！　それで良しとしよう！」

「そ、そんな……ッ!?」

　それを聞いたネージュがゼパルに縋すがり付く。

「どうか、グレンさん達を助けて！　もうアレは完成しているのでしょう!?　私はどうなってもいいから……ッ！　何の関係もないこの人達だけは……ッ！」

「馬ば鹿か者が！　ここまでやっておいて、生かしておけるわけがないだろう!?　我々の禁断の研究が明るみに出たら、我々やここの研究員達は、あの御方に残らず口くち封ふうじされるに決まっているだろうが！　もう、我々は後に退ひけぬのだッ！」

「そ、そんな──」

　と、ネージュが絶望に打ち拉ひしがれていた……その時であった。

「いやいや、どうかお構いなく」

　そんな、どこかとぼけたような台詞せりふと共に。

　どばっ！

　ゼパルとネージュの周囲にいた、研究員達の首の悉ことごとくが、一いつ斉せいに宙を舞まう。

　首を失った胴どう体たいから、大量の血が噴ふん水すいのように噴ふき出し、四方八方へ荒あれ狂う。白い研究室内がたちまちの内に、紅の地じ獄ごく絵え図ずと化していく。

　あまりにも唐とう突とつな事態に、ゼパルもネージュも言葉を失って、硬こう直ちよくするしかなく……

　そんな彼らの前で、いつの間に拘こう束そくを引きちぎったのか、一人の男がむくりと台から身を起こし、ふっと微笑ほほえんだ。

「どの道、君達はこれから粛しゆく清せいされるのだからね……この僕ぼくの『正義』に」

　闇やみより深い昏くらき闇の瞳ひとみが絶対零れい度どの眼光を灯し、処断すべき罪人達を睥へい睨げいする。

　ジャティス＝ロウファン。

　地獄の断罪者が、禍まが々まがしい笑みを浮かべて、そこに在った──

「ば、馬鹿な……なぜ……？」

　真っ青になったゼパルが、震ふるえながら後ずさる。

「貴様は、確かに感染していたはずだ……症しよう状じようは、絶対致死の最終ステージ寸前まで進んでいたはず……起き上がれるはずがない……意識を保てるはずが……ッ!?」

「〝読んでいた〟からね。それなりの備えはさせてもらっていたよ。……まぁ、このままじゃ、どの道、黒幽死病レイスペストが進行して、いずれ死ぬけど」

「…………は？」

　ジャティスのあっけらかんとした言葉に、ゼパルが啞然とする。

「わ、わかっていた？　一体、なぜ……？　いや、それよりも、貴様はこうなることをわかっていて、あえて、この死病に感染しに来たとでもいうのか……ッ!?」

「ははは、当然さ。僕の命なぞ、どーでもいいんだよ。重要なのは『正義』が正しく執しつ行こうされ、『悪』が滅ほろびるか否か……そして、今回に限っては……」

　ちらり、と。ジャティスが、隣となりの台に横たわるグレンを流し見る。

「彼……グレンの真価がいかなる物か、それを見極めること」

「き、貴様は一体、何を言っている……？」

「ああ、気にしなくて良い。今から死ぬ君には、まったく関係のないことだし、君のような吐き気を催もよおす邪じや悪あくには、決して理解できないことだから」

　おどけながら、ジャティスが台から降りる。

　そして、その両手を差し出すように振ふるう。

　すると、その手て袋ぶくろから、何らかの粉末が散布されて……完全武装の人工精霊タルパ達が、ゼパルとネージュをぐるりと取り囲むように、無数に出現するのであった。

「ひっ!?」

「ぁ、あああ……た、助けてくれ……ッ!?　い、命だけは……ッ!?」

　人工精霊タルパ達から剣けん山ざんのように隙すき間ま無く向けられる剣先と殺気に、ゼパルとネージュはすっかり絶望して怯えきり、がたがた震えるだけだ。

　そんな二人の様子など、まるで眼中になく、ジャティスは感かん慨がい深げに言った。

「ああ、ようやくだ……ようやくだよ……ようやく、くだらない茶番が終わって、今回の件の本題に入れる……くっくっくっく！　……あははははは……ッ！」

　そして、激しく海え老び反りして天を仰あおぎ、楽しみで楽しみで仕方ないとばかりに、ジャティスは高たか嗤わらいするのであった。

「さぁ、グレン！　君の出番だ！　君の真価を魅せてくれ……君が本物なのか、偽にせ物ものなのか……この僕に確かめさせてくれ……ッ！　ははははははッ！　あーっははははははははははははははははははははははははははははははははははーーッ!?」




　…………。




　……ぴちゃん。

　暗くら闇やみの泥でい濘ねいにべっとりと沈しずむ意識、その隅すみを突く微かすかな刺し激げき。

　それを切っ掛かけに、海中の小さな泡あわが水上を目指すように、グレンの意識がゆっくりと浮ふ上じようしていく。

「……ぐ、ぅ……か……」

　混こん濁だくの沼ぬまが絡からみついているかのように重い身体を、グレンはゆっくりと起こす……

「……な、なんだ……お、俺は……一体……？」

　朦もう朧ろうとする中、グレンは自分の状態を確認していく。

　気分が悪い。吐き気けがする。熱に浮かされた思考。身体は燃えるように熱いのに、今にも凍とう死ししてしまいそうなほど、寒い。そして──

「げほっ……ごほっ……」

　込み上げて来る物を吐き出すようにむせれば、押さえた手にべったりと張り付くのは、ドス黒く濁にごった血だ。これが自分の血かと思うと、最も早はや、恐きよう怖ふしかない。

　おまけに、肌はだにびっしりと浮かんでいる黒い痣あざのような斑はん点てん……

　どう考えても、まともな状態じゃない。

「……ど、どうしちまったんだ……？　俺の身体は……？　ごほっ!?」

　グレンが戦せん慄りつと混乱の中、愕がく然ぜんとしていると。

「やぁ、気付いたかい？　グレン」

　不意に、そんな言葉が耳を刺さした。

「僕が特別調整した霊れい質しつ強化剤ざいを、君に打たせてもらった。お陰かげで、本来ならもう死ぬか意識も回復しないところだけど、まだある程度は動けるだろう。もっとも──」

　ぱたん、と何らかの本を閉じる音。

「──このままでは、君も僕も確実に死ぬわけだが」

　グレンが、その音がした方向を振り返ると……

　……そこには地獄が広がっていた。

「な、何ぃいいいいいーーッ!?」

　ここは、どこかの地下研究施し設せつなのだろう。が、そんなのはどうでもいい。

　目につくのは赤。赤。赤色。首を失った死体がゴロゴロと転がっている。

　そして、毅き然ぜんと円形に整列している人工精霊タルパ達が槍やりを掲かかげ、その先にゼパルを全身串くし刺ざしにして、頭上に掲げている。

　まるで、早はや贄にえのような有様のゼパルは当然、絶命。恐怖と絶望と苦く悶もんの表情で事切れており、先刻、その身を襲おそった凄せい惨さんな惨さん劇げきを何よりも雄ゆう弁べんに物語っている。

　そんな冗じよう談だんのような光景を背景に。

「ぐ、グレンさん……ひっく……ぐすっ……」

　ネージュが許しを乞こうように跪ひざまずき、左右に佇たたずむ人工精霊から首筋に交差するように剣けんを当てられて、怯おびえて震えて泣きじゃくっていて……

「やぁ、気分はどうだい？」

　その隣には、足を交差させて手術台に腰こし掛かけ、手で本を弄もてあそんでいるジャティスの姿があるのであった──

「ジャティス、てめぇええええええええええーーッ!?」

　瞬しゆん間かん、グレンは自身の不調さも忘れて、吠ほえていた。

「どういうつもりだ!?　これはお前がやったのか!?　ネージュに何をしやがる!?」

「落ち着けよ、グレン。全て話そう」

　だが、鬼き気き迫せまるグレンにまったく気け圧おされることも、気負いもなく、ジャティスは悠ゆう然ぜんと返した。

「まずね。僕達は嵌はめられていたんだよ」

「はぁ!?」

「帝てい国こく軍上層部に、天の智ち慧え研究会に通じている人物がいてね……その人物は、僕らの活かつ躍やくを常つね日ひ頃ごろ、疎うとましく思っていた。なにせ、僕らは最近、天の智慧研究会に結構なダメージを与あたえ続けている。要は、君も僕も〝やり過ぎた〟ってことさ……」

「…………ッ!?」

　グレンは絶句するしかない。

「と、いうわけで。その人物は、任務にかこつけて、目め障ざわりな僕達を始末することを考えた。……ちょうど、子飼いのゼパルがとある研究を完成させたのでね」

「ゼパル……ッ!?　まさか……ッ!?」

　グレンの言葉には応じず、ジャティスは悠然と話を続ける。

「咒じゆ葬そう兵器【黒幽死病レイスペスト】。致ち死し性の病原菌きんを霊魂体エーテル化させ、人の霊魂体エーテルそのものに感染して、人を死に至らしめる病……ああ、まぁ、要するに、感染したら１００％死ぬ、対生物呪じゆ術じゆつ兵器だと考えてくれていい」

「は？　人の霊魂体エーテルそのものに感染……？　なんだ、その悍おぞましい悪意の塊かたまりはッ!?　それが人間の発想か!?　魔ま術じゆつ使って、なんてことしてやがる……ッ!?」

　人間の殺意と悪意を極限まで煮に詰つめたかのような、その悪あく魔ま的発想の悍ましさを、魔術師であるがゆえに理解できてしまったグレンは、ただただ戦慄するしかなかった。

「まさか……ッ!?　今、俺達に起こっているこの身体からだの異常は……ッ!?」

「そうさ。その【黒幽死病レイスペスト】さ。空気感染で、あっという間に大流行パンデミツクする死神の鎌かまだ」

　ジャティスがグレンの足下へ、ばさりと書類の束を放る。

　グレンが震える手で、それを拾う。

　どこから入手したのか──それは【黒幽死病レイスペスト】に関する、ゼパルの研究報告書であった。

　嫌けん悪おと驚きよう愕がくの目で、ページを次々とめくっていくグレン。そこに書かれている、世にも悍ましい研究過程、非人道的研究内容、極秘の違い法ほう人体実験──

　ジャティスの言は全て真実──それをグレンが理解したことを察し、ジャティスは、さらにおどけたように話を続ける。

「だが──制せい御ぎよできない力は、いくら強くても兵器にはならない。兵器として使用するなら即そつ効こう性も必要だ。咒葬兵器……そう名がつくからには、感染と発病を制御する機構が必要だったのさ。それが、親保菌者キヤリアー……ネージュさ」

　断罪するようなジャティスの物言いに、ネージュがびくりと肩かたを震わせた。

「異能の一種かな？　彼女は生まれつき特異体質でね。黒幽死病レイスペストに感染しても、著しい体力低下と体調不良こそ認められるものの、決して黒幽死病レイスペストによって死ぬことはない。まさに、親保菌者キヤリアーの研究実験体として、彼女はうってつけだったというわけさ」

「な……」

「黒幽死病レイスペスト菌は、親保菌者キヤリアーの呼吸を通して常に周囲にまき散らされ、周囲の人間へ空気感染する。感染した者は、さらに呼吸を通して黒幽死病レイスペスト菌を周囲に拡散する。ゼパルは、その親保菌者キヤリアーが、感染した全ての人間達の黒幽死病レイスペストの発病と進行を、不可逆的に完全操作できるようにする……そんな悪夢みたいな魔術式を開発していたのさ」

「なんて……ことだ……」

　グレンは研究報告書に、〝ネージュ〟の名前を見つけてしまっていた。

「そして、ゼパルはついに完全なる黒幽死病レイスペスト制御術式を完成させてしまった。黒幽死病レイスペスト親保菌者キヤリアーを、特異体質のネージュ以外にも生み出す手段を確立してしまったんだ。あまつさえ、ゼパルはその研究成果をもって、天の智慧研究会への入会を目もく論ろんでいたんだ」

「…………」

「わかるだろう？　グレン。これはもう人道に対する罪だ。許され難がたい巨きよ悪あくだ。慈じ悲ひはない、死して償つぐなうのは当然だろう？　そして──」

　ジャティスが手袋から疑似霊れい素そ粉末を撤まいて……その手に人工精霊の剣を生み出す。

　そして、その切っ先をネージュの眉み間けんに突きつけて、宣言する。

「──それは、当然、このネージュも例外じゃない」

「ひっ!?」

「お前達、罪人どもは償わなければならない……死してその罪ざい業ごうをねぇ……ッ！」

　ジャティスの目に、絶対零れい度どの殺気が灯ともった……その時だった。

「待てッッッ！」

　グレンが叫さけんで止めた。

「確かに、ゼパルは申し開きできねえ……だが、ネージュは別だろ!?　ネージュはただ無理矢理、ゼパルに親保菌者キヤリアーにされただけだ！　利用されていただけだ！　ネージュには何の罪もねえ！」

「温ぬるいね、グレン。実に温い。……彼女は疑う余地なく悪だよ」

　肩を竦すくめるジャティスへ、グレンが喰くってかかる。

「ふざけんな！　どう考えても、ネージュは悪人じゃねえだろ!?」

「やれやれ……人の善悪を、人が推おし量ってはならないよ、グレン」

「てめえがそれを言うかッ!?　このクレイジーサイコ正義厨ちゆうがッッッ！」

「ああ、言うね。言える」

　グレンの指し摘てきをさらりと受け流し、ジャティスは言った。

「たとえば。悪人と呼ばれる人間が時に弱者を守ったり、善人と呼ばれる人間が時に弱者を切り捨てたり……人は様々な面を持って生きている。だからこそ、個人の勝手な思い込みや感情論で、人の善悪を判断することは許されない。違ちがうかい？」

「──ッ!?」

「唯ゆい一いつ、人間を善悪で判断する基準があるとすれば……それは〝罪を犯すかどうか？　罪を犯したかどうか？〟だ。違うかい？」

「そ、それは……」

「罪を憎にくんで人を憎まず、という言葉があるだろう？　それは、個人の勝手な判断ではなく、明確で客観的な〝事実〟で、人を断罪しろということさ。人格？　環かん境きよう？　動機？　同情？　……そんな物は全て雑音ノイズさ。裁く者は、常に無む謬びゆうの天てん秤びんでなければならない。それを為なすのが僕ぼくらの仕事だ。違うかい？」

「……そ、それは……ッ！」

「目をよく開いて見ろよ？　僕らの有様を。黒幽死病レイスペストが発病した僕らは、いずれ死ぬ。彼女に殺される。ああ、彼女は〝罪を犯した〟。そして、そこに彼女の意思があろうがなかろうが、親保菌者キヤリアーである彼女は、〝事実〟これから存在するだけで人を殺す。さらに言えば、彼女は黒幽死病レイスペスト制御術式などという悪魔の術式開発の立役者……ほら、完かん膚ぷなきまでに罪人じゃないか？　彼女は裁かれなければならない。まさか、殺すつもりがなければ、人を殺しても許されるとでも言うのかい？　あり得ないだろう？　ははは、まったく虫むし酸ずが走るね。このような邪じや悪あく、この世界にあってはならない」

　そう言い捨てて。

　ジャティスは、震ふるえながら顔を押さえて泣きじゃくるネージュへ向かって、剣を振ふり上げて──

　今まさに、ネージュへ剣を振り下ろそうとした──その瞬間。

　じゃき。

「……どういうつもりだい？　グレン」

「……ッ！」

　グレンはジャティスへ向かって、銃じゆうを構えていた。

「ネージュから離はなれやがれ……」

「……おやおや。僕の言葉が理解できなかったかい？」

「うるせぇ……てめえの杓しやく子し定じよう規ぎな正義観はクソだ！　俺達は機械じゃねえ、人間なんだよ……ッ！　ごほっ！　客観的な〝事実〟だけで善悪判断ができりゃ苦労はねえ！　ましてや、もし、彼女に罪があるってのなら、そりゃ司法の仕事だ！　それを……何様のつもりなんだ、てめえはぁ──ッ!?　げほ、ごほっ！」

「くっくっく……はっはははははははははーーっ！　人が人を裁く司法に真の正義があるとでも？　グレン!?　君は若いなぁ、あっははははははははははははははははははははははははははははははーーッ！」

「てめぇも人だろうが……ッ！」

「ああ、人だよ。だがね……僕には〝資格〟があるんだよ……正義を執しつ行こうする〝資格〟がね……まぁ、今の君には理解できないだろうけどねぇ？　くっくっく……」

　高笑いするジャティス。

　歯は嚙がみするグレン。

　この件はどこまでいっても平行線……グレンは魂たましいでそう悟さとる。

　ならば、二人が行き着く先は──

「……言っておくけど」

　その予感をジャティスも悟ったのか、ジャティスがこう言った。

「君と僕が戦えば、今の君の勝率は１％……つまり、１００回戦えば99回は君の敗北……君の〝死〟となるわけだ。……〝読んでいる〟よ？」

「……くっ!?」

　グレンの顔に緊きん張ちようが走る。

　恐おそらく、ジャティスの言葉は、はったりや虚きよ勢せいの類たぐいではない。

　事実、グレンはジャティスの圧あつ倒とう的な力を目まの当たりにした。いつも小細工でぎりぎりを戦っている自分ごとき三流に、勝ち目などほとんどありはしない。

　だが、それでも──

「……ほう？」

「…………」

　グレンは退ひかない。厳然とした意志をもって、ジャティスへ銃じゆう口こうを向け続ける。

「……戦うと？　僕の正義に抗あらがうと、そういうわけだね？」

「知るかよ、クソが！　ネージュは救える！　救える者を前にして、退くなんて選せん択たく肢しは俺の中にはねえんだよ！」

「……彼女は黒幽死病レイスペスト親保菌者キヤリアーだ。存在するだけで、周囲に死をまき散らす恐るべき死神だ。……とても救えるとは思えないけどね？　君は救えると言ったが……それは、君のただの子供じみた願望じゃないかな？」

「…………それは……ッ！」

　グレンが血ち反へ吐どを吐はきながら、迷いの色を顔に浮うかべ。

　だが、それでも退けない何かのために、ジャティスへ意志を示し続ける。

　……すると。

「…………くっくっく、……成る程」

　不意に、ジャティスが押し殺すように笑い始めた。

「確かに……これは試す価値があったようだ、グレン……あっはっはっはっは！」

「試す……だと……？」

　そんなジャティスの意味不明な様子に、グレンは眉まゆをひそめる。

　もっとも、グレンにとって、ジャティスは元々意味不明な存在でしかなかったのだが。

「いやいや、すまない。正直に言うとね、今回のこの任務はオマケなんだ。本題は君なんだよ、グレン＝レーダス。君が、救いようのない彼女を本当に救えるかどうか……それを試したかったのさ……くっくっく……」

「……どういうことだ……ッ!?」

「実を言うとね。ネージュを救い、僕らの命も助かる……そんなハッピーエンドは、今回の件に限っては存在するんだよ、グレン」

「はぁ!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げるグレンの反応を楽しむように、ジャティスが続けた。

「咒じゆ葬そう兵器【黒幽死病レイスペスト】……一見、完全無欠の最さい凶きよう呪法に見えて、実は弱点があるんだ。それは、黒幽死病レイスペスト親保菌者キヤリアー……つまり、彼女自身だ」

　ジャティスが氷のような瞳ひとみで、ネージュを見下ろす。

「この病びよう魔まは、親保菌者キヤリアーが黒幽死病レイスペスト菌をまき散らし、周囲に感染させる。その基本的構造は、親菌──つまり第一世代黒幽死病レイスペスト菌が、子菌──第二世代黒幽死病レイスペスト菌を生み出し、周囲へと拡散させるというもの。そして、魔ま術じゆつ的に黒幽死病レイスペスト菌を制せい御ぎよしている以上、とあるセーフティーが設けられている。それは……第一世代黒幽死病レイスペスト菌が死し滅めつすると、第二世代以降の菌も連れん鎖さ的に、自然死滅アポトーシスするようになっているということさ」

「つまり……ネージュが死ぬか、ネージュに感染している黒幽死病レイスペスト菌を根治すれば、咒葬兵器としての【黒幽死病レイスペスト】そのものが消しよう滅めつするってことか……ッ!?」

「ご名答。今のところ、ネージュがこの世界で唯一の親保菌者キヤリアー……彼女さえなんとかすれば、人類は【黒幽死病レイスペスト】の脅きよう威いから永遠に解放される。ゆえに、僕は彼女を殺すことこそが揺ゆるぎなき正義だと思うんだが──」

「うるせえ、もったいつけんな……ッ！　本題があるんだろ!?」

「その通り。理解が早くて助かる」

　ジャティスが大おお仰ぎように肩かたを竦めて言った。

「あっはっは！　怒おこらないで聞いてくれ、グレン。実は、特効薬があったんだよ」

「…………は？」

　ぽかん、とするグレンへ、ジャティスが続ける。

「そう。ゼパルは黒幽死病レイスペストを治ち療りようする特効薬を作っていた。ついでに抗こうワクチンもね。まぁ、当たり前だよね。万が一自分が感染したら死ぬんだし」

「…………」

「その特効薬を彼女に打てば、彼女が保ほ菌きんする第一世代黒幽死病レイスペスト菌は死滅し、親保菌者キヤリアーでなくなる。すると、僕や君の患わずらう黒幽死病レイスペストも完治する。ほうら、ハッピーエンド」

「ふ、ふざけるなよ、てめぇ……ッ!?」

　あまりにも呆あつ気けない解決法に、怒ど髪はつ天てんを衝ついたグレンが激げき昂こうした。

「そんな手があるなら、さっさと言えッ！　正義だの天秤だのゴチャゴチャと──」

　だが──

「さて、グレン、ここで問題だ」

　ジャティスは心底愉たのしげに、両手を広げて宣言した。

「この中のどれが、本物の特効薬でしょーか？」

「──ッ!?」

　見れば。

　ジャティスの傍かたわらの台に、大量のアンプルがずらりと整列して載っていた。

「ゼパルはいざという時のために、黒幽死病レイスペストの特効薬を用意しておいたんだけどさ……同時に、ネージュや研究員達に裏切られないように、ダミーも用意しておいたんだよね」

「な……」

「ゼパルなら、この中から本物の特効薬を見分けられるんだろうけど……いやぁ、僕ったら、ついうっかり彼を殺してしまってねぇ？　どれが本物か、僕にもさっぱりなんだ」

　わざとらしくほくそ笑むジャティス。

「この中に本物の特効薬があるのは間ま違ちがいないんだが……それ以外は全部、猛もう毒どくらしいんだよ……間違ったアンプルを打てば、彼女は確実に死んでしまうだろう……ううむ、困ったなぁ？　さぁて、どうするか……？」

　そんなジャティスを無視して、グレンはアンプルの数を数える。

　ちょうど、１００本。

　うち、ネージュを救える正解は１本。

「さぁ、グレン。そろそろ、本題の趣しゆ旨しがわかったろう？」

　真っ青に青ざめるグレンへ、ジャティスが言った。

　悪あく魔まのような微び笑しようを浮かべ、淡たん々たんと言った。

「君は……〝１００回中99回負ける戦いでも、残り１回の勝利を一番最初に引き当てる男〟なんだろう？　……やってみてくれよ？」

「な……」

「これで、君の真価がわかると思うんだよ……正直、僕ぼくは君の正義が理解できない。不完全で無様、今にも脆もろく崩くずれそうな正義のくせに、常に確率を超こえて勝ち続ける君……僕は君のことがまったく〝読めない〟」

「…………」

「君は一体なんなんだ？　僕は考えたんだよ。そんな無様な正義で勝ち続ける君は……ひょっとしたら、人を超えた何らかの超ちよう越えつ的な意思によって、守られている〝選ばれた存在〟なのではないかと……ね」

「…………」

「今のネージュは、君が今まで救えなかった、〝零こぼし落としてきた者達〟とは違ちがう……間に合わなかった、救出確率０％な連中とは違う。……救えるんだよ。君はネージュを〝救える〟位置に立っている。

　もし、君が〝選ばれた存在〟ならば……やってみてくれよ。ネージュを救ってみせてくれ……その時、君の正体がわかると思うんだよ……僕は、君が一体、何者なのか、ずっとずっと知りたかったんだ……」

　そんなことを何の迷いなく、はっきり言ってのけるジャティスに。

「……そんなことのために……？」

　グレンはもう、開いた口が塞ふさがらない勢いで愕がく然ぜんとしながら、吐き捨てる。

「そんな毛ほどもわけわからん、クソみてえな理由で、こんなゲロ以下のギャンブルを俺にさせるために……？」

「ああ、そうさ。それ以外に何かあるとでも？」

「──ッ!?　狂くるってる!?　てめぇ、狂ってるぜ、ジャティスゥウウウウウーーッ！」

　グレンの魂の叫さけびが、地下室内へ延々と木霊こだまするのであった。

「ははは、僕の正気を論じている時間はないぞ、グレン」

　ごほっ！　とジャティスが血を吐く。

　同時に、グレンもぐらりと傾かしいで、床ゆかに膝ひざを突く。ごほげほと床に血を吐き散らす。

「……一度、致ち死しステージに移行した黒幽死病レイスペストを舐なめない方がいい……僕達が死ぬのは時間の問題さ。もっとも──僕はまだまだ死ぬわけにはいかないからね……君がやらないというのなら、当初の予定通り、正義を執しつ行こうし、この手でネージュを殺すだけさ。くっくっく……ぶっちゃけ、君もその方が罪悪感を覚えなくていいんじゃないかな？」

「～～～ッ!?」

　グレンが、荒あらい息を吐いて足に力を込め、立ち上がる。

　今はジャティスに構っている場合じゃない。

　グレンは、無数のアンプルが載った台の前に立ち、アンプルとネージュを見比べる。

「……くそ、どれだ……？」

　アンプルには数字が振ふってあるが、グレンには当然、意味がわからない。

　識別番号なのか、暗号なのか、そもそも本当にこの数字に何らかの意味があるのかすらわからない。数字から本物を割り出すのは不可能だ。

　何も、判断材料がない。

　ネージュを救うなら、文字通り、本当にギャンブルをするしかないのだ──

「わからねえ……くそ、わからねえ……ッ！　どれだ……一体、どれなんだよぉおおおおおおおおおおお……ッ!?」

　朦もう朧ろうとする意識の中。

　グレンが、絶望の絶ぜつ叫きようをあげていると。

「……グレンさん……」

　ネージュがそんなグレンへ、観念したように言葉をかける。

「もう、いいです……もう、いいですから……貴方あなたが苦しむ必要はないですから……」

「ね、ネージュ……？」

「確かに、ジャティスさんの言うとおり……私は罪深い人間です。……自分が助かりたいがために……恐おそるべき生物兵器の開発に力を貸してしまった……それがもたらすものが何なのか、ずっと気づかないふりをしてきました……死んで当然の人間です……」

「そんなの……」

「もう、十分です……もう十分ですから……だから、グレンさん……そのアンプルのどれかを私に……」

「！」

「当たりを引こうが、外れを引こうが……どの道、グレンさんは助かります。それがグレンさんの与あたえてくれたものなら、私はどんなものでも、どんな結果でも受け止めますから……だから……もう……」

　ネージュのどこか悲ひ壮そうな覚かく悟ごを前に。

「…………」

　グレンは無言で、アンプル達が載る台を押し、ネージュに寄せる。

　そして、アンプルの一本を手に取った。

　そのガラス口を折り、傍らに置いてあった注射器を手に取り、アンプル内の液体を注射管の中に吸い出す。少しだけ押し子を押し、空気を抜ぬく。

　そして、ネージュの傍らに立ち、ネージュを見下ろした。

「……お願いします、グレンさん」

　ネージュはグレンへそっと腕うでを出し、全てを受け入れる覚悟で、目を閉じた。

　そんな光景を見て、ジャティスは思った。

（さぁ、やれよ。グレン。偽いつわりの正義を掲かかげ、自己満足のギャンブルをすればいい。ネージュに特効薬を試し、その薄うすっぺらい正義を露ろ呈ていしろ）

　ほくそ笑む。

（ははは、当たるわけないだろう？　１％だ。当たるわけないんだよ。現実は甘くない。君は、結局、救うためじゃない、自分の命惜おしさに、ギャンブルをするんだ。しょせん、君の正義はそんなもの。僕にとって取るに足らない相手というわけさ……）

　だが。

　もし、そんな１％のギャンブルを制するなら。

　今、ここで、確率を超えて、救うことが出来たとするなら。

（ああ、その時は認めよう。君は〝選ばれた存在〟なのだと。君は、僕が打だ倒とうするに相応ふさわしい正義の持ち主なのだと……ッ！）

　ジャティスは期待に満ちた瞳ひとみで、グレンを真っ直すぐ見つめ続ける。

（君が本当に、１００回中99回負ける戦いでも、残り１回の勝利を一番最初に引き当てられる選ばれた人間なのか……僕に魅せてくれ！　グレンッ！）

　……と、その時だった。

「おい、ジャティス」

　注射器をネージュに向かって構えたまま、グレンが呟つぶやく。

「なんだい？」

「一言てめえに言っておくぜ。……くそ食らえ、だ」

「……？　どういうことかな？」

「誰だれが、てめえの思おも惑わく通りのクソギャンブルなんざ、するもんかよって話さ」

　そう言い捨てて。

　どす。グレンは、アンプルの中身が入った注射針を腕に突つき立てていた。

　……自分の腕に。迷いなく。

「な──？」

「ぐ、グレンさんッ!?」

　グレンの暴挙に、さしものジャティスも目を見開き、ネージュが悲鳴を上げる。

　そして、次の瞬しゆん間かん。

「ご、ぶ──ッ!?」

　グレンは盛大に血を吐はいた。

「ごあああ──ッ!?　や、やっぱ、外れ……かッ！　甘く……ねえよなぁ!?　げほっごほっ、ぐふっ！」

　そして、グレンは血ち反へ吐どを吐きながら、白しろ魔ま【ブラッド・クリアランス】を唱え、血液を浄じよう化かする。

「ぜぇ……ぜぇ……ッ！　魔術系の毒で助かったぜ……天然毒なら、やばかったか……」

　なんとか、血中に入れた毒を浄化したが、その一瞬で毒がグレンに与えたダメージは激しく、グレンは目に見えて弱っていた。

「何を……やっている？　グレン」

　ジャティスの問いに、グレンが口の端はしの血を拭ぬぐいながら応じる。

「俺達は……耐たい毒どくの訓練を受けている……ネージュなら一瞬で絶命するような猛毒でも……数秒なら耐たえられる……解毒の呪じゆ文もんを唱える暇ひまが……ある……ッ！」

「だから、何をやっているっていうんだ、グレンンンンンンンンーーッ!?」

　ついに、余よ裕ゆうの態度を崩し、声を荒らげたジャティスへ、グレンも負けじと吠ほえ返す。

「うっせえ、決まってんだろ!?　その１００本のアンプルを全部、俺で試すってんだよ?!」

「────ッ!?」

「俺の身体に打って、病状が改善するアンプルが当たりだ！　ネージュを確実に救う方法はこれしかねえだろうがッ!?」

　今度は、ジャティスが愕然とする番であった。

「そ、そんな……ッ！　なんて無茶を!?　や、やめてくださいッ!?」

　ネージュが悲鳴を上げるが、グレンは躊ちゆう躇ちよなく二本目のアンプルを自身へ打っていた。

「がああああああああああああああああーーッ!?」

　再び上がるグレンの絶叫。

　いかなる苦痛がグレンを苛さいなんでいるのか、想像もつかないほどの叫び。

　再び、解毒の呪文を唱えて……

「ぜぇー……ッ！　ぜぇー……ッ！　が、ぎ、ぐぅ……つ、次……」

　グレンは震ふるえる手で、三本目のアンプルを手に取る。

　ネージュが泣きながら止めようとするが、グレンはまったく聞かない……

　そんなグレンへ、ジャティスが努めて冷静に言った。

「グレン……君は死ぬよ？」

「………うる、せぇ……」

「その毒は、見たところ、そんな甘いものじゃない。後、二、三本も試せば、君は死ぬ。解毒の呪文すら唱える暇もなくなる。その二、三本で当たりを引く確率は……やっぱり、まったく期待できない程度には低いぞ？」

　途と端たん、グレンの苦く悶もんの叫びが再び上がり、地下室内を震わせた。

　今、ジャティスの前で、グレンが三本目のアンプルを試したのだ。

「……げほっ！　それでも……だッ！」

　今回も、辛かろうじて解毒が間に合ったグレンが、絞しぼり出すように言った。

「しょせん……俺は『正義の魔ま法ほう使つかい』にはなれねえ……ッ！　そんな力は、俺にはねえんだ……ッ！」

「！」

「俺に……出来ることは……考えに考えて……努力して努力して……いつか、ぼろぼろにすり切れて、ぶっ壊こわれるまで……少しでも高い可能性にかけて、走り続けるしかねえんだ……ッ！　それしか、俺にはねえんだよ……ッ！」

「────ッ!?」

　グレンが叫んだその一瞬、ジャティスが硬こう直ちよくして、目を見開く。

　そして、グレンは四本目のアンプルを手に取る。

　その中身を注射針の中へ吸い出す──

「げほっ！　くそったれが……ッ!?　そろそろ当たりをツモりやがれぇええええええええええええええええーーッ!?」

　グレンが乾けん坤こん一いつ擲てきの叫びと共に、注射器を自分の腕に突き立てようとして──

「や、やめてぇえええええええええええええええええーーッ!?」

　ネージュの悲しげな悲鳴が、アンサンブルして──

　そして──

　──次の瞬間。




　ぱしっ！




「────ッ!?」

　思わず、グレンが目を剝むいて硬直する。

　注射針が……グレンの腕に刺ささる寸前で止まっている。

「……ジャティス……お前……？」

　見上げれば。

　なんと、ジャティスがグレンの腕を摑つかんで、注射器を止めていたのだ。

「……………………」

　ジャティスはしばらくの間、感情の見えない表情で無言を貫つらぬいていたが。

　やがて……

「くっくっく……」

　肩かたを震わせ……

「あはは……ははははは……」

　盛大な高笑いを始めていた。

「あっはははははははははははははははははははははははははははははーーッ!?」

　啞あ然ぜんとするグレンとネージュの前で、ジャティスが歓かん喜きの表情で言った。

「見事だよ、グレン！　やられた！　これは、この展開は──〝読めなかった〟！　あっははははははははははははははーーッ！　いやぁ、よもやよもやだ！　まさか、君の勇気ある行動に、僕ぼくの心の方が震わされるなんてさ！　計算外も良いところさ！　痺しびれたよ、グレン！　君の正義は僕とは方向こそ違ちがえど、本物だよ！　認めよう！　僕と君のこの勝負……君の勝ちだ！　〝１００回中99回負ける戦いでも、残り１回の勝利を一番最初に引き当てる男〟……ああ、なるほどなるほど、確かにねぇ!?　あっははははははははははははははははははははははははははははははははーーッ！」

　そして、ジャティスがひとしきり笑い倒たおし、満足すると。

「──起動・固有魔術【ユースティアの天てん秤びん】！」

　ジャティスは何らかの魔術を起動した。

「全てを計り見み据すえよ……我が正義の女神よ！」

　途端、ジャティスの左目に無数の数字が躍おどり始め、洪こう水ずいのように流れる。

　そして、ジャティスの左目を通して〝視る〟世界の有様が──変化する。

　世界の全てが、数字と数式の羅ら列れつで再構成されたのだ。

　グレンの姿が、ネージュの姿が、世界の全てが、無数の数字と数式に解けてバラバラとなり、三次元的な世界の有様を、正気ではいられない四次元的光景へと変へん貌ぼうさせる。

　これこそが、ジャティスの固有魔術【ユースティアの天秤】。

　この魔術は、世界の全ての情報を、数字と数式で取得するという術だ。

　あらゆる物理量も、あらゆる物質も、人の思考さえも。この術の前には、全て数字と数式に還かん元げんされ、暴かれてしまう。

　ただ、ジャティス以外にはまるで意味のない術でもある。世界の全情報を数字で取得したところで、常人が有益に利用できるものは何もない。

　ただ、ジャティスのみが己の卓たく越えつした、独自の数秘術で処理することで、予知に近い行動予測と分ぶん析せきを可能とする。まさに、ジャティスのためだけの固有魔術なのだ。

　そして、そんな固有魔術【ユースティアの天秤】にかかれば──

「ふっ……これだよ、グレン。これが特効薬だ」

　ジャティスは、台上にあるアンプルの一つをひょいと摘つまみ、グレンへ放っていた。

「惜おしかったな……今、君が取ったやつのすぐ隣となりさ。ひょっとしたら、僕が力を貸さずとも、君は次に自力で当たりを引き当てたのかもしれないね。……いや、今なら信じられる……君ならきっと……くっくっく……」

　アンプルを受け取ったグレンは、なんとも複雑な半信半疑の表情で、アンプルとジャティスを交こう互ごに見ている。

「おや、疑っているのかい？　……言ったろう？　君の勝ちだと。この期ごに及およんで無様な噓うそは吐つかないさ。ネージュの断罪もしない……君の勇気に免めんじてね。恐おそらく、これが僕が自身の正義を曲げる、最初で最後の機会だろう」

「…………」

「そして、今回の件は君に対する借りだ。借りは返させてもらうよ……必ずね。では」

　そう一方的に言い残して。

　ジャティスがくるりと踵きびすを返し、その場を去って行く。

　そして、立ち尽つくすグレンとジャティスがすれ違う瞬間、グレンはぼそりと問う。

　ジャティスに視線を向けることなく問う。

「……結局……てめえは、一体、何がやりたかったんだ？」

　すると、ジャティスがふと足を止める。

　グレンと同じく、グレンへ視線を向けることなく返す。

「ふっ、本当はわかっているんだろう？　グレン。僕と君は決して相あい容いれない、不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵同士……違うかな？」

「…………」

「今は、曲がりなりにも母おも屋やを同じくする同志だけど……いつか、必ず僕らは決別する。……互たがいの信じる正義ゆえに」

「…………」

「そんな相手のことを深く知りたい……それは当然のことじゃないかな？」

　すると、そんなジャティスの背中に、グレンが突つき刺すように言い捨てた。

「てめぇが、何を目指しているのかはさっぱりだが……いつの日か、てめぇが俺の前に立ちはだかったその時は……俺が必ず、てめえをぶっ倒す。肝きもに銘めいじておけ」

「ふっ。ああ、そうさせてもらおうか……その日を楽しみにしているよ……グレン」

　そんな、宣戦布告とも取れる言葉を互いに残して。

　ジャティスは、その場を去って行くのであった──




　──こうして。

　グレンとジャティスの、ライランド法医学研究所所長ゼパル＝ディレックの娘むすめ、ネージュの護衛任務は終しゆう了りようした。

　この一件で、ライランド法医学研究所が、天の智ち慧え研究会と接せつ触しよくを図っていたことが発覚し、しかも、咒じゆ葬そう兵器【黒幽死病レイスペスト】などという恐るべき対生物呪じゆ術じゆつ兵器が密ひそかに研究されていたことも当然明るみとなり、帝てい国こく政府を震しん撼かんさせた。

　当然、研究所は封ふう鎖さ、洗い出された関係者は一人残らず捕ほ縛ばくされ、投とう獄ごく。【黒幽死病レイスペスト】に関する研究は、完全に闇やみの中へ葬ほうむりさられることとなった。

　ゼパルの娘、ネージュ＝ディレックも、当初、重要参考人として軍に拘こう束そくされることとなった。だが、自らの意思で関かん与よしたのではなく、ほぼ父親ゼパルの強制による選せん択たくの余地なき状じよう況きようであったこと、すでに特効薬を投とう与よされ、黒幽死病レイスペスト親保菌者キヤリアーを脱だつしていたことが確認され、しばらく軍の監かん視し下におかれることにはなったが、ある程度の自由を許される生活に戻もどることとなった。現在、ネージュは本当の意味で人を救う医者を目指して、帝国大学進学のための勉強中だという。

　そして、恐るべき【黒幽死病レイスペスト】が表おもて舞ぶ台たいに出る水際で止めた、グレンとジャティスの二人には多くの名めい誉よと賞賛が集まることとなる。

　が、ジャティスに関しては、さすがに〝やり過ぎ〟との評価と判断が下り、厳しい懲ちよう戒かい処分も下った。

　だが──結局、上層部の誰だれもが、ジャティスを軍から追放する判断を下せなかった。

　……皆みんな、気付いたのだ。

　ジャティス＝ロウファンは軍で監視すべき危険人物であり、決して野に放ってはいけない存在だということに。

　ともあれ、帝国を揺ゆるがす大事件へと発展しかねないこの事件は、静かに幕を下ろすことになった。

　そして──




　──帝てい都との某ぼう所しよ。

「まぁ、今回の一件の落とし所としては、こんな所だろうね。ミゲール＝ブラッカー……そうだろう？」

　高級住宅街にある、帝国軍千せん騎き長ちようミゲール＝ブラッカー邸ていの一室にて。

　屋や敷しきの主ミゲールが、人工精霊タルパ達に取り囲まれ、猿さる轡ぐつわで口を封ふうじられ、全身を鎖くさりで蓑みの虫むしのように雁がん字じ搦からめに縛しばられ、転がされている。

　そんなミゲールを、ジャティスが冷笑しながら見下ろしていた。

「実はね……わかってたんだよ、最初から。君が天の智慧研究会の密みつ偵ていだっていうこと……そして、今回の事件において、ゼパルを裏で唆そそのかし、操っていた張本人だということを……ねぇ、ミゲール＝ブラッカー……」

「んんんんん～～～ッ!?　んんんんーーッ!?」

　ミゲールが涙なみだを浮うかべて呻うめいている。

　その顔にべったり張り付いているのは、絶望。

　もう、ミゲールは悟さとってしまったのだ──これから訪れる己の悲ひ惨さんな運命に。

「でも、僕は君を泳がせておいたんだ……いずれ、組織の尻尾しつぽを摑むのに役に立つだろうと思ってね。でもさぁ、ちょっと状況が変わっちゃってさぁ？」

　そんなミゲールへ、ジャティスはまるで世間話でもするかのように、気さくに話しかけている。

「組織側の人間として、君はグレンを目障りに思っていた。だから君は、最近、グレンが死にかねない、無茶な任務を裏回しして与あたえていた。まぁ、あのグレンが君ごときの謀ぼう略りやくに躓つまずくなんてないと思うけど……どんな人間にも、万が一ってのがあるからなぁ」

「んんんんんーーッ！　んんーーッ!?」

「困るんだよねぇ？　その万が一。なにせ──彼を倒すべき人間はこの僕なのだから。……わかるだろう？　それに、僕はグレンに借りがある。やっぱり、借りってのは早めに返さなくっちゃさ、仁義に反するだろ？　僕はグレンと相容れない間あいだ柄がらだけど、こう、やっぱり、己の全てをかけて戦うべき宿敵に対しては、可能な限り真しん摯しでありたいわけさ。僕の気持ち、わかってくれるよね？　ミゲール」

「うううううううううううううううーーッ!?」

「だからさ」

　まるで今日の夕飯の献こん立だてを聞かれて答えるかのように、ジャティスがにこやかに笑って言った。

「……君を始末することにしたんだよ。……ちょ～っと、勿もつ体たいないんだけど、まぁ、仕方ないよね？　グレンに迷めい惑わくをかけたのは、僕なんだからさ」

「んんんんんううううううーーッ!?　んううううううッ!?」

「それじゃあ、まぁ、そういうことで。……お休み、ミゲール」

　くるっと、ジャティスが踵きびすを返して。

　ぱちんっと、指を打ち鳴らして。

「んんううううううううううううううううううううううううううううううーーッ!?」

　同時に、ミゲールの悲痛なくぐもり声が暗い室内に響ひびき渡わたって。




　ぶしゃっ！




　──振ふり返らないジャティスの背後で、一つの命が無残に潰ついえた。




　……。

「さぁ、借りは返したぞ、グレン……」

　屋敷を後にしたジャティスが、悠ゆう然ぜんと帝都を歩く。

「これで、もう邪じや魔ま者ものはいない。君を理り不ふ尽じんに脅おびやかす者はいない。……ならば、君の正義と僕の正義、どちらが上なのか……これからの任務で、ゆっくりと決着をつけようじゃないか……そして、いつか……くっくっく……あっははははははははははははははははははははははははははははーーッ！」

　誰もいない、黄昏たそがれに燃える都市に。

　ジャティスの高笑いが、寒々しく響くのであった──




　先の黒幽死病レイスペスト拡散未み遂すい事件が落ち着く頃ころ。

　ある日、何の前まえ触ぶれもなく起こった、帝国軍上級将校ミゲール＝ブラッカーの、突とつ然ぜんの失しつ踪そう事件。

　多少、生き真ま面じ目め過ぎるきらいはあるが、非常に有能で、周囲の人望も厚かった帝国軍将校の失踪事件に、帝国軍が総力を挙げて捜そう索さくするも空しく、行方は不明。迷宮入り。

　世にも奇き妙みような事件として帝国軍内で噂うわさされ、多種多様の陰いん謀ぼう論説が、まことしやかに囁ささやかれることとなる。




　その真相を知っている者は、ただ一人だけであった──








あとがき









　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　今回、短編集『ロクでなし魔ま術じゆつ講師と追想日誌メモリーレコード』第五巻、刊行の運びとなりました。

　ついに五巻！　万ばん歳ざい！

　編集者並びに出版関係者の方々、そして本編『ロクでなし』を支持してくださった読者の皆みな様さま方のおかげです！　どうもありがとうございます！




　さて、今回も羊渾こん身しんの短編達が載のっています！　僕ぼくの作品を読んで頂いて、少しでもくすりと笑ったり、楽しい時間を過ごせていただけたら幸いです。

　それではいつものように各短編の解説に移っていきましょう。




○勃ぼつ発ぱつ、愛の天使戦争

　ルミアがメインの作品。なんとも頭が痛くなってくるような話に仕上がりました。

　こういうバカ話を書くとき、オーウェルというキャラクターは、非常に便利ですねぇ！　だって、〝オーウェルだから〟で、全すべて解決してしまいますからね。今回に限らず、セリカとオーウェルは、短編の舞ぶ台たい装置＆オチ担当として、非常に重宝しています。




〇室長サマの憂ゆう鬱うつ

　帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団だん、特務分室室長《魔ま術じゆつ師し》のイヴちゃんの苦労話です。

　この話がドラマガに掲けい載さいされたのは確か、本編第七巻の後くらいでしょうか？　エリート揃ぞろいの特務分室の室長、作中最強の一角を担になう魔術師として、鳴り物入りで登場したわりには、活かつ躍やくの場をアルベルトに全て持って行かれ、ポンコツ無能ぶりを晒さらして散々だったイヴちゃん。

　元々、イヴは読者の嫌きらわれ役を担うはずだったんですが、思えばこの短編あたりから、僕の中でイヴの扱あつかいが変わり始めたのかもしれませんね。




〇猫ねこになった白猫

　いやぁ、猫は可愛かわいいですね（何）。僕の家でも猫を飼っているんですが、最初は、なんだこのクソ生意気な毛玉クリーチャーは！　とか思ってたんですが、一いつ緒しよに過ごすうちに段々可愛くなりますねぇ。……生意気ですが。

　この短編は、そんな我が家の猫を見ながら考えた話です（意味不明）。




〇リィエル捕ほ獲かく大作戦

　リィエルメインの、ただひたすらカオスな話。

　リィエルはそのキャラクター上、どうしてもルミアやシスティーナのような、ラブコメにはなりにくいので、こういうドタバタ系になってしまうようです（笑）。どっちかといえば、僕はこういうドタバタカオスの方が得意なので、問題ないのですが！

　そして、この短編最大の被ひ害がい者しやは、恐おそらく、ハーなんとか先せん輩ぱいです（合掌）。




○THE JUSTICE

　まぁ、いつか書くんだろうなと思いつつ、ついに書いてしまった書き下ろし。

　グレンのライバル、狂くるえる正義ジャティス＝ロウファンが主人公のお話です。

　今回は、ジャティスの軍時代、特務分室執しつ行こう官ナンバー11《正義》だった頃ころのお話なのですが……こいつに関して、作者から言うべきことは、ただ一言。




　なんなんだ、こいつは？




　いやー、まぁ、良い感じにやりたい放題してくれますねぇ、ジャティス君。

　作者である僕ですら、こいつのことがよくわからん！　何がしたいんだ、こいつ!?

　恐らく、ロクでなし作中、最強メンタルなジャティス。説教系主人公が百人集まって説教しても、まったく効きそうにない彼が、とにかく楽しそうで何よりです（笑）。

　グレンも厄やつ介かいなやつに目をつけられてしまったものだ……（遠い目）。

　それでも、グレンじゃ絶対に越こえられない一線を平気で越えてくれる、むしろ、嬉き々きとして越えて、ダンスを踊おどるジャティスを書くのは楽しかったです（笑）。




　以上ですね。

　今回も、羊的には自信作揃いなので、楽しんでいただけると幸いです！

　どうかよろしくお願いします！





羊太郎
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